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と で 


の トラ ンジ スタ と 


【 選択 図 】 図 6 


課題 】 大 型 の 半導体 装置 で 、 高 速 に 動作 する 半導体 装 
置 を 提供 する こと を 目的 する 。 

【 解決 手段 】 単 結晶 の 半導体 層 を 有する トッ プ ゲ ー ト 型 
、 ア モル ファ ス 

シリ コン ( また は マイ クロ クリ スタ ル シ リ コン ) の 半 導 
体 層 を 有する ボ ト ム ゲ ー ト 型 の ト 

ラン ジス タ と を 同一 基板 に 形成 する 。 そ し て 、 各 々 の ト 
ラン ジス タ が 有する ゲー ト 電極 を 

同じ レイ ヤー で 形成 し 、 ソ ー ス 及び ド レイ ン 電極 も 同じ 
レイ ヤー で 形成 する 。 こ の よう に 

し て 、 製 造 工程 を 削減 する 。 つ まり 、 ボ ト ム ゲ ー ト 型 の 
トラ ンジ スタ の 製造 工程 に 、 少 し 

だ け 工 程 を 追加 する だ け で 、2 つの タイ プ の ト ラン ジス 
タ を 製造 する こと が 出来 る 。 
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【 特許 請求 の 範囲 】 
請求 項 1 】 
絶縁 基板 の 上 方 に 第 1 の 半導体 層 を 有 し 、 

前 記 第 1 の 半導体 層 の 上 方 に 第 1 の 絶縁 層 を 有 し 、 
前 記 第 1 の 絶縁 層 の 上 方 に 、 第 1 の 導電 層 と 第 2 の 導電 層 と を 有 し 、 
前 記 第 1 の 導電 層 の 上 方 及び 前 記 第 2 の 導電 層 の 上 方 に 、 第 2 の 絶縁 層 を 有 し 、 
前 記 第 2 の 絶縁 層 の 上 方 に 、 第 2 の 半導体 層 と 第 3 の 導電 層 と を 有 し 、 
前 記 第 2 の 半導体 層 の 上 方 に 第 4 の 導電 層 を 有 し 、 
前 記 第 3 の 導電 層 の 上 方 及び 前 記 第 4 の 導電 層 の 上 方 に 、 第 3 の 絶縁 層 を 有 し 、 
前 記 第 3 の 絶縁 層 の 上 方 に 第 5 の 導電 層 を 有 し 、 
前 記 第 1 の 半導体 層 は 、 第 1 の トラ ンジ スタ の 活性 層 と し て の 機能 を 有 し 、 
前 記 第 2 の 半導体 層 は 、 第 2 の トラ ンジ スタ の 活性 層 と し て の 機能 を 有 し 、 
前 記 第 1 の 半導体 層 と 前 記 第 2 の 半導体 層 の 特性 は 異な る 、 半 導体 装置 
発明 の 詳細 な 説明 】 
【 技術 分 野 】 
0001 】 
本 発明 は 、 物 、 方 法 、 ま た は 、 物 を 生産 する 方 法 に 関す る 。 特に 、 表 示 装 置 ま た は 半 導 
体 装置 に 関す る 。 特に 、 単 結晶 を ガラ ス 基 板 に 転写 し て 形成 され た 表示 装置 また は 半導体 
装置 に 関す る 。 
【 
【 


と で 


と で 


背景 技術 】 

0002】 

近年 、 液 晶 表 示 装 置 、 エ レク トロ ルミ ネッ セン ス (EL) 表示 装置 な どの フラ ッ ト パネ 
ルディ スプ レイ が 注目 を 集め て いる 。 

【0003】 

フラ ッ ト パ ネル ディ スプ レイ の 駆動 方 式 と し て は 、 パ ッ シ ブ マト リク ス 方 式 と アク ティ 
ブ マ トリ クス 方 式 と が ある 。 ア クティ ブ マ トリ クス 方 式 は 、 パ ッ シ ブ マト リク ス 方 式 と 比 
較 し て 、 低 消費 電力 化 、 高 精細 化 、 基 板 の 大 型 化 等 が 可能 に な る と いう メリ ッ ト を 有する 
【0004 

パネ ル の 外部 に 駆動 回 路 を 設け る 構成 に お いて は 、 駆 動 回 路 と し て 、 単 結晶 シリ コン を 
用 いた | C を 用 いる こと が 可能 で ある た め 、 駆動 回 路 の 速度 に 起因 し た 問題 は 生じ な い 。 
し か し な が ら 、 こ の よう に 1 C を 設け る 場合 に は 、 パ ネル と | C を 別々 に 用 意 す る 必要 が 
ある こと 、 パ ネル と | C と の 接続 工程 が 必要 で ある こと 等 か ら 、 十 分 に コス ト を 低減 する 
こと が で き な か っ た 。 

【0005】 

そこ で 、 コ スト 低減 等 の 観点 か ら 、 画 素 部 と 駆動 回 路 部 を 一 体 に 形成 する 方 法 が 用 いら 
れる よう に な っ た (例え ば 、 特許 文献 1 参照 ) 。 

【 先行 技術 文献 】 

【 特許 文献 】 

【0006】 

【 特許 文献 1 】 特 開平 8- 6053 号 公報 

【 発明 の 概要 】 

【 発明 が 解決 し よう と する 課題 】 

【0007】 

特許 文献 1 に 示す 場合 に は 、 駆 動 回 路 の 半導体 層 と し て は 、 画 素 部 と 同様 に 非 晶 質 シ リ 
コン や 微 結晶 シリ コン 、 多 結晶 シリ コン な どの 非 単 結晶 シリ コン が 用 いら れ て いる 。 し か 
し な が ら 、 非 卓 質 シリ コン は も と より 、 注 結晶 シリ コン や 多 結 晶 シ リコ ン を 用 いる 場合 
あっ て も 、 そ の 特性 は 単 結晶 シリ コン を 用 いる 場合 に は 遠く 及ば な いと いう 問題 が 存在 す 
る 。 特に 、 従来 の 駆動 回 路 一 体型 の パネ ル に 用 いら れる 半導体 層 で は 、 必 要 か つ 十 分 な 移 
動 度 が 得 ら れ て お ら ず 、 駆 動 回 路 と いう 高速 動作 が 求め られ る 半導体 装置 を 作製 する に 当 
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た っ て 大 き な 問 題 と な っ て いる 。 
【0008】 

上 記 問 題 点 に 鑑み 、 本 発明 は 、 コ スト が 低減 され た 半導体 装置 を 提供 する こと を 課題 と 
する 。 ま た は 、 高 速 動 作 が 可能 な 回 路 を 設け た 半導体 装置 を 提供 する こと を 課題 と する 。 
また は 、 消 費 電力 の 少な い 半 導体 装置 を 提供 する こと を 課題 と する 。 

【 課題 を 解決 する た め の 手 段 】 
【0009】 

本 発明 で は 、 単 結晶 基板 か ら 、 シ リコ ン 層 を 分 離 (剥離 ) し 、 そ れ を ガラ ス 基 板 に 貼り 
付け る (転写 する ) 。 ま た は 、 単 結晶 基板 を ガラ ス 基 板 に 貼り 付け 、 Had ed 
る こと に よっ て 、 ガ ラス 基板 上 に シリ コン 層 を 形成 する 。 そ し て 、 シ リコ ン 層 を アイ ラン 
ド 状 に 加工 する 。 その 後 、 再 度 、 単 結晶 基板 か ら 、 シ リコ ン 層 を 分 離し 、 Ge 
板 に 貼り 付け る 。 ま た は 、 単 結晶 基板 を ガラ ス 基 板 に 貼り 付け 、 単 結晶 基板 を 分 離す る こ 
と に よっ て 、 ガ ラス 基板 上 に シリ コン 層 を 形成 する 。 そ し て 、 再 度 、 シ リコ ン 層 を アイ ラ 
ンド 状 に 加工 する 。 

【0010】 

そし て 、 そ れ ら の シリ コン 層 を 用 いて 、 ガ ラス 基板 上 に TFT を 形成 する 。 

001 1 】 

この と き 、 同 時 に 、 ア モル ファ スシ リコ ン ま た は マイ クロ クリ スタ ル シ リ コン を 用 いた 
TFT も 形成 する 。 

【0012】 

そし て 、 こ れ ら の TFT に お いて 、 ゲ ー ト 電極 と し て 機能 する 導電 層 や ソー ス 電 極 、 ド 
レイ ン 電 極 と し て 機能 する 導電 層 を 共有 し 、 同 時 に 成 膜 する 。 こ れ ら に より 、 製 造 工程 数 
を 削減 する こと が 出来 る 。 

【0013】 

本 発明 は 、 絶縁 基板 の 上 方 に 第 1 の 半導体 層 を 有 し 、 第 1 の 半導体 層 の 上 方 に 第 1 の 絶 
报导 在 有 Ls 第 1 の 衝 最 届 の 土方 に 生れ 1 お よび 第 2 の 電電 財 を 有 し 、 第 1 お よび 第 2 の 導 
電 層 の 上 方 に 第 2 の 絶縁 層 を 有 し 、 第 2 の 絶縁 層 の 上 方 に 第 2 の 半導体 層 を 有 し 、 第 2 の 
半導体 層 の 上 方 に 第 3 の 導電 層 を 有 し 、 第 2 の 絶縁 層 の 上 方 に 第 4 の 導電 層 を 有 し 、 第 3 
お よび 第 4 の 導電 層 の 上 方 に 第 3 の 絶縁 層 を 有 し 、 第 3 の 絶縁 層 の 上 方 に 第 5 の 導電 層 を 
有 し 、 第 1 の 半導体 層 は 、 第 1 の トラ ンジ スタ の 活性 層 と し て の 機能 を 有 し 、 第 2 の 半 導 
体 層 は 、 第 2 の トラ ンジ スタ の 活性 層 と し て の 機能 を 有 し 、 第 1 の 半導体 層 と 第 2 の 半 導 
体 層 の 特性 が 異な る こと を 特徴 と し て いる 。 

【001 4 

本 発明 は 、 前 記 構 成 に お いて 、 第 1 の 絶縁 層 は 、 前 記 第 1 の トラ ンジ スタ の ゲー ト 絶縁 
層 と し て の 機能 を 有 し 、 第 1 の 導電 層 は 、 第 1 の トラ ンジ スタ の ゲー トト 電極 と し て の 機能 
を 有 し て いる こと を 特徴 と し て いる 。 

【0015】 

本 発明 は 、 前 記 構 成 に お いて 、 第 2 の 絶縁 層 は 、 第 2 の トラ ンジ スタ の ゲー ト 絶縁 層 と 
し て の 機能 を 有 し 、 第 2 の 導電 層 は 、 第 2 の トラ ンジ スタ の ゲー ト 電 極 と し て の 機能 を 有 
し て いる こと を 特徴 と し て いる 。 

【0016】 

本 発明 は 、 前 記 構 成 に お いて 、 第 5 の 導電 層 は 、 第 3 の 絶縁 層 に 設け られ た コン タク ト 
ホー ル を 介し て 、 第 4 の 導電 層 と 電気 的 に 接続 され て いる こと を 特徴 と し て いる 。 
【0017】 

本 発明 は 、 BS 第 5 の 導電 層 は 、 第 1 の 絶縁 層 3 
絶縁 層 に 設け られ た コン タク ト ホ ー ル を 介し て 、 第 1 の 半導体 層 と 電気 的 に 接続 され て い 
る こと を 特徴 と し て いる 。 

【0018】 

本 発明 は 、 前 記 構成 に お いて 、 第 3 の 導電 層 は 、 第 2 の 半導体 層 と 電気 的 に 接続 され て 

いる こと を 特徴 と し て いる 。 
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【0019】 

本 発明 は 、 前 記 構成 に お いて 、 第 1 の 半導体 層 が 結晶 性 を 有 し て いる こと を 特徴 と し て 
いる 。 

【0020】 

本 発明 は 、 前 記 構 成 に お いて 、 第 2 の 半導体 層 が アモ ルフ ァ ス 半導体 を 有 し て いる こと 
を 特徴 と し て いる 。 

【0021】 

本 発明 は 、 前 記 構成 に お いて 、 第 2 の 半導体 層 が マイ クロ クリ スタ ル 半 導体 を 有 し て い 
RE 

【0022】 


な お 、 本 明細 書 に お いて 、 ス イッ チ は 、 様 々 な 形態 の も の を 用 いる こと が で きる 。 例 と 
し て は 、 電気 的 スイ ッ チ や 機械 的 な スイ ッ チ な ど が ある 。 つ まり 、 電流 の 流れ を 制御 で き 
る も の で あれ ば よく 、 特 定 の も の に 限定 され な い 。 例 えば 、 ス イッ チ と し て 、 ト ラン ジス 
タ ( 例え ば 、 バ バイポーラ トラ ンジ スタ 、MOS ト ラン ジス タタ など) 、 ダ イオ ー ド ( 例え ば 

PN ダイ オー ド 、PI N ダ イオ ー ド 、 シ ョ ッ ト キ ー ダ イオ ー ド 、MI M(Metal 
1 n s ul ator Met al ) ダイ オー ド 、MI S (Me t al 1 n s ul at o 
r Semiconductor) ダイ オー ド 、 ダ イオ ー ド 接続 の トラ ンジ スタ な ど ) 、 
サイ リス タ な ど を 用 いる こと が 出来 る 。 ま た は 、 こ れ ら を 組み 合わ せ た 論 理 回 路 を スイ ッ 
チ と し て 用 いる こと が 出来 る 。 

【0023】 

機械 的 な スイ ッ チ の 例 と し て は 、 デ ジタル マイ クロ ミラ ー デ バイ ス ( DMD) の よう に 

ME MS ( マイ クロ ・ エ レク トロ ・ メ カニ カル ・ シ ステ ム ) 技術 を 用 いた スイ ッ チ が あ 
る 。 そ の スイ ッ チ は 、 機 械 的 に 動か すこ と が 出来 る 電極 を 有 し 、 そ の 電極 が 動く こと に よ 
っ て 、 接 続 と 非 接続 と を 制御 し て 動作 する 。 

【0024】 

スイ ッ チ と し て トラ ンジ スタ を 用 いる 場合 、 そ の トラ ンジ スタ は 、 単 な る スイ ッ チ と し 
て 動作 する た め 、 ト ラン ジス タ の 極性 ( 導電 型 ) は 特に 限定 され な い 。 た だ し 、 オ フ 電 流 
を 抑 えた い 場 合 、 オ フ 電 流 が 少な い 方 の 極性 の トラ ンジ スタ を 用 いる こと が 望ま し い 。 オ 
フ 電 流 が 少な い ト ラン ジス タ と し て は 、LDD 領 域 を 有する トラ ンジ スタ や マル チゲ ー ト 
構造 を 有する トラ ンジ スタ 等 が ある 。 ま た は 、 ス イッ チ と し て 動作 させ る トラ ンジ スタ の 
ソー ス 端 子 の 電位 が 、 低 電位 側 電源 (Vs s 、GND、0V な ど ) の 電位 に 近い 状態 で 動 
作 す る 場合 は N チャ ネル 型 ト ラン ジス タ を 用 いる こと が 望ま し い 。 反対 に 、 ソ ー ス 端子 の 
電位 が 、 高 電位 側 電源 ( Vd gd な ど ) の 電位 に 近い 状態 で 動作 する 場合 は P チ ャ ネル 型 ト 
ラン ジス タ を 用 いる こと が 量 ま し い 。 な ぜ な ら 、N チャ ネル 型 ト ラン ジス タ で は ソー ス 敵 
子 が 低 電 位 側 電源 の 電位 に 近い 状態 で 動作 する と き 、P チ ャ ネル 型 ト ラン ジス タ で は ソー 
ス 端 子 が 高 電 位 側 電源 の 電位 に 近い 状態 で 動作 する と き 、 ゲ ー ト と ソー ス の 間 の 電圧 の 絶 
対 値 を 大 きく で きる た め 、 ス イッ チ と し て 、 よ り 正 確 な 動作 を 行う こと が で きる か ら で あ 
る 。 ソ ー ス フォ ロワ 動作 を し て し まう こと が 少な いた め 、 出 力 電圧 の 大 き さ が 小さ く な っ 
て し まう こと が 少な いか ら で あ る 。 

【0025】 

な お 、N チ ャ ネル 型 ト ラン ジス タ と P チ ャ ネル 型 ト ラン ジス タ の 両方 を 用 いて 、CMO 
イ 
ラ 


S 型 の スイ ッ チ を スイ ッ チ と し て 用 いて も よい 。CMOS 型 の スイ ッ チ に する と 、P チ ャ 
ネル 型 ト ラン ジス タ ま た は N チ ャ ネル 型 ト ラン ジス タ の どちら か 一 方 の トラ ンジ スタ が 導 


通す れ ば 電流 が 流れ る た め 、 ス イッ チ と し て 機能 し や すく な る 。 例え ば 、 ス イッ チ へ の 入 
力 信号 の 電圧 が 高い 場合 で も 、 低 い 場 合 で も 、 適 切 に 電圧 を 出力 させ る こと が 出来 る 。 さ 
ら に 、 ス イッ チ を オン また は オフ させ る た め の 信 号 の 電圧 振幅 値 を 小さ くす る こと が 出来 
る の で 、 消費 電力 を 小さ くす る こと も 出来 る 。 
【0026j】 

な お 、 ス イッ チ と し て トラ ンジ スタ を 用 いる 場合 、 ス イッ チ は 、 和 入力 端 子 ( ソ ー ス 端子 
また は ドレ イン 端子 の 一 方 ) と 、 出 力 端 子 ( ソ ー ス 端子 また は ドレ イン 端子 の 他方 ) と 、 
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宙 子 ( ゲー ト 端 子 ) と を 有 し て いる 。 一 方 、 ス イッ チ と し て ダイ オー ド を 
用 いる 場合 、 ス イッ チ は 、 導通 を 制御 する 人 が ある 。 そ の た め 、 ト 
ラン ジス タ よ り も ダイ オー ド を スイ ッ チ と し て 用 いた 方 が 、 端 子 を 制御 する た め の 配 線 を 
少な くす る こと が 出来 る 。 

【0027】 

な お 、 本 明細 書 に お いて 、A と B と が 接続 され て いる 、 と 明示 的 に 記載 する 場合 は 、A 
と B と が 電気 的 に 接続 され て いる 場合 と 、A と B と が 機能 的 に 接続 され て いる 場合 と 、A 
と B と が 直接 接続 され て いる 場合 と を 含む も の と する 。 こ こ で 、A、B は 、 対 象 物 ( 例え 
ば 、 装置 、 素 子 、 回 路 、 配 線 、 電極 、 端 子 、 導 電 膜 、 層 な ど ) で ある 。 し た が っ て 、 所 
定 の 接続 関係 、 例 えば 、 図 また は 文章 に 示さ れ た 接続 関係 に 限定 され ず 、 図 また は 文章 に 
示さ れ た 接続 関係 以外 の も の も 含む も の と する 。 

【0028】 

例え ば 、A と B と が 電気 的 に 接続 され て いる 場合 と し て 、A と B と の 電気 的 な 接続 を 可 
能 と する 素子 ( 例え ば 、 ス イッ チ 、 ト ラン ジス タ 、 容量 素 子 、 イ ンダ クタ 、 抵 抗 素子 、 ダ 
イオ ー ド な ど ) が 、A と B と の 間 に 1 個 以 上 配置 され て いて も よい 。 あ る い は 、A と B と 
が 機能 的 に 接続 され て いる 場合 と し て 、A と B と の 機能 的 な 接続 を 可能 と する 回 路 ( 例え 
ば 、 論 理 回 路 ( イン バー タ 、NAND 回 路 、NOR 回 路 な ど ) 、 信 号 変換 回 路 ( DA 変換 
回 路 、AD 変 換 回 路 、 ガ ンマ 補正 回 路 な ど ) 、 電 位 レ ベル 変換 回 路 ( 電源 回 路 ( 昇圧 回 路 

降圧 回 路 な ど ) 、 信 号 の 電位 レベ ル を 変え る レベ ル シ フ タ 回 路 な ど ) 、 電 圧 源 、 電 流 源 

切り 替え 回 路 、 増幅 回 路 ( 信号 振幅 また は 電流 量 な ど を 大 きく 出来 る 回 路 、 オ ペア ンプ 

差 動 増幅 回 路 、 ソ ー ス フォ ロワ 回 路 、 バ ッ フ ァ 回 路 な ど ) 、 信 号 生 成 回 路 、 記 憶 回 路 、 
制御 回 路 な ど ) が 、A と B と の 間 に 1 個 以 上 配置 され て いて も よい 。 あ る い は 、A と B と 
が 直接 接続 され て いる 場合 と し て 、A と B と の 問 に 他 の 素子 や 他 の 回 路 を 挟ま ず に 、A と 
B と が 直接 接続 され て いて も よい 。 

【0029】 

な お 、A と B と が 直接 接続 され て いる 、 と 明示 的 に 記載 する 場合 は 、A と B と が 直 時 
続 さ れ て いる 場合 ( つま り 、A と B と の 間 に 他 の 素子 や 他 の 回 路 を 間 に 介 さ ず に 接続 さ 
て いる 場合 ) と 、A と B と が 電気 的 に 接続 され て いる 場合 ( つま り 、 人 
素子 や 別 の 回 路 を 挟ん で 接続 され て いる 場合 ) と を 含む も の と する 。 

【0030】 

な お 、A と B と が 電気 的 に 接続 され て いる 、 と ピ 明示 的 に 記載 する 場合 は 、A と B と が 電 
気 的 に 接続 され て いる 場合 (つま り 、A と B と の 間 に 別 の 素子 や 別 の 回 路 を 挟ん で 接続 さ 
れ て いる 場合 ) と 、A と B と が 機能 的 に 接続 され て いる 場合 (つま り 、A と B と の 間 に 別 
の 回 路 を 挟ん で 機能 的 に 接続 され て いる 場合 ) と 、A と B と が 直接 接続 され て いる 場合 
つま り 、A と B と の 間 に 別 の 素子 や 別 の 回 路 を 挟ま ず に 接続 され て いる 場合 ) と を 含む も 
の と する 。 つ まり 、 電気 的 に 接続 され て いる 、 と 明示 的 に 記載 する 場合 は 、 単 に 、 接 続 さ 
れ て いる 、 と の み ピ 明示 的 に 記載 され て いる 場合 と 同じ で ある と する 。 

【0031 

な お 、 本 発明 に お ける 表示 素子 、 表 示 素 子 を 有する 装置 で ある 表示 装置 、 発 光 素 子 、 発 
光 素 子 を 有する 装置 で ある 発光 装置 は 、 様 々 な 形態 を 用 いる こと が で き 、 ま た 、 様 々 な 素 
子 を 有する こと が 出来 る 。 例 えば 、 表 示 素 子 、 表 示 装 置 、 発 光 素 子 ま た は 発光 装置 と し て 
は 、EL (エレ クト ロ ル ミ ネッ セン ス ) 素子 (有機 物 及 び 無 機 物 を 含む EL 素子 、 有 機 E 
L 素子 、 無 機 EL 素子) 、 電 子 放 出 素子 、 液 晶 素子 、 電 子 イ ンク 、 電気 泳 動 素 子 、 グ レー 
ティ ング ライ トバ ルプ ブ (GLV) 、 プ ラズ マデ ィ ス プレ イ (PDP) 、 デ ジタル マイ クロ 
ミラ ー デ バイ ス ( DMD) 、 圧 電 セ ラミ ッ ク デ ィ ス プレ イ 、 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ 、 な ど 

CE コン トラ スト 、 輝度 、 反 射 率 、 透 過 率 な ど が 変化 する 表示 媒体 
を 用 いる こと が で きる 。 な お 、EL 素 子 を 用 いた 表示 装置 と し て は EL ディ スプ レイ 、 電 
ee 置 と し て は フィ ーー ルド エミ ッ シ ョ ン デ ィ ス プレ イイ (FED) や 
SED 方 式 平面 型 デ ィ ス プレ イ (SED: Surface-conduction EI 
ectron-emi tt er Disply) な ど 、 液 晶 素子 を 用 いた 表示 装置 と し て 
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は 液晶 ディ スプ レイ (透過 型 液晶 ディ スプ レイ 、 半 透過 型 液晶 ディ スプ レイ 、 反射 型 液晶 
ディ スプ レイ 、 直視 型 液晶 ディ スプ レイ 、 投射 型 液晶 ディ スプ レイ ) 、 電 子 イ ンク や 電気 
泳動 素子 を 用 いた 表示 装置 と し て は 電子 ペー パー が ある 。 

【0032】 

な お 、EL 素 子 と は 、 陽 極 と 、 陰 極 と 、 陽 極 と 陰極 と の 間 に 挟 まれ た EL 層 と を 有する 
素子 で ある 。 な お 、EL 層 と し て は 、1 重 項 励起 子 か ら の 発光 ( 蛍光) を 利用 する も の 、 
3 重 項 励起 子 か ら の 発光 ( 焼 光 ) を 利用 する も の 、1 重 項 励起 子 か ら の 発光 (蛍光 ) を 利 
用 する も の と 3 重 項 励起 子 か ら の 発光 ( 炎 光 ) を 利用 する も の と を 含む も の 、 有 機 物 に よ 
っ て 形成 され た も の 、 無 機 物 に よっ て 形成 され た も の 、 有 機 物 に よっ て 形成 され た も の と 
無機 物 に よっ て 形成 され た も の と を 含む も の 、 高 分 子 の 材料 、 低 分 子 の 材料 、 高 分 子 の 材 
料 と 低 分 子 の 材料 と を 含む も の な ど を 用 いる こと が で きる 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され ず 、 
EL 素子 と し て 様々 な も の を 用 いる こと が で きる 。 

【0033】 

な お 、 電子 放 出 素子 と は 、 先 鋭 な 陰極 に 高 電 界 を 集中 し て 電子 を 引き 出す 素子 で ある 。 例 
えば 、 電子 放出 素子 と し て 、 ス ピン ト 型 、 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ (CNT) 型 、 金属 一 絶 
縁 体 一 金属 を 積層 し た MI M( Met al -|lnsul ator-Metal ) 型 、 金 属 
一 絶縁 体 一 半導体 を 積層 し た MI S ( Met al -| nsul ator-Semicon 
duct or ) 型 、MOS 型 、 シ リコ ン 型 、 薄 膜 ダイ オー ド 型 、 ダ イヤ モン ド 型 、 表 面 伝 
導 エ ミッ タ SCD 型 、 な ど を 用 いる こと が で きる 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され ず 、 電子 放 出 
素子 と し て 様々 な も の を 用 いる こと が で きる 。 

【0034】 

な お 、 液 晶 素子 と は 、 液晶 の 光学 的 変調 作用 に よっ て 光 の 透過 また は 非 透過 を 制御 する 
素子 で あり 、 一対 の 電極 、 及 び 液 晶 に より 構成 され る 。 な お 、 液 晶 の 光学 的 変調 作用 は 、 
液晶 に か か る 電界 ( 横 方 向 の 電界 、 縦 方 向 の 電界 又は 斜め 方 向 の 電界 を 含む ) に よっ て 制 
御 さ れる 。 な お 、 液 晶 素子 と し て は 、 ネ マチ ッ ク 液 晶 、 コ レス テリ ッ ク 液 晶 、 ス メ ク チ ッ 
ク 液 晶 、 デ ィ ス コチ ッ ク 液 晶 、 サ ー モ トロ ピッ ク 液 晶 、 ラ イオ トロ ピッ ク 液 上 晶 、 リ オト ロ 
ピッ ク 液 晶 、 低 分 子 液晶 、 高 分 子 液晶 、 強 誘電 液晶 、 反 強 誘電 液晶 、 主 鎖 型 液晶 、 側 鎖 型 
高 分 子 液晶 、 プ ラズ マ ア ドレ ス 液 晶 ( PDLC) 、 バ ナナ 型 液晶 等 が 挙げ られ る 。 また 、 
液晶 の 駆動 方 式 と し て は 、TN(Twi sted Nematic) モー ド 、STN(S 
UP er Twi s t ed _ Nemati c) モー ド 、1I PS (ln-Pl ane- Sw 


i t chi ng) モー ド 、FFS(Fringe Fi el d Switching) モ 
ー ド 、MVA( Mul ti - domai n Ver t i ca l Al i gnment ) モ 
ー ド 、PVA(Patt e ned Verti cal Al i gnment ) モー ド 、 
ASV(Advanced Super Vi ew) モー ド 、ASM(Axial ly 
Symmetric al igned Micro-cel | ) モー ド 、OCB(Opt 
i c a Il Compensated Birefringence) モー ド 、ECB(E 
1 ectri cal ly Control | ed Birefringence) モー ド 
、FLC(Ferroel ectri cc Ligui gd Crystal ) モー ド 、AF 
LC( Anti Ferroel ectric Liquid Crystal ) モー ド 、 
PDLC(Pol ymer Di spersed Liquid Crystal ) モー 
ド 、 ゲ スト ホス トモ ー ド な ど を 用 いる こと が で きる 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され ず 、 液晶 素 


子 及 びそ の 駆動 方 式 と し て 様々 な も の を 用 いる こと が で きる 。 
【0035】 

な お 、 電子 ペー パー と し て は 、 光 学 異 方 性 と 染料 分 子 配向 の よう な 分 子 に より 表示 され 
る も の 、 電気 泳動 、 粒 子 移動 、 粒 子 回 転 、 相 変化 の よう な 粒子 に より 表示 され る も の 、 フ 
ィ ル ム の 一 端 が 移動 する こと に より 表示 され る も の 、 分 子 の 発色 / 相 変化 に より 表示 され 
る も の 、 分 子 の 光 吸 収 に より 表示 され る も の 、 電 子 と ホー ル が 結合 し て 自発 光 に より 表示 
され る も の な どの こと を いう 。 例え ば 、 電 子 ペ ー パ ー と し て 、 マ イク ロカ プ セ ル 型 電気 泳 
動 、 水 平 移動 型 電気 泳動 、 垂 直 移 動 型 電気 泳動 、 球 状 ツ イス ト ボ ー ル 、 磁 気 ツ イス ト ボ ー 
ル 、 円柱 ツイ スト ボー ル 方 式 、 帯 電 ト ナー、 電子 粉 流体 、 磁 気 泳動 型 、 磁 気 感熱 式 、 エ レ 
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クト ロウ ェ ッ テイ ング 、 光 散乱 (透明 白濁 変 化 ) 、 コ レス テリ ッ ク 液 晶 / 光 導電 
レス テリ ッ ク 液 晶 、 双 安定 性 ネ マ チッ ク 液 晶 、 強 誘電 性 液晶 、2 色 性 色素 ・ 液晶 
可動 フィ ルム 、 ロ イコ 染料 に よる 発 消 色 、 フ ォ ト クロ ミッ ク 、 エ レク トロ クロ ミ 
レク トロ デポ ポジション 、 フ レキ シブ ル 有 機 EL な ど を 用 いる こと が で きる 。 た だ し 、 こ 

に 限定 され ず 、 電 子 ペ ー パ ー と し て 様々 な も の を 用 いる こと が で きる 。 こ こ で 、 マ イク ロ 
カプ セル 型 電 気 泳動 を 用 いる こと に よっ て 、 電気 泳動 方 式 の 欠点 で ある 涼 動 粒子 の 海 集 、 
沈殿 を 解決 する こと が で きる 。 電子 粉 流体 は 、 高 速 応答 性 、 高 反射 率 、 広 視野 角 、 低 消費 
電力 、 メ モリ ー 性 な どの メリ ッ ト を 有する 。 

【0036】 

な お 、 プ ラズ マデ ィ ス プレ イ は 、 電 極 を 表面 に 形成 し た 基板 と 、 電 極 及 び 微 小 な 溝 を 表 
面 に 形成 し 且つ 溝 内 に 蛍光 体 層 を 形成 し た 基板 と を 狭い 間隔 で 対向 させ て 、 希 ガス を 封入 
し た 構造 を 有する 。 な お 、 電 極 問 に 電圧 を か ける こと に よっ て 紫外 線 を 発生 させ 、 蛍 光 体 
を 光ら せる こと で 、 表 示 を 行う こと が で きる 。 な お 、 プ ラズ ママ ディスプレイ と し て は 、D 
C 型 PDP、AC 型 PDP で も よい 。 こ こ で 、 プ ラズ マデ ィ スプ レイ パネ ル と し て は 、A 


層 、 コ 
散 


さ 冯 师 


SW(Address While Sustain) 駆 動 、 サ ブフ レー ム を リセ ッ ト 期 
間 、 ア ドレ ス 期 間 、 維 持 期 間 に 分 割 す る ADS(Agdgress Display Se 
parated) 駆 動 、CLEAR(High 一 Contrast , Low Ener 


9 y Addres s a n d Re ducti on of Fal se Cont ou 
r Seqguence) 駆 動 、ALIS(Al ternate Lighting o f 

Surfaces) 方 式 、TERES(Technol ogy of R e ci pr o 
c al Sustainer) 駆動 な ど を 用 いる こと が で きる 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され 
ず 、 プ ラズ マデ ィ ス プレ イ と し て 様々 な も の を 用 いる こと が で きる 。 
【0037】 

な お 、 光 源 を 必要 と する 表示 装置 、 例 えば 、 液晶 ディ スプ レイ (透過 型 液晶 ディ スプ レ 
イ 、 半 透過 型 液晶 ディ スプ レイ 、 反 射 型 液晶 ディ スプ レイ 、 直 視 型 液晶 ディ スプ レイ 、 投 
射 型 液 晶 デ ィ ス プレ イ ) 、 グ レー ティ ング ライ トバ ル ブ (GLV) を 用 いた 表示 装置 、 デ 
ジタル マイ クロ ミラ ー デ バイ ス (DMD) を 用 いた 表示 装置 な どの 光源 と し て は 、 エ レク 
トロ ルミ ネッ セン ス 、 冷 陰極 管 、 熱 陰極 管 、LED、 レ ー ザ ー 光 源 、 水 銀 ラ ンプ な ど を 用 
いる こと が で きる 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され ず 、 光 源 し て 様々 な も の を 用 いる こ 
る 。 

【0038】 

な お 、 ト ラン ジス タ と し て 、 様 々 な 形態 の トラ ンジ スタ を 用 いる こと が 出来 る 。 よ っ て 
用 いる トラ ンジ スタ の 種類 に 限定 は な い 。 例え ば 、 非 唱 質 シリ コン 、 多 結晶 シリ コン 
徹 結 晶 ( マイ クロ クリ スタ ル 、 セ ミア モル ファ ス と も 言う ) シリ コン な ど に 代表 され る 非 
PE RT NT TG ET 
を 用 いる 場合 、 様 々 な メリ ッ ト が ある 。 例 えば 、 単 結晶 シリ コン の 場 DO 
製造 で きる た め 、 製造 コス ト の 削減 、 又 は 製造 装置 の 大 型 化 を 図る こと が で * き る 。 製造 装 
置 を 大 きく で きる た め 、 大 型 基板 上 に 製造 で きる 。 そ の た め 、 同 時 に 多 A 
置 を 製造 で きる た め 、 低 コス ト で 製造 で きる 。 さ ら に 、 製 造 温度 が 低い た め 、 面 熱性 の 憶 
い 基 板 を 用 いる こと が で きる 。 そ の た め 、 透 明 基 板 ( 光 透過 性 を 有する 基板 ) 上 に トラ ン 
ジス タ を 製造 で きる 。 そ し て 、 該 基板 上 の トラ ンジ スタ を 用 いて 表示 素子 で の 光 の 透過 を 
制御 する こと が 出来 る 。、 あ る い は 、 ト ラン ジス タ の 膜 厚 が 薄い た め 、 ト ラン ジス タ を 構成 
する 膜 の 一 部 は 、 光 を 透 過 さ せる こと が 出来 る 。 その た め 、 開 口 率 を 向上 させ る こと が で 

きる 。 
【0039】 

な お 、 多 結晶 シリ コン を 製造 する と き に 、 触 媒 ( ニ ッ ケ ル な ど ) を 用 いる こと に より 、 
結晶 性 を さら に 向上 させ 、 電気 特性 の よい トラ ンジ スタ を 製造 する こと が 可能 と な る 。 そ 
の 結果 、 ゲ ー ト ドラ イ バ 回 路 (走査 線 駆動 回 路 ) や ソー ス ド ラ イ バ 回 路 ( 信 号線 駆動 回 路 
) 、 信 号 処理 回 路 ( 信号 生成 回 路 、 ガ ンマ 補正 回 路 、DA 変 換 回 路 な ど ) を 基板 上 に 一 体 
形成 する こと が 出来 る 。 
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【0040】 

な お 、 微 結晶 シリ コン を 製造 する と き に 、 触 媒 ( ニ ッ ケ ル な ど ) を 用 いる こと に より 、 
結晶 性 を さら に 向上 させ 、 電気 特性 の よい トラ ンジ スタ を 製造 する こと が 可能 と な る 。 こ 
の と き 、 レ ー ザ ー 照 射 を 行う こと な く 、 熱処理 を 加え る だ け で 、 結 晶 性 を 向上 させ る こと 
が で きる 。 そ の 結果 、 ソ ー ス ドラ イ バ 回 路 の 一 部 (アナ ログ スイ ッ チ な ど ) 及び ゲー トド 
ライ バ 回 路 ( 走査 線 駆動 回 路 ) を 基板 上 に 一 体形 成す る こと が 出来 る 。 さ ら に 、 結 晶 化 の 
た め に レー ザー 照射 を 行わ な い 場 合 は 、 シ リコ ン の 結晶 性 の ムラ を 抑え る こと が で きる 。 
その た め 、 画 質 の 向上 し た 画像 を 表示 する こと が 出来 る 。 

【0041】 

た だ し 、 触 媒 ( ニ ッ ケ ル な ど ) を 用 い ず に 、 多 結晶 シリ コン や 微 結晶 シリ コン を 製造 す 
る こと は 可能 で ある 。 

【0042】 

な お 、 シ リコ ン の 結晶 性 を 、 多 結晶 また は 微 結晶 な ど へ と 向上 させ る こと は 、 パ ネル 全 
体 で 行う こと が 望ま し い が 、 そ れ に 限定 され な い 。 パネ ル の 一 部 の 領域 の み に お いて 、 シ 
リコ ン の 結晶 性 を 向上 させ て も よい 。 選択 的 に 結晶 性 を 向上 させ る こと は 、 レ ー ザ ー 光 を 
選択 的 に 照射 する こと な ど に より 可能 で ある 。 例え ば 、 画 素 以 外 の 領域 で ある 周辺 回 路 領 
域 に の み 、 レ ー ザ ー 光 を 照射 し て も よい 。 ま た は 、 ゲ ー ト ドラ イ バ 回 路 、 ソ ー ス ドラ イ バ 
回 路 等 の 領域 に の み 、 レ ー ザ ー 光 を 照射 し て も よい 。 あ る い は 、 ソ ー ス ドラ イ バ 回 路 の 一 
部 ( 例え ば 、 ア ナ ロ グ スイ ッ チ ) の 領域 に の み 、 レ ー ザ ー 光 を 照射 し て も よい 。 そ の 結果 

回 路 を 高速 に 動作 させ る 必要 が ある 領域 に の み 、 シ リコ ン の 結晶 化 を 向上 させ る こと が 
で きる 。 画素 領域 は 、 高 速 に 動作 させ る 必要 性 が 低い た め 、 結 晶 性 が 向上 され な く て も 、 
問題 な く 画 素 回 路 を 動作 させ る こと が 出来 る 。 結晶 性 を 向上 させ る 領域 が 少な く て 済む た 
め 、 製 造 工程 も 短く する こと が 出来 、 ス ルー プッ ト が 向上 し 、 製 造 コ スト を 低減 させ る こ 
と が 出来 る 。 ま た 、 必 要 と され る 製造 装置 の 数 が 少な く な る た め 、 製造 コス ト を 低減 させ 
る こと が 出来 る 。 

【0043】 

また は 、 半 導体 基板 や SOI 基板 な ど を 用 いて トラ ンジ スタ を 形成 する こと が 出来 る 。 
これ ら に より 、 特 性 や サイ ズ や 形状 な どの バラ ツキ が 少な く 、 電流 供 給 能 力 が 高く 、 サ イ 
ズ の 小さ い ト ラン ジス タ を 製造 する こと が で きる 。 こ れ ら の トラ ンジ スタ を 用 いる と 、 回 
路 の 低 消費 電力 化 、 又 は 回 路 の 高 集積 化 を 図る こと が で きる 。 

【0044】 

また は 、 乙 nO、a-1|nGaZZnO、Si Ge、GaAs、| ZO、l TO、SnO 
な どの 化合 物 半導体 また は 酸化 物 半導体 を 有する トラ ンジ スタ や 、 さ ら に 、 こ れ ら の 化合 
半導体 また は 酸化 物 半 導体 を 薄膜 化し た 薄膜 トラ ンジ スタ な ど を 用 いる こと が 出来 る 。 
れ ら に より 、 製 造 温度 を 低く で き 、 例 えば 、 室 温 で トラ ンジ スタ を 製造 する こと が 可能 
な る 。 その 結果 、 耐 熱性 の 低い 基板 、 例 えば プラ スチ ッ ク 基 板 や フィ ルム 基板 に 直接 ト 
ンジ スタ を 形成 する こと が 出来 る 。 な お 、 こ れ ら の 化合 物 半導体 また は 酸化 物 半 導体 を 
トラ ンジ スタ の チャ ネル 部 分 に 用 いる だ け で な く 、 そ れ 以 外 の 用 途 で 用 いる こと も 出来 
る 。 例え ば 、 こ れ ら の 化合 物 半導体 また は 酸化 物 半 導体 を 抵抗 素子 、 画 素 電 極 、 透 明 電 極 
と し て 用 いる こと が で きる 。 さ ら に 、 そ れ ら を トラ ンジ スタ と 同時 に 成 膜 又は 形成 で きる 
た め 、 コ スト を 低減 で きる 
【0045】 


NN 


また は 、 イ ンク ジェ ッ ト や 印刷 法 を 用 いて 形成 し た トラ ンジ スタ な ど を 用 いる こと が 出 
来る 。 こ れ ら に より 、 室 温 で 製造 、 低 真空 度 で 製造 、 又 は 大 型 基 板 上 に 製造 する こと が で 


きる 。 マ スク (レチクル ) を 用 いな く て も 製造 する こと が 可能 と な る た め 、 ト ラン ジス タ 

の レイ アウ ト を 容易 に 変更 する こと が 出来 る 。 さらに 、 レ ジス ト を 用 いる 必要 が な い の で 
材料 費 が 安く な り 、 工 程 数 を 削減 で きる 。 さ ら に 、 必 要 な 部 分 に の み 膜 を 付け る た め 、 

全面 に 成 膜 し た 後 で エッ チン グ す る 、 と いう 製法 より も 、 材 料 が 無駄 に な ら ず 、 低 コス ト 
に で きる 。 

【0046】 
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また は 、 有 機 半 導体 や カー ボン ナノ チュ ー ブ を 有する トラ ンジ スタ 等 を 用 いる こと が で 
きる 。 こ れ ら に より 、 曲 げ る こと が 可能 な 基板 上 に トラ ンジ スタ を 形成 する こと が 出来 る 
。 そ の た め 、 有 機 半導体 や カー ボン ナノ チュ ー ブ を 有する トラ ンジ スタ な ど を 用 いた 装置 
は 衝撃 に 強く で きる 。 

【0047】 

さら に 、 様 々 な 構造 の トラ ンジ スタ を 用 いる こと が で きる 。 例 えば 、MOS 型 トラ ンジ 
スタ 、 接 合 型 ト ラン ジス タ 、 バ イ ポ ー ラ トラ ンジ スタ な ど を トラ ンジ スタ と し て 用 いる こ 
と が 出来 る 。 MOS 型 トラ ンジ スタ を 用 いる こと に より 、 ト ラン ジス タ の サイ ズ を 小さ く 
する こと が 出来 る 。 よ っ て 、 多 数 の トラ ンジ スタ を 搭載 する こと が で きる 。 バ イ ポ ー ラ ト 
ラン ジス タ を 用 いる こと に より 、 大 き な 電 流 を 流す こと が 出来 る 。 よ っ て 、 高 速 に 回 路 を 
動作 させ る こと が で きる 。 

【0048】 

な お 、MOS 型 トラ ンジ スタ 、 バ イ ポ ー ラ トラ ンジ スタ な ど を 1 つの 基板 に 混在 させ て 
形成 し て も よい 。 こ れ に より 、 低 消費 電力 、 小 型 化 、 高 速 動作 な ど を 実現 する こと が 出来 
る 。 

【0049】 

その 他 、 様 々 な トラ ンジ スタ を 用 いる こと が で きる 。 
【0050】 

な お 、 ト ラン ジス タ は 、 様 々 な 基板 を 用 いて 形成 する こと が 出来 る 。 基 板 の 種 類 は 、 特 
定 の も の に 限定 され る こと は な い 。 ト ラン ジス タ が 形成 され る 基板 と し て は 、 例 えば 、 単 
結晶 基板 、SOI 基板 、 ガ ラス 基板 、 石 英 基板 、 プ ラス チッ クラ 基板 、 紙 基板 、 セ ロフ ァ ン 
基板 、 石 材 基板 、 木 材 基板 、 布 基板 ( 天然 繊維 ( 絹 、 綿 、 麻 ) 、 合 成 織 維 (ナイ ロン 、 ポ 
リウ レタ ン 、 ポ リエ ステ ル ) 若しくは 再生 繊維 (アセ テー ト 、 キ ュ プ ラ 、 レ ー ヨ ン 、 再生 
ポリ エス テル ) な ど を 含む ) 、 上 革 基板 、 ゴ ム 基 板 、 ス テン レス ・ ス チル 基板 、 ス テン レ 
ス ・ ス チル ・ ホ イル を 有する 基板 な ど を 用 いる こと が 出来 る 。 あ る い は 、 人 な どの 動物 の 
皮膚 ( 表皮、 真皮) 又は 皮下 組織 を 基板 と し て 用 いて も よい 。 ま た は 、 あ る 基板 を 用 いて 
トラ ンジ スタ を 形成 し 、 そ の 後 、 別 の 基板 に トラ ンジ スタ を 転 置 し 、 別 の 基板 上 に トラ ン 
ジス タ を 配置 し て も よい 。 ト ラン ジス タ が 転 置 さ れる 基板 と し て は 、 単 結晶 基板 、SOI 
基板 、 ガ ラス 基板 、 石 英 基板 、 プ ラス チッ クラ 基板 、 紙 基板 、 セ ロフ ァ ン 基板 、 石 材 基 板 、 

木材 基板 、 布 基板 (天然 繊維 ( 絹 、 綿 、 麻 ) 、 合 成 織 維 (ナイ ロン 、 ポ リウ レタ ン 、 ポ 
リエ ステ ル ) 若しくは 再生 繊維 ( アセ テー ト 、 キ ュ プ ラ 、 レ ー ヨ ン 、 再 生 ポ ボリ エス テル ) 
な ど を 含む ) 、 皮革 基 板 、 ゴ ム 基 板 、 ス テン レス ・ ス チル 基板 、 ス テン レス ・ ス チル ・ ホ 
イル を 有する 基板 な ど を 用 いる こと が で きる 。 あ る い は 、 人 な どの 動物 の 皮膚 (表皮 、 真 
皮 ) 又は 皮下 組織 を 基板 と し て 用 いて も よい 。 ま た は 、 あ る 基板 を 用 いて トラ ンジ スタ を 
形成 し 、 そ の 基板 を 研磨 し て 薄く し て も よい 。 研磨 され る 基板 と し て は 、 単 結晶 基板 、S 
Ol 基板 、 ガ ラス 基板 、 石 英 基板 、 プ ラス チッ ク 基 板 、 紙 基板 、 セ ロフ ァ ン 基板 、 石 材 基 
板 、 木 材 基 板 、 布 基板 (天然 繊維 ( 絹 、 綿 、 麻 ) 、 合 成 織 維 (ナイ ロン 、 ポ リウ レタ ン 、 
ポリ エス テル ) 若しくは 再生 繊維 ( アセ テー ト 、 キ ュ プ ラ 、 レ ー ヨ ン 、 再 生 ポ リエ ステ ル 
) な ど を 含む ) 、 上 革 基 板 、 ゴ ム 基 板 、 ス テン レス ・ ス チル 基板 、 ス テン レス ・ ス チル ・ 
ホイ ル を 有する 基板 な ど を 用 いる こと が で きる 。 あ る い は 、 人 な どの 動物 の 皮膚 (表皮 上 、 
真皮 ) 又は 皮下 組織 を 基板 と し て 用 いて も よい 。 こ れ ら の 基板 を 用 いる こと に より 、 特 性 
の よい トラ ンジ スタ の 形成 、 消 費 電力 の 小さ い ト ラン ジス タ の 形成 、 壊 れ に くい 装置 の 製 
造 、 耐 熱性 の 付与 、 軽 量化 、 又 は 薄型 化 を 図る こと が で きる 。 

【0051】 

な お 、 ト ラン ジス タ の 構成 は 、 様 々 な 形態 を と る こと が で き 、 特定 の 構成 に 限定 され な 
い 。 例え ば 、 ゲ ー ト 電極 が 2 個 以 上 の マル チゲ ー ト 構造 を 適用 する こと が で きる 。 マ ル チ 
ゲー ト 構造 に する と 、 チ ャ ネル 領域 が 直列 に 接続 され る た め 、 複 数 の トラ ンジ スタ が 直列 
に 接続 され た 構成 と な る 。 マル チゲ ー ト 構造 に より 、 オ フ 電 流 の 低減 、 ト ラン ジス タ の 耐 
圧 向上 に よる 信頼 性 の 向上 を 図る こと が で きる 。 あ る い は 、 マ ル チ ゲ ー ト 構造 に より 、 和 人 
和 領 域 で 動作 する 時 に 、 ド レイ ン ・ ソ ー ス 間 電 圧 が 変化 し て も 、 ド レイ ン ・ ソ ー ス 間 電 流 
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が あま り 変 化 せ ず 、 傾 き が フラ ッ ト で ある 電圧 ・ 電流 特 性 に する こと が で きる 。 傾き が フ 
ラッ ト で ある 電圧 ・ 電流 特 性 を 利用 する と 、 理想 的 な 電流 源 回 路 や 、 非 常に 高い 抵抗 値 を 
も つ 能 動 負 荷 を 実現 する こと が 出来 る 。 そ の 結果 、 特 性 の よい 差 動 回 路 や カレ ント ミラ ー 
回 路 を 実現 する こと が 出来 る 。 

【0052】 

別 の 例 と し て 、 チ ャ ネル の 上 下 に ゲー ト 電極 が 配置 され て いる 構造 を 適用 する こと が で 
きる 。 チ ャ ネル の 上 下 に ゲー ト 電 極 が 配置 され て いる 構造 に する こと に より 、 チ ャ ネル 領 
域 が 増え る た め 、 電流 値 の 増加 、 又 は 空乏 層 が で き や す く な る こと に よる S 値 の 低減 を 図 
る こと が で きる 。 チ ャ ネル の 上 下 に ゲー ト 電 極 が 配置 され る 構成 に する こと に より 、 複数 
の トラ ンジ スタ が 並列 に 接続 され た よう な 構成 と な る 。 

【0053】 

チャ ネル 領域 の 上 に ゲー ト 電 極 が 配置 され て いる 構造 、 チ ャ ネル 領域 の 下 に ゲー ト 電極 
が 配置 され て いる 構造 、 正 スタ ガ 構 造 、 逆 スタ ガ 構 造 、 チ ャ ネル 領域 を 複数 の 領域 に 分 け 
た 構造 、 チ ャ ネル 領域 を 並列 に 接続 し た 構造 、 ま た は チャ ネル 領域 が 直列 に 接続 する 構成 
も 適用 で きる 。 さ ら に 、 チ ャ ネル 領域 (も し く は その 一 部 ) に ソー ス 電 極 や ドレ イン 電極 
が 重なっ て いる 構造 も 適用 で きる 。 チ ャ ネル 領域 (も し く は その 一 部 ) に ソー ス 電 極 や ド 
レイ ン 電 極 が 重なる 構造 に する こと に よっ て 、 チ ャ ネル 領域 の 一 部 に 電荷 が 溜まる こと に 
より 動作 が 不安 定 に な る こと を 防ぐ こと が で きる 。 あ る い は 、LDD 領 域 を 設け て も よい 
。LDD 領 域 を 設け る こと に より 、 オ フ 電 流 の 低減 、 又 は トラ ンジ スタ の 耐圧 向上 に よる 
信頼 性 の 向上 を 図る こと が で きる 。 あるいは 、L DD 領域 を 設け る こと に より 、 人 飽和 領域 
で 動作 する 時 に 、 ド レイ ン ・ ソ ー ス 間 電 圧 が 変化 し て も 、 ド レイ ン ・ ソ ー ス 間 電 流 が あま 
り 変 化 せ ず 、 傾 き が フラ ッ ト で ある 電圧 ・ 電流 特 性 に する こと が で きる 。 

【0054】 

な お 、 ト ラン ジス タ は 、 様 々 な タイ プ を 用 いる こと が で き 、 様 々 な 基板 を 用 いて 形成 さ 
せる こと が で きる 。 し た が っ て 、 所 定 の 機能 を 実現 させ る た め に 必要 な 回 路 の 全て が 、 同 
ー の 基板 に 形成 する こと も 可能 で ある 。 例え ば 、 所 定 の 機能 を 実現 させ る た め に 必要 な 回 
路 の 全て が 、 ガ ラス 基板 、 プ ラス チッ クラ 基板 、 単 結晶 基板 、 ま た は SOI 基板 な どの 様々 
な 基板 を 用 いて 形成 する こと も 可能 で ある 。 所 定 の 機能 を 実現 させ る た め に 必要 な 回 路 の 
全て が 同じ 基板 を 用 いて 形成 され て いる こと に より 、 部 品 点数 の 削減 に よる コス ト の 低減 

又は 回 路 部 品 と の 接続 点数 の 低減 に よる 信頼 性 の 向上 を 図る こと が で きる 。 あ る い は 、 
所 定 の 機能 を 実現 させ る た め に 必要 な 回 路 の 一 部 が 、 あ る 基板 に 形成 され 、 所 定 の 機能 を 
実現 させ る た め に 必要 な 回 路 の 別 の 一 部 が 、 別 の 基板 に 形成 され て いる こと も 可能 で ある 
。 つま り 、 所 定 の 機能 を 実現 させ る た め に 必要 な 回 路 の 全て が 同じ 基板 を 用 いて 形成 され 
て いな く て も よい 。 例え ば 、 所 定 の 機能 を 実現 させ る た め に 必要 な 回 路 の 一 部 は 、 ガ ラス 
基板 上 に トラ ンジ スタ に より 形成 され 、 所 定 の 機能 を 実現 させ る た め に 必要 な 回 路 の 別 の 
ーー 部 は 、 単 結晶 基板 に 形成 され 、 単 結晶 基板 を 用 いて 形成 され た トラ ンジ スタ で 構成 され 
た | C チ ッ プ を COG(Chi p On Glass) で ガラ ス 基 板 に 接続 し て 、 ガ ラス 
基板 上 に その | C チ ッ プ を 配置 する こと も 可能 で ある 。 あ る い は 、 そ の | C チ ッ プ を TA 
B ( Tape Automated Bonding) や プリ ント 基板 を 用 いて ガラ ス 基 
板 と 接続 する こと も 可能 で ある 。 こ の よう に 、 回 路 の 一 部 が 同じ 基板 に 形成 され て いる こ 
と に より 、 部 品 点 数 の 削減 に よる コス ト の 低減 、 又 は 回 路 部 品 と の 接続 点数 の 低減 に よる 
信頼 性 の 向上 を 図る こと が で きる 。 あ る い は 、 駆 動 電 圧 が 高い 部 分 及び 駆動 周波 数 が 高い 
部 分 の 回 路 は 、 消費 電力 が 大 きく な っ て し まう の で 、 そ の よう な 部 分 の 回 路 は 同じ 基板 に 
形成 せ ず 、 そ の か わり に 、 例 えば 、 単 結晶 基板 に その 部 分 の 回 路 を 形成 し て 、 そ の 回 路 で 
構成 され た | C チ ッ プ を 用 いる よう に すれ ば 、 消 費 電 力 の 増加 を 防ぐ こと が で きる 。 
【0055】 

な お 、 一 画素 と は 、 明 る さ を 制 御 で きる 要素 一 つ 分 を 示す も の と する 。 よ っ て 、 一 例 と 
し て は 、 一 画素 と は 、 一 つの 色 要 素 を 示す も の と し 、 そ の 色 要 素 一 つ で 明る さ を 表 現す る 
。 従っ て 、 そ の と き は 、R( 赤 ) G( 緑 ) B( 青 ) の 色 要 素 か ら な る カラ ー 表 示 装 置 の 場 
合 に は 、 画像 の 最小 単位 は 、R の 画素 と G の 画素 と B の 画素 と の 三 画素 か ら 構 成 さ れる も 
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の と する 。 な お 、 色 要素 は 、 三 色 に 限定 され ず 、 三 色 以 上 を 用 いて も 良い し 、RGB 以 外 
の 色 を 用 いて も 良い 。 例 えば 、 白 色 を 加え て 、RGBW( W は 白 ) と し て も 可能 で ある 。 
ある い は 、RGB に 、 例 えば 、 イ エロ ー、 シ アン 、 マ ゼン タ 、 エ メラ ルド グリ ー ン 、 朱 色 
な ど を 一 色 以 上 追加 カ す る こと も 可能 で ある 。 あ る い は 、 例 えば 、RGB の 中 の 少な く と も 
一 色 に 類似 し た 色 を 、RGB に 追加 する こと も 可能 で ある 。 例 えば 、R、G、B1、B2 
と し て も よい 。B1 と B2 と は 、 ど ちら も 青色 で ある が 、 少 し 周波 数 が 異な っ て いる 。 同 
様 に 、R 1 、R2、G、B と する こと も 可能 で ある 。 こ の よう な 人 色 要 素 を 用 いる こと に よ 
り 、 よ り 実 物 に 近い 表示 を 行う こと が で きる 。 こ の よう な 色 要 素 を 用 いる こと に より 、 消 
費 電力 を 低減 する こと が 出来 る 。 別 の 例 と し て は 、 一 つの 色 要 素 に つい て 、 複 数 の 領域 を 
用 いて 明る さ を 制 御 す る 場合 は 、 そ の 領域 一 つ 分 を 一 画素 と する こと も 可能 で ある 。 よ っ 
て 、 一 例 と し て 、 面 積 階 調 を 行う 場合 また は 副 画 素 ( サブ 画素 ) を 有 し て いる 場合 、 一 つ 
の 色 要 素 に つき 、 明 る さ を 制 御 す る 領域 が 複数 あり 、 そ の 全体 で 階 調 を 表現 する が 、 ピ 明る 
さ を 制 御 す る 領域 の ー つ 分 を 一 画素 と する こと も 可能 で ある 。 よ っ て 、 そ の 場合 は 、 一 つ 
の 色 要 素 は 、 複 数 の 画素 で 構成 され る こと と な る 。 あ る い は 、 明 る さ を 制 御 す る 領域 が 一 
つの 色 要 素 の 中 に 複数 あっ て も 、 そ れ ら を まとめ て 、 一 つの 色 要 素 を 1 画素 と し て も よい 
。 よ っ て 、 そ の 場合 は 、 一 つの 色 要 素 は 、 一 つの 画素 で 構成 され る こと と な る 。 あ る い は 

ー つ の 色 要 素 に つい て 、 複数 の 領域 を 用 いて 明る さ を 制 御 す る 場合 、 画 素 に よっ て 、 表 
示 に 寄与 する 領域 の 大 き さ が 異な っ て いる 場合 が ある 。 あ る い は 、 一 つの 色 要 素 に つき 複 
数 ある 、 明 る さ を 制 御 する 領域 に お いて 、 各 々 に 供給 する 信号 を 僅か に 異な ら せ る よう に 
し て 、 視 野人 角 を 広げ る よう に し て も よい 。 つ まり 、 一 つの 色 要 素 に つい て 、 複数 個 あ る 領 
域 が 各々 有する 画素 電極 の 電位 が 、 各 々 異な っ て いる こと も 可能 で ある 。 そ の 結果 、 液 晶 
分 子 に 加わ る 電圧 が 各 画 素 電極 に よっ て 各々 異な る 。 よ っ て 、 視 野 角 を 広く する こと が 出 
来る 。 

【0056】 

な お 、 一 画素 ( 三 色 分 ) と 明示 的 に 記載 する 場合 は 、R と G と B の 三 画素 分 を 一 画素 と 
考え る 場合 で ある と する 。 一 画素 ( 一 色 分 ) と 明示 的 に 記載 する 場合 は 、 一 つの 色 要 素 に 
つき 、 複 数 の 領域 が ある 場合 、 そ れ ら を まとめ て 一 画素 と 考え る 場合 で ある と する 。 
【0057】 

な お 、 画 素 は 、 マ トリ クス 状 に 配置 (配列 ) され て いる 場合 が ある 。 こ こ で 、 画 素 が マ 
トリ クス に 配置 (配列 ) され て いる と は 、 縦 方 向 も し く は 横 方 向 に お いて 、 画 素 が 直線 上 
に 並ん で 配置 され て いる 場合 、 又 は ギザ ギザ な 線上 に 配置 され て いる 場合 を 含む 、 よ っ て 

例え ば 三 色 の 色 要 素 ( 例え ば RGB) で フル カラ ー 表 示 を 行う 場合 に 、 ス トラ イブ 配置 
され て いる 場合 、 又 は 三 つ の 色 要 素 の ドッ ト が デル タ 配 置 さ れ て いる 場合 も 含む さら に 

ベイ ヤー 配置 され て いる 場合 も 含む 。 な お 、 色 要素 は 、 三 色 に 限定 され ず 、 そ れ 以 上 で 
も よく 、 例 えば 、RGBW(W は 白 ) 、 又 は RGB に 、 イ エロ ー、 シ アン 、 マ ゼン タタ など 
を 一 色 以 上 追加 し た も の な ど が ある 。 な お 、 色 要素 の ドッ ト 毎 に その 表示 領域 の 大 き さ か 
異な っ て いて も よい 。 こ れ に より 、 低 消費 電力 化 、 又 は 表示 素子 の 長寿 命 化 を 図る こと が 
で きる 。 

【0058】 

な お 、 画 素 に 能動 素子 を 有する アク ティ ブ マ トリ クス 方 式 、 ま た は 、 画 素 に 能動 素子 を 
有 し かない パッ シブ マト リク ス 方 式 を 用 いる こと が 出来 る 。 

【0059】 

アク ティ ブ マ トリ クス 方 式 で は 、 能 動 素 子 ( アク ティ ブ 素 子 、 非 線形 素子 ) と し て 、 ト 
ラン ジス タ だ け で な く 、 さ ま ざ ま な 能動 素子 ( アク ティ ブ 素 子 、 非 線形 素子 ) を 用 いる こ 
と が 出来 る 。 例 えば 、MI M( Me t al 1 n sul at or Metal ) や TFD 
(Thi n Fi |l m Diode) な ど を 用 いる こと も 可能 で ある 。 こ れ ら の 素子 は 、 
站 製造 コス ト の 低減 、 又 は 歩留まり の 向上 を 図る こと が で きる 。 さ 

ら に 、 素 子 の サイ ズ が 小さ いた め 、 開 口 率 を 向上 させ る こと が で き 、 低 消費 電力 化 や 高 輝 
度 化 を は か る こと が 出来 る 。 

【0060】 
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な お 、 ア クティ ブ マ トリ クス 方 式 以 外 の も の と し て 、 能 動 素 子 ( ア クティ ブ 素 子 、 非 線 
形 素子 ) を 用 いな い パ ッ シ ブ マト リク ス 型 を 用 いる こと も 可能 で ある 。 能動 素子 ( アク テ 
ィ ブ 素子 、 非 線形 素子 ) を 用 いな いた め 、 製 造 工程 が 少な く 、 製 造 コ スト の 低減 、 又 は 歩 
留まり の 向上 を 図る こと が で きる 。 能動 素 子 ( アク ティ ブ 素 子 、 非 線形 素子 ) を 用 いな い 
た め 、 開 口 率 を 向上 させ る こと が で き 、 低 消費 電力 化 や 高 輝度 化 を は か る こと が 出来 る 。 
【0061】 

な お 、 ト ラン ジス タ と は 、 ゲ ー ト と 、 ド レイ ン と 、 ソ ー ス と を 含む 少な く と も 三 つ の 問 
子 を 有する 素子 で あり 、 ド レイ ン 領 域 と ソー ス 領 域 の 間 に チ ャ ネル 領域 を 有 し て お り 、 ド 
レイ ン 領 域 と チャ ネル 領域 と ソー ス 領 域 と を 介し て 電流 を 流す こと が 出来 る 。 ここ で 、 ソ 
ー ス と ドレ イン と は 、 ト ラン ジス タ の 構造 や 動作 条件 等 に よっ て 変わ る た め 、 い ずれ が ソ 
ー ス また は ドレ イン で ある か を 限定 する こと が 困難 で ある 。 そ こ で 、 本 書類 ( 明細 書 、 特 
許 請求 の 範囲 又は 図面 な ど ) に お いて は 、 ソ ー ス 及び ドレ イン と し て 機能 する 領域 を 、 ソ 
ー ス も し く は ドレ イン と 呼ば な い 場 合 が ある 。 その 場合 、 一 例 と し て は 、 そ れ ぞ れ を 第 1 
端子 、 第 2 端子 と 表記 する 場合 が ある 。 あ る い は 、 そ れ ぞ れ を 第 1 の 電極 、 第 2 の 電極 と 
表記 する 場合 が ある 。 あ る い は 、 ソ ー ス 領域 、 ド レイ ン 領 域 と 表記 する 場合 が ある 。 
【0062】 

な お 、 ト ラン ジス タ は 、 ベ ー ス と エミ ッ タ と コレ クタ と を 含む 少な く と も 三 つ の 端子 を 
有する 素子 で あっ て も よい 。 こ の 場合 も 同様 に 、 エ ミッ タ と コレ クタ と を 、 第 1 端子 、 第 
2 端子 と 表記 する 場合 が ある 。 

【0063】 

な お 、 ゲ ー ト と は 、 ゲ ー ト 電極 と ゲー ト 配 線 ( ゲー ト 線 、 ゲ ー ト 信号 線 、 走 査 線 、 走 査 
信号 線 等 と も 言う ) と を 含ん だ 全体 、 も し く は 、 そ れ ら の 一 部 の こと を 言う 。 ゲ ー ト 電極 
と は 、 チ ャ ネル 領域 を 形成 する 半導体 と 、 ゲ ー ト 絶縁 膜 を 介し て オー バー ラッ プ し て いる 
部 分 の 導電 膜 の こと を 言う 。 な お 、 ゲ ー ト 電極 の 一 部 は 、LDD(Lightly Do 
p ed Drain) 領 域 ま た は ソー ス 領 域 ( ま た は ドレ イン 領域 ) と 、 ゲ ー ト 絶縁 膜 を 
介し て オー バー ラッ プ し て いる 場合 も ある 。 ゲ ー ト 配線 と は 、 各 トラ ンジ スタ の ゲー ト 電 
極 の 間 を 接続 する た め の 配 線 、 各 画素 の 有 有 j す る ゲー ト 電 極 の 間 を 接続 する た め の 配 線 、 又 
は ゲー ト 電極 と 別 の 配線 と を 接続 する た め の 配 線 の こと を 言う 。 

【0064】 

た だ し 、 ゲ ー ト 電極 と し て も 機能 し 、 ゲ ー ト 配線 と し て も 機能 する よう な 部 分 ( 領域 、 
導電 膜 、 配 線 な ど ) も 存在 する 。 そ の よう な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) は 、 ゲ ー ト 
電極 と 呼ん で も 良い し 、 ゲ ー ト 配線 と 呼ん で も 良い 。 つ まり 、 ゲ ー ト 電極 と ゲー ト 配線 と 
が 、 明 確 に 区 別 で き な い よう な 領域 も 存在 する 。 例え ば 、 延 伸 し て 配置 され て いる ゲー ト 
配線 の 一 部 と チャ ネル 領域 が オー バー ラッ プ し て いる 場合 、 そ の 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 
線 な ど ) は ゲー ト 配線 と し て 機能 し て いる が 、 ゲ ー ト 電極 と し て も 機能 し て いる こと に な 
る 。 よ っ て 、 そ の よう な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) は 、 ゲ ー ト 電極 と 呼ん で も 良い 
し 、 ゲ ー ト 配線 と 呼ん で も 良い 。 

【0065】 

な お 、 ゲ ー ト 電極 と 同じ 材料 で 形成 され 、 ゲ ー ト 電極 と 同じ 島 ( ア イラ ンド ) を 形成 し 
て つなが っ て いる 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) も 、 ゲ ー ト 電極 と 呼ん で も 良い 。 同様 
に 、 ゲ ー ト 配線 と 同じ 材料 で 形成 され 、 ゲ ー ト 配線 と 同じ 島 ( ア イラ ンド ) を 形成 し て つ 
な が っ て いる 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) も 、 ゲ ー ト 配線 と 呼ん で も 良い 。 こ の よう 
な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) は 、 厳 密 な 意味 で は 、 チ ャ ネル 領域 と オー バー ラッ プ 
し て いな い 場 合 、 又 は 別 の ゲー ト 電極 と 接続 させ る 機能 を 有 し て いな い 場 合 が ある 。 し か 
し 、 製 造 時 の 仕様 な どの 関係 で 、 ゲ ー ト 電極 また は ゲー ト 配 線 と 同じ 材料 で 形成 され 、 ゲ 
ー ト 電極 また は ゲー ト 配 線 と 同じ 島 ( アイ ラン ド ) を 形成 し て つなが っ て いる 部 分 (領域 

導電 膜 、 配 線 な む な ど ) が ある 。 よ っ て 、 そ の よう な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) も ゲ 
ー ト 電極 また は ゲー ト 配 線 と 呼ん で も 良い 。 

【0066】 

な お 、 例 えば 、 マ ル チ ゲ ー ト の トラ ンジ スタ に お いて 、1 つの ゲー ト 電極 と 、 別 の ゲー 
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ト 電極 と は 、 ゲ ー ト 電極 と 同じ 材料 で 形成 され た 導電 膜 で 接続 され る 場合 が 多い 。 そ の よ 
うな 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) は 、 ゲ ー ト 電極 と ゲー ト 電極 と を 接続 させ る た め の 
部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) で ある た め 、 ゲ ー ト 配線 と 呼ん で も 良い が 、 マ ル チ ゲ ー 
ト の トラ ンジ スタ を 1 つの トラ ンジ スタ と 見 な すこ と も 出来 る た め 、 ゲ ー ト 電極 と 呼ん で 
も 良い 。 つ まり 、 ゲ ー ト 電極 また は ゲー ト 配 線 と 同じ 材料 で 形成 され 、 ゲ ー ト 電極 また は 
ゲー ト 配 線 と 同じ 島 ( アイ ラン ド ) を 形成 し て つなが っ て いる 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 
な ど ) は 、 ゲ ー ト 電極 や ゲー ト 配 線 と 呼ん で も 良い 。 さらに 、 例 えば 、 ゲ ー ト 電極 と ゲー 
ト 配線 と を 接続 させ て いる 部 分 の 導電 膜 で あっ て 、 ゲ ー ト 電極 また は ゲー トト 配線 と は 異な 
る 材料 で 形成 され た 導電 膜 も 、 ゲ ー ト 電極 と 呼ん で も 良い し 、 ゲ ー ト 配線 と 呼ん で も 良い 
【0067】 

な お 、 ゲ ー ト 端子 と は 、 ゲ ー ト 電極 の 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) また は 、 ゲ ー ト 
電極 と 電気 的 に 接続 され て いる 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) に つい て 、 そ の 一 部 分 の 
こと を 
PO.8 8 

な お 、 あ る 配線 を ゲー ト 配線 、 ゲ ー ト 線 、 ゲ ー ト 信号 線 、 走 査 線 、 走 査 信号 線 な ど と 呼 
ぶ 場 合 、 配 線 に トラ ンジ スタ の ゲー ト が 接続 され て いな い 場 合 も ある 。 こ の 場合 、 ゲ ー ト 
配線 、 ゲ ー ト 線 、 ゲ ー ト 信号 線 、 走 査 線 、 走 査 信号 線 は 、 ト ラン ジス タ の ゲー ト と 同じ 層 
で 形成 され た 配線 、 ト ラン ジス タ の ゲー ト と 同じ 材料 で 形成 され た 配線 また は トラ ンジ ス 
タ の ゲー ト と 同時 に 成 膜 され た 配線 を 意味 し て いる 場合 が ある 。 例 と し て は 、 保 持 容量 用 
配線 、 電源 線 、 基 準 電 位 供給 配線 な ど が ある 。 

【0069】 

な お 、 ソ ー ス と は 、 ソ ー ス 領域 と ソー ス 電 極 と ソー ス 配 線 ( ソー ス 線 、 ソ ー ス 信号 線 、 
ー タ 線 、 デ ー タ 信号 線 等 と も 言う ) と を 含ん だ 全体 、 も し く は 、 そ れ ら の 一 部 の こと を 
う 。 ソ ー ス 領域 と は 、P 型 不純 物 ( ボロ ン や ガリ ウム な ど ) や N 型 不純 物 ( リン や ヒ素 
ど ) が 多く 含ま れる 半導体 領域 の こと を 言う 。 従っ て 、 少 し だ け P 型 不純 物 や N 型 不純 
が 含ま れる 領域 、 い わ ゆ る 、LDD(Li ghtly Doped Drain) 領 域 
ソー ス 領 域 に は 含ま れ な い 。 ソ ー ス 電極 と は 、 ソ ー ス 領域 と は 別 の 材料 で 形成 され 、 
ー ス 領域 と 電気 的 に 接続 され て 配置 され て いる 部 分 の 導電 層 の こと を 言う 。 た だ し 、 ソ 
ー ス 電極 は 、 ソ ー ス 領域 も 含ん で ソー スス 電極 と 呼ぶ こと も ある 。 ソ ー ス 配線 と は 、 各 トラ 
ンジ スタ の ソー ス 電 極 の 間 を 接続 する た め の 配 線 、 各 画素 の 有する ソー ス 電 極 の 間 を 接続 
する た め の 配 線 、 又 は ソー ス 電 極 と 別 の 配線 と を 接続 する た め の 配 線 の こと を 言う 。 
【0070】 

し か し な が ら 、 ソ ー ス 電極 と し て も 機能 し 、 ソ ー ス 配線 と し て も 機能 する よう な 部 分 ( 
領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) も 存在 する 。 そ の よう な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) は 、 
ソー ス 電 極 と 呼ん で も 良い し 、 ソ ー ス 配線 と 呼ん で も 良い 。 つ まり 、 ソ ー ス 電極 と ソー ス 
配線 と が 、 明 確 に 区 別 で き な い よう な 領域 も 存在 する 。 例 えば 、 延 伸 し て 配置 され て いる 
ソー ス 配 線 の 一 部 と ソー ス 領 域 と が オー バー ラッ プ し て いる 場合 、 そ の 部 分 (領域 、 導 電 
膜 、 配 線 な ど ) は ソー ス 配 線 と し て 機能 し て いる が 、 ソ ー ス 電極 と し て も 機能 し て いる こ 
と に な る 。 よ っ て 、 そ の よう な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) は 、 ソ ー ス 電極 と 呼ん で 
も 良い し 、 ソ ー ス 配線 と 呼ん で も 良い 。 

【0071】 

な お 、 ソ ー ス 電極 と 同じ 材料 で 形成 され 、 ソ ー ス 電極 と 同じ 島 ( アイ ラン ド ) を 形成 し 
て つなが っ て いる 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) や 、 ソ ー ス 電極 と ソー ス 電 極 と を 接続 
する 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) も 、 ソ ー ス 電極 と 呼ん で も 良い 。 さ ら に 、 ソ ー ス 領 
域 と オー バー ラッ プ し て いる 部 分 も 、 ソ ー ス 電極 と 呼ん で も 良い 。 同様 に 、 ソ ー ス 配線 と 
同じ 材料 で 形成 され 、 ソ ー ス 配線 と 同じ 島 ( アイランド) を 形成 し て つなが っ て いる 領域 
も 、 ソ ー ス 配線 と 呼ん で も 良い 。 こ の よう な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) は 、 厳密 な 
意味 で は 、 別 の ソー ス 電 極 と 接続 させ る 機能 を 有 し て いな い 場 合 が ある 。 し か し 、 製 造 時 
の 仕様 な どの 関係 で 、 ソ ー ス 電極 また は ソー ス 配 線 と 同じ 材料 で 形成 され 、 ソ ー ス 電極 ま 
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た は ソー ス 配 線 と つなが っ て いる 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な ど ) が ある 。 よ っ て 、 そ の 
よう な 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な む ど ) も ソー ス 電 極 ま た は ソー ス 配 線 と 呼ん で も 良い 。 
【0072】 

な お 、 例 えば 、 ソ ー ス 電極 と ソー ス 配 線 と を 接続 させ て いる 部 分 の 導電 膜 で あっ て 、 ソ 
ー ス 電極 また は ソー ス 配 線 と は 異な る 材料 で 形成 され た 導電 膜 も 、 ソ ー ス 電極 と 呼ん で も 
良い し 、 ソ ー ス 配線 と 呼ん で も 良い 。 

【0073】 

な お 、 ソ ー ス 端子 と は 、 ソ ー ス 領域 や 、 ソ ー ス 電極 や 、 ソ ー ス 電極 と 電気 的 に 接続 され 
て いる 部 分 (領域 、 導 電 膜 、 配 線 な む ど ) に つい て 、 そ の 一 部 分 の こと を 言う 
【0074】 

な お 、 ソ ー ス 配線 、 ソ ー ス 線 、 ソ ー ス 信号 線 、 デ ー タ 線 、 デ ー タ 信号 線 な ど と 呼ぶ 場合 

配線 に トラ ンジ スタ の ソー ス ( ド レイ ン ) が 接続 され て いな い 場 合 も ある 。 こ の 場合 、 
ソー ス 配 線 、 ソ ー ス 線 、 ソ ー ス 信号 線 、 デ ー タ 線 、 デ ー タ 信号 線 は 、 ト ラン ジス タ の ソー 
ス ( ド レイ ン ) と 同じ 層 で 形成 され た 配線 、 ト ラン ジス タ の ソー スス (ドレイン) と 同じ 材 
料 で 形成 され た 配線 また は トラ ンジ スタ の ソー スス (ドレイン) と 同時 に 成 膜 され た 配線 を 
意味 し て いる 場合 が ある 。 例 と し て は 、 保 持 容量 用 配線 、 電 源 線 、 基 準 電 位 供給 配線 な ど 
が ある 。 

【0075】 
な お 、 ド レイ ン に つい て は 、 ソ ー ス と 同様 で ある 。 
【0076】 

な お 、 半 導体 装置 と は 半導体 素子 (トラ ンジ スタ 、 ダ イオ ー ド 、 サ イリ スタ な ど ) を 含 
む 回 路 を 有する 装置 の こと を いう 。 さ ら に 、 半 導体 特性 を 利用 する こと で 機能 Nn 
全般 を 半導体 装置 と 呼ん で も よい 。 ま た は 、 半 導体 材料 を 有する 装置 の こと を 半導体 装 
已 - 居 人 
【0077】 

な お 、 表 示 素 子 と は 、 光 学 変調 素子 、 液 晶 素子 、 発 光 素 子 、EL 素子 (有機 EL 素子 、 
無機 EL 素子 又は 有機 物 及 び 無 機 物 を 含む EL 素子 ) 、 電 子 放 出 素子 、 電 気 泳動 素子 、 放 
電 素 子 、 光 反射 素子 、 光 回 折 素 子 、 デ ジタル マイ クロ ミラ ー デ バイ ス (DMD) 、 な どの 
こと を 言う 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され な い 。 

【0078】 

な お 、 表 示 装 置 と は 、 表 示 素 子 を 有する 装置 の こと を 言う 。 な お 、 表示 装 置 は 、 表 示 素 
子 を 含む 複数 の 画素 を 含ん で いて も 良い 。 な お 、 表 示 装 置 は 、 複 数 の 画素 を 駆動 させ る 周 
辺 駆動 回 路 を 含ん で いて も 良い 。 な お 、 複 数 の 画 EE 複数 の 
画素 と 同一 基板 上 に 形成 され て も よい 。 な お 、 表 示 装 置 は 、 ワ イヤ ボン ング や バン プ 
な ど に よっ て 基板 上 に 配置 され た 周辺 駆動 回 路 、 い わ ゆ る 、 チ ッ の COG) 
で 接続 され た | C チ ッ プ 、 ま た は 、TAB な ど で 接 続 さ れ た | C チ ッ プ を 含ん で いて も 良 
い 。 な お 、 表 示 装 置 は 、| C チ ッ プ 、 抵 抗 素子 、 容 量 素 子 、 イ ンダ クタ 、 ト ラン ジス タ な 
ど が 取り 付け られ た フレ キシ ブル プリ ント サー キッ ト (FPC) を 含ん で も よい 。 な お 、 
表示 装置 は フレ キシ ブル プリ ント サー キッ ト (FPC) な ど を 介し て 接続 され 、| C チ 
ッ プ 、 抵 抗 素 子 、 容 量 素 子 、 イ ンダ クタ 、 ON TR ト 配 
線 基板 (PWB) を 含ん で いて も 良い 。 な お 、 表 示 装 置 は 、 偏 光板 また は 位相 差 板 な どの 
光学 シー ト を 含ん で いて も 良い 。 な お 、 表 示 装 置 は 、 照 明 装 置 、 筐 体 、 音 声 入出 力 装 置 、 
光 セ ン サ な ど を 含ん で いて も 良い 。 こ こ で 、 バ ッ ク ラ イト ユニ ッ ト の よう な 照明 装置 は 、 
導 光 板 、 RN EEN RE 


却 装置 (水冷 式 、 空冷 式 ) な ど を 含ん で いて も 良い 。 
人 拡散 シー ト 、 反 
射 シ ー ト 、 光 源 (LED、 冷 陰極 管 、 熱 陰極 管 な ど ) 、 冷 却 装置 な ど を 有 し て いる 装置 の 
こと を いう 。 

【0080】 
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な お 、 発 光 装 置 と は 、 発 光 素子 な ど を 有 し て いる 装置 の こと を いう 。 表示 素子 と し て 発 
光 素 子 を 有 し て いる 場合 は 、 発 光 装 置 は 、 表 示 装 置 の 具体 例 の 一 つ で ある 。 

【0081】 

な お 、 反 射 装 置 と は 、 光 反射 素子 、 光 回 折 素 子 、 光 反射 電極 な ど を 有 し て いる 装置 の こ 
と を いう 。 
【0082 
な お 、 液 晶 表示 装置 と は 、 液 晶 素子 を 有 し て いる 表示 装置 を いう 。 液晶 表示 装置 に は 、 
直視 型 、 投 写 型 、 透 過 型 、 反 射 型 、 半 透過 型 な ど が ある 。 

【0083】 

な お 、 務 動 装 置 と は 、 半 導体 素子 、 電 気 回 路 、 電 子 回 路 を 有する 装置 の こと を 言う 。 例 
えば 、 ソ ー ス 信号 線 か ら 画 素 内 へ の 信号 の 入力 を 制御 する トラ ンジ スタ (選択 用 トラ ンジ 
スタ 、 ス イッ チン グ 用 トラ ンジ スタ な ど と 呼ぶ こと が ある ) 、 画 素 電極 に 電圧 また は 電流 
を 供給 する トラ ンジ スタ 、 人 発光 素子 に 電圧 また は 電流 を 供給 する トラ ンジ スタ な ど は 、 駆 
動 装置 の 一 例 で ある 。 さ ら に 、 ゲ ー ト 信号 線 に 信号 を 供給 する 回 路 ( ゲー トド ライ バ 、 ゲ 
ー ト 線 駆動 回 路 な ど と 呼ぶ こと が ある ) 、 ソ ー ス 信号 線 に 信号 を 供給 する 回 路 ( ソー ス ド 
ライ バ 、 ソ ー ス 線 駆 動 回 路 な ど と 呼ぶ こと が ある ) な ど は 、 和 駆動 装置 の 一 例 で ある 。 
【0084】 

な お 、 表 示 装 置 、 半 導体 装置 、 照 明 装 置 、 冷 却 装置 、 発 光 装 置 、 反 射 装 置 、 駆 動 装置 
ど は 、 互 い に 重 複 し て 有 し て いる 場合 が ある 。 例え ば 、 表 示 装 置 が 、 半 導体 装 和 
光 装 置 を 有 し て いる 場合 が ある 。 あ る い は 、 半 導体 装置 が 、 表 示 装 置 お よび 駆動 装置 を 有 
し て いる 場合 が ある 。 

【0085】 

な お 、A の 上 に B が 形成 され て いる 、 あ る い は 、A 上 に B が 形成 され て いる 、 と 明示 的 
に 記載 する 場合 は 、A の 上 に B が 直接 接し て 形成 され て いる こと に 限定 され な い 。 直接 接 
し て は いな い 場 合 、 つ まり 、A と B と 間 に 別 の 対象 物 が 介在 する 場合 も 含む も の と する 。 
ここ で 、A、B は 、 対 象 物 ( 例 えば 、 装 置 、 素 子 、 回 路 、 配 線 、 電極 、 端 子 、 導 電 膜 、 層 
、 な ど ) で ある と する 。 

【0086】 

従っ て 例え ば 、 層 A の 上 に (も し く は 層 A 上 に ) 、 層 B が 形成 され て いる 、 と 明示 的 に 
記載 され て いる 場合 は 、 層 A の 上 に 直接 接し て 層 B が 形成 され て いる 場合 と 、 層 A の 上 に 
直接 接し て 別 の 層 ( 例え ば 層 C や 層 D な ど ) が 形成 され て いて 、 そ の 上 に 直接 接し て 層 B 
が 形成 され て いる 場合 と を 含む も の と する 。 な お 、 別 の 層 ( 例え ば 層 C や 層 D な ど ) は 、 
単 層 で も よい し 、 複 層 で も よい 。 

【0087】 

さら に 、A の 上 方 に B が 形成 され て いる 、 と 明示 的 に 記載 され て いる 場合 に つい て も 同 
様 で あり 、A の 上 に B が 直接 接し て いる こと に 限定 され ず 、A と B と の 間 に 別 の 対象 物 が 
介在 する 場合 も 含む も の と する 。 従っ て 例え ば 、 層 A の 上 方 に 、 層 B が 形成 され て いる 、 
と いう 場合 は 、 層 A の 上 に 直接 接し て 層 B が 形成 され て いる 場合 と 、 層 A の 上 に 直接 接し 

て 別 の 層 ( 例え ば 層 C や 層 D な ど ) が 形成 され て いて 、 そ の 上 に 直接 接し て 層 B が 形成 さ 
れ て いる 場合 と を 含む も の と する 。 な お 、 別 の 層 ( 例え ば 層 C や 層 D な ど ) は 、 単 層 で も 
よい し 、 複 層 で も よい 。 

【0088】 

な お 、A の 上 に B が 直接 接し て 形成 され て いる 、 と 明示 的 に 記載 する 場合 は 、A の 上 に 
直接 接し て B が 形成 され て いる 場合 を 含み 、A と B と 間 に 別 の 対象 物 が 介在 する 場合 は 含 
まな いも の と する 。 

【0089】 

な お 、A の 下 に B が 、 あ る い は 、A の 下方 に B が 、 の 場合 に つい て も 、 同 様 で ある 。 
【0090】 

な お 、 ピ 明示 的 に 単数 と し て 記載 され て いる も の に つい て は 、 単 数 で ある こと が 望ま し い 
。 た だ し 、 こ れ に 限定 され ず 、 複 数 で ある こと も 可能 で ある 。 同様 に 、 明 示 的 に 複数 と し 
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て 記載 され て いる も の に つい て は 、 複 数 で ある こと が 望ま し い 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され 
ず 、 単 数 で ある こと も 可能 で ある 。 

【 発明 の 効果 】 

【0091】 

コス ト が 低減 され た 半導体 装置 を 製造 する こと が 出来 る 。 ま た 、 多 機能 な 半導体 装置 を 
製造 する こと が で きる 。 ま た は 、 高 速 動作 が 可能 な 回 路 を 設け た 半導体 装置 を 製造 する こ 
と が 出来 る 。 ま た は 、 消 費 電力 の 少な い 半 導体 装置 を 製造 する こと が 出来 る 。 ま た は 、 製 
造 工程 数 が 少な く な っ た 半導体 装置 を 製造 する こと が 出来 る 。 

【 図面 の 簡単 な 説明 】 
0092】 
図 1 】 本 発明 の 半導体 装置 の 製造 工程 を 説明 する 図 。 


【 

【 

【 図 2 】 本 発明 の 半導体 装置 の 製造 工程 を 説明 する 図 。 
【 図 3 】 本 発明 の 半導体 装置 の 製造 工程 を 説明 する 図 。 
【 加 4 】 本 発明 の 半導体 装置 の 製造 工程 を 説明 する 図 。 
【 図 5】 本 発明 の 半導体 装置 の 製造 工程 を 説明 する 図 。 
【 図 6 】 本 発明 の 半導体 装置 の 製造 工程 を 説明 する 図 。 
【 図 7 】 本 発明 の 半導体 装置 の 断面 図 を 説明 する 図 。 

【 図 8】 本 発明 の 半導体 装置 の 断面 図 を 説明 する 図 。 

【 図 9 】 本 発明 の 半導体 装置 の 断面 図 を 説明 する 図 。 

【 図 10】 本 発明 の 半導体 装置 の 断面 図 を 説明 する 図 。 
【 図 1 1 】 本 発明 の 半導体 装置 の 上 面 図 を 説明 する 図 。 
【 図 12】 本 発明 に 係る SOI 基板 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 13】 本 発明 に 係る SOI 基板 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 1 4 】 本 発明 に 係る SOI 基板 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 15】 本 発明 に 係る SOI 基板 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 16】 本 発明 に 係る SOI 基板 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 1 7 】 本 発明 に 係る 液晶 表示 装置 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 18】 本 発明 に 係る 液晶 表示 装置 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 19】 本 発明 に 係る 液晶 表示 装置 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 20】 本 発明 に 係る 液晶 表示 装置 の 構成 を 説明 する 図 。 
【 図 21 】 本 発明 に 係る 液晶 表示 装置 を 説明 する 断面 図 。 
【 図 22】 本 発明 に 係る 画素 を 説明 する 回 路 図 。 

【 図 23】 本 発明 に 係る 画素 を 説明 する 回 路 図 。 

【 図 24 】 本 発明 に 係る 画素 を 説明 する 回 路 図 。 

【 図 25】 本 発明 に 係る 画素 を 説明 する 上 面 図 と 断面 図 。 
【 図 26】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 27】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 28】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 29】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 30】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 3 1 】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 32】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 33】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 34 】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 35】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 36】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 3 7 】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 38】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 

【 図 39】 本 発明 に 係る 電子 機器 を 説明 する 図 。 
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発明 を 実施 する た め の 形 態 】 
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【0093】 

以下 、 本 発明 の 実施 の 形態 に つい て 図面 を 参照 し な が ら 説 明 す る 。 但し 、 本 発明 は 多く 
の 異な る 態様 で 実施 する こと が 可能 で あり 、 本 発明 の 趣旨 及び その 範囲 か ら 人 逸脱 する こと 
な くそ の 形態 及び 詳細 を 様々 に 変更 し 得る こと は 当 業 者 で あれ ば 容易 に 理解 され る 。 従っ 
て 本 実施 の 形態 の 記載 内 容 に 限定 し て 解釈 され る も の で は な い 。 な お 、 以 下 に 説明 する 本 
発明 の 構成 に お いて 、 同 様 の も の を 指す 符号 は 異な る 図面 間 で 共通 の 符号 を 用 いて 示し 、 
同一 部 分 又は 同様 な 機能 を 有する 部 分 の 詳細 な 説明 は 省略 する 。 

【0094 
( 第 1 の 実施 の 形態 ) 

半導体 装置 また は 表示 装置 に お いて 、 そ れ ら の 全て また は 一 部 は 、 単 結晶 基板 か ら 、 シ 
リコ ン 層 を 分 離 ( 剥離 ) し 、 そ れ を ガラ スラ 基板 に 貼り 付け (転写 し ) 、 ガ ラス 基板 上 で 形 
成 し た TFT、 ま た は 、 単 結晶 基板 を ガラ ス 基 板 に 貼り 付け 、 単 結晶 基板 を 分 離す る ( は 
が す ) こと に よっ て 、 ガ ラス 基板 上 に シリ コン 層 を 形成 し 、 ガ ラス 基板 上 で 形成 され た T 
FT を 用 いて 構成 され て いる 。 な お 、 単 結晶 基板 か ら 、 シ リコ ン 層 を 分 離し 、 そ れ を ガラ 
ス 基 板 に 転写 し 、 ガ ラス 基板 上 で 形成 し た TFT、 ま た は 、 単 結晶 基板 を ガラ ス 基 板 に 貼 
り 付 け 、 単 結晶 基板 を は が すこ と に よっ て 、 単 結晶 基板 の 一 部 の シリ コン 層 を ガラ ス 基 板 
に 転写 し 、 ガ ラス 基板 上 で 形成 され た TFT は 、 以 下 、 単 結晶 和 TFT と 呼ぶ 。 
【0095】 

そし て 、 I RC RE 
、 非 唱 質 半導体 (アモ ルフ ァ ス ) 、 微 結晶 半導体 (マイ クロ クリ スタ ル 半 導体 、 セ ミ 
ルフ ァ ス 半導体 、 ナ ノ ク リ スタ ル 半 導体 な ど と も 呼ぶ ) な ど が ある 。 

【0096】 

次 に 、 図 面 を 用 いて 、 製造 方 法 に つい て デ 述べ る 。 
【0097】 

図 1 ( A) に 示す よう に 、 絶 縁 基板 1 01 は 、 ガ ラス な ど に 限定 され ず 、 さ ま ざ ま な も 
の を 用 いる こと が 出来 る 。 例 えば 、 バ リウ ム ホ ウケ イ 酸 ガラ ス 、 ア ルミ ノ ホ ウケ イ 酸 ガラ 
ス な どの ガラ ス 基 板 、 石 英 基 板 、 セ ラミ ッ ク 基 板 又 は ステ ン レ ス を 含む 金属 基板 等 を 用 い 
る こと が で きる 。 他 に も 、 ポ リエ チレ ン テ レ フタ レー ト (PET) 、 ポ リエ チレ ン ナ フタ 
レー ト (PEN) 、 ポ リエ ー テ ル サ ル フ ォ ン (PES) に 代表 され る プラ ステ チッ プク 双 業 ア 
クリ ル 等 の 可 打 性 を 有する 合成 樹脂 か ら な る 基板 を 用 いる こと も 可能 で ある 。 可 所 性 を 有 
する 基板 を 用 いる こと に よっ て 、 折 り 曲 げ が 可能 で ある 半導体 装置 を 作製 する こと が 可能 
と な る 。 可 拉 性 を 有する 基板 で むし あれ ば 、 基 板 の 面 積 及 び 基 板 の 形 状 に 大 き な 制 限 は な いた 
め 、 絶 縁 基 板 1 01 と し て 、 例 えば 、1 辺 が 1 メー トル 以上 で あっ て 、 短 形状 の も の を 用 
いれ ば 、 生 産 性 を 格段 に 向上 させ る こと が で きる 。 こ の よう な 利点 は 、 円 形 の シリ コン 基 
板 を 用 いる 場合 と 比較 する と 、 大 き な 優 位 点 で ある 。 

【0098】 

な お 、 絶 縁 基板 1 01 に は 、 そ の 表面 な ど に 、 絶 縁 膜 が 配置 され る こと が 望ま し い 。 そ 
の 絶縁 膜 は 、 下 地 膜 と し て 機能 する 。 つ まり 、 絶 縁 基板 1 01 の 内 部 か ら Na な どの アル 
カリ 金属 又は アル カリ 土 類 金属 が 、 半 導体 素子 の 特性 に 悪影響 を 及ぼ す の を 防ぐ た め に 設 
ける 。 絶縁 膜 と し て は 、 酸 化 理 素 (Si Ox) 、 塞 化 于 素 (SiNx) 、 酸 化 塞 化 于 素 ( 
Si OxNy) (x >y ) 、 窒 化 酸 化 球 素 (Si NxOy) (x>y) 等 の 酸素 又は 窒素 
を 有する 絶縁 膜 の 単 層 構造 若しくは これ ら の 積層 構造 で 設け る こと が で きる 。 例え ば 、 絶 
縁 膜 を 2 層 構 造 で 設け る 場合 、1 層 目 の 絶縁 膜 と し て 窒化 酸化 球 素 膜 を 設け 、2 層 目 の 絶 
縁 膜 と し て 酸化 窒化 球 素 膜 を 設け る と よい 。 別 の 例 と し て 、 絶 縁 膜 を 3 層 構 造 で 設け る 場 
合 、1 層 目 の 絶縁 膜 と し て 酸化 窒化 球 素 膜 を 設け 、2 層 目 の 絶縁 膜 と し て 窒化 酸化 革 素 膜 
を 設け 、3 層 目 の 絶縁 膜 と し て 酸化 窒化 理 素 膜 を 設け る と よい 。 

【0099】 

た だ し 、 こ れ に 限定 され ず 、 絶 縁 基 板 1 0 1 の 表面 に 絶縁 膜 を 配置 し な いこ と も 可能 で 
ある 。 
【0100】 
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そし て 、 絶 縁 膜 な ど が 配置 され た 絶縁 基板 1 0 1 の 上 に 、 半 導体 層 102 を 配置 する 。 
半導体 層 1 02 は 、 絶 縁 基板 1 0 1 の 表面 全体 に 配置 され て いて も よい し 、 絶 縁 基 板 1 0 
1 の 一 部 に 配置 され て いて も よい 。 半 導体 層 1 02 は 、 単 結晶 で ある こと が 望ま し い 。 た 
だ し 、 こ れ に 限定 され な い 。 単 結晶 で あれ ば 、 電 流 特 性 が よく 、 和 移動 度 も 高い た め 、 望ま 


し い 。 

【0101 

な お 、 半 導体 層 1 02 の 配置 方 法 な ど に つい て は 、 別 の 実施 の 形態 に お いて 述べ る 。 
【0102j 


次 に 、 図 1 ( B) に 示す よう に 、 半 導体 層 102 が 所 定 の 形状 と な る よう に 、 そ の 不要 
な 部 分 を エッ チン グ し て 取り 除く 。 つ まり 、 半 導体 層 102 を アイ ラン ド 状 に 加工 する 。 
つま り 、 半 導体 層 1 0 2 を パタ ー ニ ング する 。 

【0103】 

この 半導体 層 1 002 は 、 ト ラン ジス タ の 活性 層 と し て 機能 する 。 た だ し 、 こ れ に 限定 さ 

れず 、 容量 素 子 の 電極 、 抵 抗 素 子 、 ダ イオ ー ド の 活性 層 な ど と し て 機能 させ る 場合 も ある 


【0104】 

次 に 、 図 1 (C) に 示す よう に 、 半 導体 層 102 を 覆う よう に 、 絶 縁 層 103 を 配置 す 
る 。 絶縁 層 1 03 は 、CVD 法 、 ス パッ タ 法 、 熱 酸化 法 、 蒸 着 法 、 イ ンク ジェ ッ ト 法 、 印 
刷 法 な ど を 用 いて 配置 され る 。 絶縁 層 1 0 3 は 、 ゲ ー ト 絶縁 膜 と し て も 機能 する 。 ま た は 

容量 素子 の 絶縁 体 と し て 機能 する 場合 、 層 間 膜 と し て 機能 する 場合 も ある 。 
【0105】 

絶縁 層 1 0 3 は 、 シ ロキ サン 樹脂 、 酸 化 理 素 (Si Ox) 、 窒 化 東 素 (SiNx) 、 酸 
化 窒化 理 素 (Si OxNy) (x>y) 、 窒 化 酸 化 天 素 (Si NxOy)(x>y) 、D 
LC( ダ イヤ モン ドラ イク カー ボン ) 等 の 炭素 を 含む 膜 、 あ る い は 、 エ ポキ シ 、 ポ リ イ ミ 
ド 、 ポ リア ミド 、 ポ リ ビ ニ ルフ ェ ノ ー ル 、 ベ ン ゾ シク ロブ テン 、 ア クリ ル 等 の 有機 材料 等 
の 単 層 、 酸 素 又は 窒素 を 有する 絶縁 膜 の 単 層 構 造 、 若 し く は これ ら の 積層 構造 で 設け る こ 
と が で きる 。 な お 、 シ ロキ サン 樹脂 と は 、Si -O-Si 結合 を 含む 樹脂 に 相当 する 。 シ 
ロキ サン は 、 シ リコ ン (Si ) と 酸素 (O) と の 結合 で 骨格 構造 が 構成 され る 。 置換 基 と 
し て 、 少 な く と も 水素 を 含む 有機 基 ( 例え ば アル キル 基 、 芳香 族 炭 化 水素 ) が 用 いら れる 
。 置換 基 と し て 、 フ ルオ ロ 基 を 用 いる こと も で きる 。 あ る い は 、 置 換 基 と し て 、 少 な く と 
も 水素 を 含む 有機 基 と 、 フ ルオ ロ 基 と を 用 いて も よい 。 

【0106】 

た だ し 、 半 導体 層 1 02 と 接し て いる 部 分 の 絶縁 層 103 は 、 酸 化 球 素 (SiOx) で 
ある こと が 望ま し い 。 酸化 東 素 (Si Ox ) を 用 いる こと に より 、 電 子 が トラ ッ プ され る 
こと や 、 ヒ ステ リ シ ス 効果 が あら われ る こと を 防止 で きる 
【0107】 


次 に 、 図 1 (D) に 示す よう に 、 絶 縁 層 103 を 覆う よう に 、 導 電 層 104 を 配置 する 
。 導電 層 1 04 は 、CVD 法 、 ス パッ タ 法 、 熱 酸化 法 、 蒸 着 法 、 イ ンク ジェ ッ ト 法 、 印 刷 


法 な ど を 用 いて 配置 され る 。 
【0108】 

次 に 、 図 2 ( A) に 示す よう に 、 導 電 層 1 04 が 所 定 の 形状 と な る よう に 、 そ の 不要 な 
部 分 を エッ チン グ し て 取り 除く 。 つ まり 、 導 電 層 1 0 4 を アイ ラン ド 状 に 加工 する 。 つま 
り 、 導 電 層 1 0 4 を パタ ー ニ ング する 。 そ の 結果 、 ゲ ー ト 電極 104A、 ゲ ー ト 電極 10 
4 B が 形成 され る 。 

【0109】 

ゲー ト 電極 1 04A は 、 半 導体 層 102 お よび 絶縁 層 103 な ど と 共に 、 ト ラン ジス タ 
203 を 構成 し て いる 。 ト ラン ジス タ 203 は 、 ゲ ー ト 電極 1 04A が 半導体 層 1 02 の 
上 部 に 配置 され て いる た め 、 ト ッ プ ゲー ト 型 の トラ ンジ スタ と な る 。 

【01101 
な お 、 ト ラン ジス タ 203 は 、 様 々 な 構成 を と る こと が 出来 る 。 例 えば 、 ト ラン ジス タ 
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203 は 、 シ ング ルド レイ ント ラン ジス タ に する こと が 出来 る 。 こ の 場合 、 簡 便 な 方 法 で 
製造 で きる た め 、 製 造 コ スト が 低く 、 歩 留まり を 高く 製造 で きる 利点 が ある 。 こ こ で 、 半 
導体 層 1 02 は 、 不 純 物 の 濃度 が 異な る 領域 を 有 し 、 チ ャ ネル 領域 、 ソ ー ス 領域 及び ドレ 

ン 領 域 を 有 し て いる 。 こ の よう に 、 不 純 物 の 量 を 制御 する こと で 、 半 導体 層 の 抵抗 率 を 
制御 で きる 。 ソ ー ス 領域 及び ドレ イン 領域 で は 、 半 導体 層 1 0 2 と 、 そ れ と 接続 され る 導 
電 膜 と の 電気 的 な 接続 状態 を 、 オ ー ミ ッ ク 接 続 に 近づけ る こと が で きる 。 な お 、 不 純 物 の 
量 の 異な る 半導体 層 を 作り 分 ける 方 法 と し て は 、 RO 


体 層 に 不純 物 を ドー ピン グ す る 方 法 を 用 いる こと が で きる 。 

【0111】 

また は 、 ト ラン ジス タ 203 で は 、 ゲ ー ト 電極 1 04A が 一 定 以 上 の テー パ 角 を 有する 
よう に する こと が 出来 る 。 こ の 場合 、 簡 便 な 方 法 で 製造 で きる た め 、 製造 コス ト が 低く 、 
歩留まり を 高く 製造 で きる 利点 が ある 。 こ こ で 、 半 導体 層 1 02 は 、 不 純 物 の 濃度 が 異な 


る 領域 を 有 し 、 チ ャ ネル 領域 、 低 濃度 ドレ イン (Li ghtl y Doped Drai 
n : LDD) 領 域 、 ソ ー ス 領域 及び ドレ イン 領域 を 有 し て いる 。 こ の よう に 、 不 純 物 の 量 
を 制御 する こと で 、 半 導体 層 の 抵抗 率 を 制御 で きる 。 半 導体 層 1 0 2 と 、 そ れ と 接続 され 
る 導電 膜 と の 電気 的 な 接続 状態 を 、 オ ー ミ ッ ク 接 続 に 近づけ る こと が で きる 。LDD 領 域 
を 有する た め 、 ト ラン ジス タ 内 部 に 高 電 界 が か か り に くく 、 ホ ッ ト キ ャ リア に よる 素子 の 
劣化 を 抑制 する こと が で きる 。 な お 、 不 純 物 の 量 の 異な る 半導体 層 を 作り 分 ける 方 法 と し 
て は 、 ゲ ー ト 電極 1 04A を マス ク と し て 半導体 層 に 不純 物 を ドー ピン グ す る 方 法 を 用 い 
る こと が で きる 。 ゲ ー ト 電極 1 04A が 一 定 以上 の テー パ 角 を 有 し て いる 場合 は 、 ゲ ー ト 
電極 1 04A を 通過 し て 半導体 層 に ドー ピン グ さ れる 不純 物 の 濃度 に 勾配 を 持た せる こと 
が で き 、 簡 便 に LDD 領 域 を 形成 する こと が で きる 。 
: ひ T WT 

また は 、 ト ラン ジス タ 203 で は 、 ゲ ー ト 電極 1 04A が 少な く と も 2 層 で 構成 され 、 
下層 の ゲー ト 電極 が 上 層 の ゲー ト 電 極 よ り も 長い 形状 を 有する よう に する こと が 出来 る 。 
その 場合 、 上 層 の ゲー ト 電 極 及 び 下 層 の ゲー ト 電 極 の 形状 を 、 帽 子 型 と 呼ぶ こと が ある 。 
ゲー ト 電極 1 04A の 形状 が 帽子 弄 で ある こと に よっ て 、 フ ォ ト マス ク を 追加 する こと な 
く 、LDD 領 域 を 形成 する こと が で きる 。 な お 、LDD 領 域 が ゲー ト 電 極 1 04A と 重 な 
っ て いる 構造 を 、 特 に GOLD 構 造 (Gat e Overllapped LDD) と 呼ぶ 
。 な お 、 ゲ ー ト 電極 1 0 4A の 形状 を 帽子 型 と する 方 法 と し て は 、 次 の よう な 方 法 を 用 い 
て も よい 。 
【0113】 

まず 、 ゲ ー ト 電極 104A を パタ ー ニ ング する 際 に 、 ド ライ エッ チン グ に より 、 下 層 の 
ゲー ト 電極 及び 上 層 の ゲー ト 電 極 を エッ チン グ し て 側面 に 傾斜 ( テー パ ) の ある 形状 に す 
る 。 続い て 、 異 方 性 エッ チン グ に より 上 層 の ゲー ト 電 極 の 傾斜 を 垂直 に 近く な る よう に 加 
工 す る 。 こ れ に より 、 断 面 形状 が 帽子 型 の ゲー ト 電極 が 形成 され る 。 その 後 、2 回 、 不 純 
a グ す る こと に よっ て 、 チ ャ ネル 領域 、LDD 領 域 、 ソ ー ス 領域 及び ドレ 

ン 領 域 が 形成 され る 。 
の 

な お 、 ゲ ー ト 電極 104A と 重なっ て いる LDD 領 域 を Lov 領 域 、 ゲ ー ト 電極 1 04 
A と 重なっ て いな い LDD 領 域 を Loff 領 域 と 呼ぶ こと に する 。 こ こ で 、Loff 領域 
は オフ 電流 値 を 抽 え る 効果 は 高い が 、 ド レイ ン 近 傍 の 電界 を 緩和 し て ホッ トキ ャ リア に よ 
る オン 電流 値 の 劣化 を 防ぐ 効果 は 低い 。 一 方 、Lov 領 域 は ドレ イン 近傍 の 電界 を 緩和 し 
オン 電流 値 の 劣化 の 防止 に は 有効 で ある が 、 オ フ 電 流 値 を 抑え る 効果 は 低い 。 よ っ て 、 
種々 の 回 路 毎 に 、 求 め ら れる 特性 に 応じ た 構造 の トラ ンジ スタ を 作製 する こと が 好ま し い 
。 た と えば 、 半 導体 装置 を 表示 装置 と し て 用 いる 場合 、 画 素 ト ラン ジス タ は 、 オ フ 電 流 値 
を 抽 え る た め に 、Loff 領 域 を 有する トラ ンジ スタ を 用 いる こと が 好適 で ある 。 一 方 、 
周辺 回 路 に お ける トラ ンジ スタ は 、 ド レイ ン 近 傍 の 電界 を 緩和 し 、 オ ン 電 流 値 の 劣化 を 防 
止 す も る た め に 、Lov 領 域 を 有する トラ ンジ スタ を 用 いる こと が 好適 で ある 。 
【0115】 
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また は 、 ト ラン ジス タ 203 で は 、 ゲ ー ト 電極 1 04A の 側面 に 接し て 、 サ イド ウォ ー 
ル を 有する よう に する こと が 出来 る 。 サ イド ウォ ー ル を 有する こと に よっ て 、 サ イド ウォ 
ー ル と 重なる 領域 を し DD 領域 と する こと が で きる 。 


【0116】 
また は 、 ト ラン ジス タ 203 で は 、 半 導体 層 102 に マス ク を 用 いて ドー ピン グ す る こ 
と に より 、LDD(Loff) 領 域 を 形成 する よう に する こと が 出来 る 。 こ うす る こと に 
より 、 確 実に LDD 領 域 を 形成 する こと が で き 、 ト ラン ジス タ の オフ 電流 値 を 低減 する こ 
と が で きる 。 
[0117)】 


また は 、 ト ラン ジス タ 203 で は 、 半 導体 層 に マス ク を 用 いて ドー ピン グ す る こと に よ 
り 、LDD(Lov) 領 域 を 形成 する よう に する こと が 出来 る 。 こ うす る こと に より 、 確 
実に L DD 領域 を 形成 する こと が で き 、 ト ラン ジス タ の ドレ イン 近傍 の 電界 を 緩和 し 、 オ 
ン 電 流 値 の 劣化 を 低減 する こと が で きる 。 

【0118】 

な お 、 導電 層 1 0 4 は 、 ゲ ー ト 電極 に 限定 され ず 、 さ ま ざ ま な 機能 を 有する 導電 膜 に 加 
工 さ れる 。 例え ば 、 保 持 容量 を 形成 する た め の 配 線 、 走 査 線 を 形成 する た め の 配 線 、 回 路 
を 接続 する た め の 配 線 な ど 配 線 や 電極 な ど 、 様 々 な 機能 を 有する こと が 出来 る 。 
【0119】 

次 に 、 図 2 ( B) に 示す よう に 、 ゲ ー ト 電極 1 04A、 ゲ ー ト 電極 104B を 覆う よう 
に 、 絶 縁 層 20 1 を 配置 する 。 絶縁 層 20 1 は 、CVD 法 、 ス パッ タ 法 、 熱 酸化 法 、 蒸 着 
法 、 イ ンク ジェ ッ ト 法 、 印 刷 法 な ど を 用 いて 配置 され る 。 絶縁 層 20 1 は 、 ゲ ー ト 絶縁 膜 
と し て も 機能 する 。 ま た は 、 容量 素 子 の 絶縁 体 と し て 機能 、 層 間 膜 と し て 機能 する 場合 も 
ある 。 

【0120】 

絶縁 層 2 0 1 は 、 シ ロキ サン 樹脂 、 酸 化 理 素 (Si Ox) 、 窒 化 東 素 (SiNx) 、 酸 
化 窒化 理 素 (Si OxNy) (x>y) 、 窒 化 酸化 天 素 (Si NxOy)(x>y)、D 
し LC( ダ イヤ モン ドラ イク カー ボン ) 等 の 炭素 を 含む 膜 、 あ る い は 、 エ ポキ シ 、 ポ リ イ ミ 
ド 、 ポ リア ミド 、 ポ リ ビ ニ ルフ ェ ノ ー ル 、 ベ ン ゾ シク ロブ テン 、 ア クリ ル 等 の 有機 材料 等 
の 単 層 、 酸 素 又 は 窒素 を 有する 絶縁 膜 の 単 層 構造 、 若 し く は これ ら の 積層 構造 で 設け る こ 
と が で きる 。 な お 、 シ ロキ サン 樹脂 と は 、Si -O-Si 結合 を 含む 樹脂 に 相当 する 。 シ 
ロキ サン は 、 シ リコ ン (Si ) と 酸素 (O) と の 結合 で 骨格 構造 が 構成 され る 。 置換 基 と 
し て 、 少 な く と も 水素 を 含む 有機 基 ( 例え ば アル キル 基 、 芳香 族 炭 化 水 素 ) が 用 いら れる 
。 置換 基 と し て 、 フ ルオ ロ 基 を 用 いる こと も で きる 。 あ る い は 、 置 換 基 と し て 、 少 な く と 
も 水素 を 含む 有機 基 と 、 フ ルオ ロ 基 と を 用 いて も よい 。 

【0121】 

た だ し 、 次 に 配置 され る 半導体 層 202 と 接し て いる 部 分 の 絶縁 層 2 01 は 、 窒 化 理 素 
(Si Nx ) で ある こと が 望ま し い 。 半導体 層 202 は 、 内 部 に 水素 を 含む 場合 が ある 。 
その 場合 、 絶 縁 層 20 1 と し て 窒化 球 素 (Si Nx ) を 用 いる こと に より 、 半 導体 層 20 
2 が 含む 水素 と 絶縁 層 2 0 1 が 反応 し て し まう こと を 防止 する こと が 出来 る 。 
【0122】 

次 に 、 図 2 (C) に 示す よう に 、 絶 縁 層 201 を 義 う よう に 、 半 導体 層 202 を 配置 す 
る 。 半導体 層 202 は 、CVD 法 、 ス パッ タ 法 、 熱 酸化 法 、 蒸 着 法 、 イ ンク ジェ ッ ト 法 、 
印刷 法 な ど を 用 いて 配置 され る 。 半 導体 層 202 は 、 少 な く と も 2 層 を 有 し て お り 、 真 性 
半導体 の 上 に 、 不純物 半導体 が 配置 され て いる 。 

【0123】 

半導体 層 202 の 結晶 性 は 、 非 唱 質 ( アモ ルフ ァ ス ) 、 微 結晶 ( マイ クロ クリ スタ ル 、 
セミ アモ ルフ ァ ス 、 ナ ノ ク リ スタ ル な ど と も 呼ぶ ) な ど で あ る こと が 望ま し い 。 
【0124】 

次 に 、 図 2(D) に 示す よう に 、 半 導体 層 202 が 所 定 の 形状 と な る よう に 、 そ の 不要 
な 部 分 を エッ チン グ し て 取り 除く 。 つ まり 、 半 導体 層 202 を アイ ラン ド 状 に 加工 する 。 
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つま り 、 半 導体 層 202 を パタ ー ニ ング する 。 
【0125】 

この 場合 、 パ ター ニン グ さ れ た 半導体 層 し て 、 半 導体 層 202 AI は 、 ト ラン ジス タ の 
活性 層 と し て 機能 する 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され な い 。 半 導体 層 を 層間 膜 と し て 機能 させ 
る こと も 可能 で ある 。 つ まり 、 半 導体 層 を 配置 する こと に よっ て 、 配 線 の 交差 容量 を 低減 
し 、 段 差 を 減ら すこ と に よっ て 、 配 線 の 断線 を 低減 する こと も 可能 で ある 。 例え ば 、 半 導 
体 層 2 0 2B お よび 半導体 層 202C は 、 層 間 膜 と し て 機能 する 
【0126】 

次 に 、 図 3 ( A) に 示す よう に 、 半 導体 層 202A、 半 導体 層 202B、 半 導体 層 20 
2C を 覆う よう に 、 導 電 層 301 を 配置 する 。 導電 層 301 は 、CVD 法 、 ス パッ タ 法 、 
熱 酸 化 法 、 蒸 着 法 、 イ ンク ジェ ッ ト 法 、 印 刷 法 な ど を 用 いて 配置 され る 。 

【0127】 

SG 
構造 と する こと が で きる 。 導電 層 1 04 の 材料 と し て は 、 導 電 膜 を 用 いる こと が で き 
た と えば 、 タ ンタ ル ( Ta ) 、 チ タン (Ti ) 、 モ リブ デン ( Mo) 、 タ ング ス デ ン 
) 、 ク ロム (Cr ) 、 シ リコ ン ( Si ) 、 ア ルミ ニウム (Al ) 、 ニ ニッケル (Ni ) 、 
RD グ ス テ ン ( W) 、 白 金 (Pt ) 、 銅 (Cu) 、 タ ンタ ル ( Ta) 、 金 (A 
u ) 、 マ ン ガ ン ( Mn ) な どの 元素 の 単体 膜 、 あ る い は 、 前 記 元 素 の 窒化 膜 (代表 的 に は 
窒化 タン i 窒化 タン グ ス テ ン 膜 、 窒 化 チ タン 膜 ) 、 あ る い は 、 前 記 元 素 を 組み 合わ 
せ た 合 金 膜 ( 代表 的 に は Mo - W 合 金 、Mo- Ta 合金 ) 、 あ る い は 、 前 記 元 素 の シリ サ 
イド 膜 ( 代表 的 に は タン グ ス テ ン シ リ サイ ド 膜 、 チ タン シリ サイ ド 膜 ) な ど を 用 いる こと 
が で きる 。 ま た は 、 前 記 元 素 を 複数 含む 合金 と し て 、C 及 び Ti」 を 含有 し た AI 合金 、N 
i を 含有 し た Al 合金 、C 及び Ni を 含有 し た AI 合金 、C 及 び Mn を 含有 し た AI 合金 
等 を 用 いる こと が で きる 。 な お 、 上 述 し た 単体 膜 、 窒 化 膜 、 合 金 膜 、 シ リサ イド 膜 な ど は 

単 層 で 用 いて も よい し 、 積 層 し て 用 いて も よい 。 例え ば 、 積 層 構 造 で 設け る 場合 、AIl 
を Mo 又は Ti な ど で 挟 み 込 ん だ 構造 と する こと が で きる 。 こ うす る こと で 、Al の 熱 や 
化学 反応 に 対す る 耐性 を 向上 する こと が で きる 。 シ リコ ン の 場合 は 、 導 電 性 を 高く する た 
め 、 多 く の 不 純 物 (P 型 不純 物 ま た は N 型 不純 物 ) を 含ん で いる こと が 望ま し い 。 
【0128】 

次 に 、 図 3 ( B) に 示す よう に 、 導 電 層 3 01 が 所 定 の 形状 と な る よう に 、 そ の 不要 な 
部 分 を エッ チン グ し て 取り 除く 。 つ まり 、 導 電 層 301 を アイ ラン ド 状 に 加工 する 。 つま 


Se 


り 、 導 電 層 301 を パタ ー ニ ング する 。 そ の 結果 、 導 電 層 301A、 導 電 層 301B、 導 
電 層 3 01C、 導 電 層 30 1D が 形成 され る 。 導電 層 30 1 A、 導 電 層 30 1 B、 導 電 選 
301C、 導 電 層 3 01D は 、 ソ ー ス 電極 、 ド レイ ン 電 極 、 ソ ー ス 信号 線 な ど と し て 機能 
する 。 

【0129】 


次 に 、 図 3 ( C) に 示す よう に 、 半 導体 層 202A の 一 部 を エッ チン グ す る 。 こ れ に よ 
り 、 チ ャ ネル 領域 で の 不純 物 層 を 除去 され る 。 そ の 結果 、 ト ラン ジス タ 3 03 が 完成 する 
。 トラ ンジ スタ 3 03 は 、 ゲ ー ト 電極 104B が 半導体 層 202A の 下部 に 配置 され て い 
る た め 、 ボ トム ゲー ト 型 の トラ ンジ スタ と な り 、 逆 スタ ガ 型 の トラ ンジ スタ で も ある 。 ま 
た 、 チ ャ ネル 部 分 の 半導体 層 が エッ チン グ さ れ て いる た め 、 チ ャ ネル エッ チ 型 で ある 。 
【0130】 

半導体 層 2 0 2 A は 、 非 員 質 ( アモルファス) 半導体 、 微 結晶 ( マイ クロ クリ スタ ル ) 
半導体 、 又 は セミ アモ ルフ ァ ス 半導体 (SAS) で 形成 する こと が で きる 。 あ る い は 、 多 
結晶 半導体 層 を 用 いて も 良い 。SAS は 、 非 品質 と 結晶 構造 ( 単 結晶 、 多 結晶 を 含む ) の 
中 間 的 な 構造 を 有 し 、 自 由 エ ネル ギー 的 に 安定 な 第 3 の 状態 を 有する 半導体 で あっ て 、 短 
距離 牧 序 を 持ち 格子 歪み を 有する 結晶 質 の 領域 を 含ん で いる 。 少な く と も 膜 中 の 一 部 の 領 
域 に は 、0 . 5 ~20nm の 結晶 領域 を 観測 する こと が で き 、 斑 素 を 主 成 分 と する 場合 に 
は ラマ ンス ペク トル が 520cm- 1 より も 低 波 数 側 に シフ ト し て いる 。X 線 回 折 で は 理 
素 結晶 格子 に 由来 する と され る (1 1 1 ) 、(220) の 回 折 ピ ー ク が 観測 され る 。 未 結 
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合 手 ( ダ ング リン グ ボ ンド ) を 補償 する も の と し て 水素 又は ハロ ゲン を 少な く と も 1 原子 
% 又 は それ 以上 含ま せ て いる 。S AS は 、 材 料 ガ ス を グロ ー 放 電 分 解 ( プラ ズ マ CVD) 
し て 形成 する 。 材料 ガス と し て は 、Si 日 4、 そ の 他 に も Si 2He、Si HzCl 2 、 
Si 日 Cl 3、Si Cl 4、SiF4 な ど を 用 いる こと が 可能 で ある 。 あ る い は 、GeF 
4 を 混合 させ て も 良い 。 こ の 材料 ガス を 日 2、 あ る い は 、 日 2 と He 、Ar 、Kr、Ne 
か ら 選 ば れ た 一 種 又 は 複数 種 の 希 ガ ス 元 素 で 希釈 し て も よい 。 希釈 率 は 2 一 1 000 倍 の 
範囲 、 圧力 は 概略 0 . 1 Pa て 133Pa の 範囲 、 電 源 周波 数 は 1 MHz ~120MHz 
好ま し く は 1 3 MHz ~6 0 MHz 。 基板 加熱 温度 は 300 で C 以 下 で よい 。 膜 中 の 不純 
物 元素 と し て 、 酸 素 、 窒 素 、 炭 素 な どの 大 気 成分 の 不純 物 は 1 X1 020cm-! 以下 と 
する こと が 望ま し く 、 特 に 、 酸 素 濃度 は 5x1019 ン cm3 以 下 、 好 まし く は 1x1 0 
19 ン cm3 以 下 と する 。 こ こ で は 、 ス パッ タ 法 、LPCVD 法 、 プ ラズ マ CVD 法 等 を 
用 いて シリ コン (Si ) を 主 成分 と する 材料 (例え ば Si x Ge1 -x 等 ) で 非 唱 質 半 導 
体 層 を 形成 し 、 当 該 非 唱 質 半導体 層 を レー ザ 結 晶 化 法 、RTA 又 は ファ ー ネ ス アニ ー ル 炉 
を 用 いる 熱 結晶 化 法 、 結 晶 化 を 助長 する 金属 元素 を 用 いる 熱 結晶 化 法 な どの 結晶 化 法 に よ 
り 結晶 化 させ る 。 
【0131】 

次 に 、 図 4 (A) に 示す よう に 、 導 電 層 301A、 導 電 層 301B、 導 電 層 301C、 
導電 層 3 0 1D を 覆う よう に 、 絶 縁 層 40 1 を 配置 する 。 絶縁 層 4 0 1 は 、CVD 法 、 ス 
パッ タ 法 、 熱 酸化 法 、 蒸 着 法 、 イ ンク ジェ ッ ト 法 、 印 刷 法 な ど を 用 いて 配置 され る 。 絶縁 
層 4 0 1 は 、 保 護 膜 と し て も 機能 する 。 ま た は 、 容量 素 子 の 絶縁 体 と し て 機能 、 層 間 膜 と 
し て 機能 する 場合 も ある 。 

【0132】 

絶縁 層 4 0 1 は 、 シ ロキ サン 樹脂 、 酸 化 百 素 (SiO,。) 、 塞 化 球 素 (Si Nx) 、 酸 
化 窒化 天 素 (Si OxNy) (x>y ) 、 窒 化 酸 化 天 素 (Si NxOJ)(x>y) 、D 
LC( ダ イヤ モン ドラ イク カー ボン ) 等 の 炭素 を 含む 膜 、 あ る い は 、 エ ポキ シ 、 ポ リ イ ミ 
ド 、 ポ リア ミド 、 ポ リ ビ ニ ルフ ェ ノ ー ル 、 ベ ン ゾ シク ロブ テン 、 ア クリ ル 等 の 有機 材料 等 
の 単 層 、 酸 素 又は 窒素 を 有する 絶縁 膜 の 単 層 構 造 、 若 し く は これ ら の 積層 構造 で 設け る こ 
と が で きる 。 な お 、 シ ロキ サン 樹脂 と は 、Si -O-Si 結合 を 含む 樹脂 に 相当 する 。 シ 
ロキ サン は 、 シ リコ ン (Si ) と 酸素 (O) と の 結合 で 骨格 構造 が 構成 され る 。 置換 基 と 
し て 、 少 な く と も 水素 を 含む 有機 基 ( 例え ば アル キル 基 、 芳香 族 炭 化 水素 ) が 用 いら れる 
。 置換 基 と し て 、 フ ルオ ロ 基 を 用 いる こと も で きる 。 あ る い は 、 置 換 基 と し て 、 少 な く と 
も 水素 を 含む 有機 基 と 、 フ ルオ ロ 基 と を 用 いて も よい 。 

【0133】 

た だ し 、 配 置 さ れる 半導体 層 202 と 接し て いる 部 分 の 絶縁 層 40 1 は 、 窒 化 匠 素 (S 
iNx) で ある こと が 望ま し い 。 半 導体 層 20 2 は 、 内 部 に 水素 を 含む 場合 が ある 。 そ の 
場合 、 絶 縁 層 4 0 1 と し て 窒化 理 素 (Si N.) を 用 いる こと に より 、 半 導体 層 202 が 
含む 水素 と 絶縁 層 4 0 1 が 反応 し て し まう こと を 防止 する こと が 出来 る 。 

【0134】 

な お 、 絶 縁 層 4 0 1 は 、 窒 化 東 素 (Si N,) を 含む こと が 望ま し い 。 窒 化 理 素 (Si 
Nx) は 、 不 純 物 を ブロ ッ ク す る 機能 を 有 し て いる 。 そ の た め 、 ト ラン ジス タ を 不純 物 か 
ら 保 護 す る こと が 出来 る 。 

【0135】 

な お 、 絶 縁 層 40 1 は 、 有 機 膜 を 含む と が 望ま し い 。 こ れ に より 、 絶 縁 層 401 の 表 
面 を 平坦 に する こと が 出来 る 。 絶縁 層 40 1 の 表面 が 平坦 で ある と 、 そ の 上 に 形成 され る 
画素 電極 も 平坦 に する こと が 出来 る 。 画素 電極 が 平坦 に な る と 、 表 示 素 子 を 適切 に 作成 す 
る こと が 出来 る 。 

【0136】 

次 に 、 図 4 ( B) に 示す よう に 、 コ ンタ クト ホー ル を 形成 する 。 コ ンタ クト ホー ル は 、 
ドラ イエ ッ チ ング 法 、 ウ ェ ッ ト エ ッ チ ング 法 な ど を 用 いて 、 材 料 を エッ チン グ す る こと に 
より 形成 する 。 な お 、 絶 縁 層 4 0 1 が 有機 膜 を 有 し 、 そ の 有機 膜 が 感光 性 材料 で 出来 て い 
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る 場合 は 、 成 膜 と 同時 に 、 コ ンタ クト ホー ル を 形成 する こと が 出来 る 。 その た め 、 コ ンタ 
NR グ す る 必要 が な い 。 よ っ て 、 工 程 を 削減 する こと が 出来 
る 。 ンタ クト ホー ル 5 0 1 A 、 コ ンタ クト ホー ル 5 0 1 B 、 コ ンタ クト ホー ル 5 0 1 E 
EA グ さ れ て 形成 され て いる 。 コ ンタ クト ホー ル 5 01 C 、 コ ン 
タク ト ホ ー ル 501D は 、 絶 縁 層 401、 絶 縁 層 20 1 お よび 絶縁 層 1 03 が エッ チン グ 
され て 形成 され て いる 。 

【0137】 

次 に 、 図 5 に 示す よう に 、 絶 縁 層 4 0 1 、 コ ンタ クト ホー ル 501 A、 コ ンタ クト ホー 
ル 5 0 1 B、 コ ンタ クト ホー ル 501C、 コ ンタ クト ホー ル 501D、 コ ンタ クト ホー ル 
501E を 覆う よう に 、 導 電 層 6 01 を 配置 する 。 導電 層 601 は 、CVD 法 、 ス パッ タ 
法 、 熱 酸化 法 、 蒸 着 法 、 イ ンク ジェ ッ ト 法 、 印 刷 法 な ど を 用 いて 配置 され る 。 導電 層 6 0 
1 は 、 配 線 、 画 素 電極 、 透 明 電 極 、 反 射 電 極 な ど と し て 機能 する 
【0138】 

な お 、 導電 層 60 1 は 、 単 層 の 導電 膜 、 又 は 二 層 、 三 層 の 導電 膜 の 積層 構造 と する こと 
が で きる 。 さ ら に 、 導 電 層 601 は 、 光 の 透過 率 が 高く 、 透 明 ま た は 透明 に 近い 領域 を 有 
し て いる こと が 望ま し い 。 こ れ に より 、 透 過 領 域 の 画素 電極 と し て 機能 させ る こと が 出来 
る 。 ま た 、 導 電 層 60 1 は 、 光 の 反射 率 が 高い 領域 を 有 し て いる こと が 望ま し い 。 こ れ に 
より 、 反 射 領域 の 画素 電極 と し て 機能 させ る こと が 出来 る 。 

【0139】 

な お 、 導電 層 601 は 、| TO、| ZO、Zn 〇 な ど を 含む 膜 で ある こと が 望ま し い 。 
【0140】 

次 に 、 図 6 に 示す よう に 、 導 電 層 60 1 が 所 定 の 形状 と な る よう に 、 そ の 不要 な 部 分 を 
エッ チン グ し て 取り 除く 。 つ まり 、 導 電 層 60 1 を アイ ラン ド 状 に 加工 する 。 つ まり 、 導 
電 層 6 01 を パタ ー ニ ング する 。 


【0141】 

この 場合 、 パ ター ニン グ さ れ た 導電 層 と し て 、 導 電 層 601A は 、 画 素 電極 と し て 機能 
する 。 た だ し 、 こ れ に 限定 され な い 。 次 に 、 導 電 層 601B、 お よび 、 導 電 層 601C は 
配線 と し て 機能 する 。 導電 層 6 01B は 、 導 電 層 3 0 1C と 半導体 層 1 02 と を 接続 さ 
せる 機能 を 有 し て いる 。 導電 層 601C は 、 導 電 層 301D と 半導体 層 1 0 2 と を 接続 さ 


せる 機能 を 有 し て いる 。 
【0142】 

この あと 、 様 々 な 表示 素子 に 合わ せ て 、 様々 な 工程 を へ て 、 表 示 装 置 が 完成 する 。 例え 
ば 、 配 向 膜 を 形成 し 、 カ ラー フィ ル タ を 有する 対向 基板 と の 間 に 液 晶 を 配置 する 。 ま た は 

導電 層 6 01 A の 上 に 、 有 機 EL 材 料 を 配置 し 、 そ の 上 に 陰極 を 配置 する 。 
【0143】 

な お 、 図 4 ( B) に お いて 、 コ ンタ クト ホー ル を 形成 し 、 そ の 上 に 導電 層 を 配置 する こ 
と に よっ て 、 導 電 層 301C と 半導体 層 102 と を 接続 し た が 、 図 7 に 示す よう に 、 導 電 
層 3 01F と 導電 層 104C と を 、 コ ンタ クト ホー ル 501F お よび コン タク ト ホ ー ル 5 
01G を 介し て 、 導 電 層 601D を 用 いて 、 接 続 す る こと が 出来 る 。 な お 、 導 電 層 301 
本 

され て お り 、 導電 層 601D は 導電 層 601 を 用 いて 形成 され て いる 。 コ ンタ クト ホー ル 

CRN タク トホホ ー ル 5 0 1 G は 、 コ ンタ クト ホー ル 5 0 1 A 、 コ ンタ クト ホ 
ー ル 501B、 ンタ クト ホー ル 50 1C、 コ ンタ クト ホー ル 501D な ど と 同時 に 形成 
され て いる 。 

【0144】 

な お 、 導電 層 301C、 導 電 層 301D、 導 電 層 301F な どの よう に 、 下 に 半導体 層 
が 配置 され て いて も よい し 、 図 7 に 示す よう に 、 導 電 層 301E の 下 に 、 半 導体 層 を 配置 
し な く て も よい 。 

【0145】 
な お 、 図 2(D) 、 図 3(A) 、 図 3(B) 、 図 3(C) で は 、 半 導体 層 202 と 導電 
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層 3 01 と は 、 別 の マス ク ( レ チク ル ) を 用 いて 、 パ ター ニン グ し て いた が 、 こ れ に 限定 
され な い 。 半 導体 層 202 と 導電 層 301 と を 、 ハ ー フ トー ンマ スク 、 グ レー トー ンマ ス 
ク な ど を 用 いる こと に より 、1 枚 の マス ク ( レ チク ル ) で パタ ー ニ ング する こと が 可能 で 
ある 。 その 場合 の 断面 図 を 図 8 に 示す 。 ハ ー フ トー ンマ スク 、 グ レー トー ンマ スク な どど を 
用 いて いる た め 、 半 導 eR 導電 層 301A、 導 電 層 301 B よ り も 大 き な サ 


イズ に な る 。 つ まり 、 導 電 層 301A、 導 電 層 301B の 下 に は 、 必 ず 半 導体 層 202E 
が 配置 され て いる よう に な る 。 
【0146】 


な お 、 図 6 で は 、 導電 層 601B、 導 電 層 6 01C を 介し て 、 導 電 層 301C と 半導体 
層 1 02 と を 接続 し 、 導 電 層 30 1D と 半導体 層 1 02 と を 接続 し 、 図 7 で は 、 導 電 層 6 
O01D を 介し て 、 3 本隊 3 0 1 上 注重 局 1 0 4C と を 給 替 し た が これ に 限定 され な い 
Rt a ンタ クト ホー ル を 形成 する こと に より 、 直 接 接続 す 
ee EE CA GE NR 
工程 と し て 、 絶縁 層 201、 絶 縁 層 103 を エッ チン グ す る こと に より 、 コ ンタ クト ホー 
ル を 形成 する こと に より 、 導 電 層 3 0 1 を 用 いて 形成 され た 導電 膜 と 、 導 電 層 1 04 を 用 
いて 形成 され た 導電 膜 また は 半導体 層 1 0 2 を 用 いて 形成 され た 半導体 層 と を 直接 接続 す 
る こと が 可能 と な る 。 そ の 場合 の 例 を 図 9 に 示す 。 図 9 で は 、 導電 層 301 を 用 いて 形成 
され た 導電 層 301G と 半導体 層 102 と が 、 コ ンタ クト ホー ル 901A を 介し て 、 直 接 
接続 され て いる 。 同様 に 、 導 電 層 3 0 1 を 用 いて 形成 され た 導電 層 3 0 1 日 と 半導体 層 1 
0 2 と が 、 コ ンタ クト ホー ル 901B を 介し て 、 直接 接続 さ れ て いる 。 そ し て 、 導電 層 6 
SE EC 導電 層 301H と 直接 接続 され て いる 。 
な お 、 こ の 場合 、 導 電 層 301H お よび 導電 層 301G に つい て 、 そ の 下 に は 、 a 
を 配置 し な いこ と が 望ま し い 。 な ぜ な ら 、 半 導体 層 1 02 と コン タク ト を 取る 場合 、 導 電 
層 3 01 日 お よび 導電 層 3 01G と 半導体 層 1 02 と の 間 に は 、 別 の 層 が な い ほ う が 、 望 
まし いか ら で あ る 。 

【0147】 

な お 、 図 6 で は 、 ト ラン ジス タ 303 は 、 チ ャ ネル エッ チ 型 で ある が 、 こ れ に 限定 され 
な い 。 チ ャ ネル 保護 型 を 用 いる こと も 可能 で ある 。 その 場合 の 例 を 図 1 0 に 示す 。 チ ャ ネ 
ル 保 護 型 で は 、 半 導体 層 を 連続 的 に 配置 する の で は な く 、 そ の 間 に 、 チ ャ ネル 部 の エッ チ 
ング を 保護 する た め の 絶 縁 層 1 001 を 配置 する 。 つ まり 、 上 真性 で ある 半導体 層 1 002 
の 上 に 絶縁 層 1 001 を 配置 し 、 そ の 上 に 、 半 導体 層 1 003A お よび 半導体 層 1003 
B を 配置 する 。 半 導体 層 1 003A お よび 半導体 層 1 003B に は 、 不 純 物 (N 型 また は 
P 型 ) を 含ん で いる 。 


【0148j 
な お 、 図 1 0 で は 、 半 導体 層 1 002 を パタ ー ニ ング し 、 そ の 後 で 、 半 導体 層 1003 
A 、 半 導体 層 1 003B、 導 電 層 301 A お よび 導電 層 301B を 同時 に パタ ー ニ ング し 


て いる が 、 こ れ に 限定 され な い 。 半導体 層 1 002、 半 導体 層 1003A、 半 導体 層 10 
03B、 導 電 層 30 1 A お よび 導電 層 301B を 同時 に パタ ー ニ ング する こと も 可能 で あ 
る 。 そ の 場合 は 、 導 電 層 301A お よび 導電 層 301 B の 下 に は 、 必 ず 、 半 導体 層 100 
2 が 配置 され て いる こと と な る 。 


【0149】 
こと こま で 、 ト ラン ジス タ の 構造 及び トラ ンジ スタ の 作製 方 法 に つい て 説明 し た 。 な お 、 
配線 、 電極 、 導 電 層 、 導 電 膜 、 端 子 、 ビ ア 、 プ ラグ な ど は 、 ア ルミ ニウム (Al ) 、 タ ン 


タル ( Ta) 、 チ タン (Ti ) 、 モ リブ デン ( Mo) 、 タ ング ステ ン (W) 、 ネ オジ ム ( 
Nd) 、 ク ロム (Cr ) 、 ニ ニッケル (Ni ) 、 和 白金 (Pt ) 、 金 (Au) 、 銀 (Ag ) 、 
銅 (Cu ) 、 マ グ ネ シウム (Mg ) 、 ス カン ジウ ム ( Sc ) 、 コ バル ト ( Co) 、 亜 鉛 ( 
Zn) 、 ニ オプ ブ (Nb) 、 シ リコ ン ( Si ) 、 リ ン (P) 、 ボ ロン (B) 、 ヒ 素 (As) 

ガリ ウム (Ga ) 、 イ ンジ ウム (In) 、 鍋 (Sn) 、 酸 素 (O) で 構成 され た 群 か ら 
選ば れ た 一 つも し く は 複数 の 元素 、 ま た は 、 前 記 群 か ら 選 ば れ た 一 つも し く は 複数 の 元素 
を 成分 と する 化合 物 、 合 金 材 料 ( 例え ば 、 イ ンジ ウム 鈴 酸 化物 (1 TO) 、 イ ンジ ウム 亜 
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店 酸化 物 (1ZO) 、 酸 化 理 素 を 含む イン ジウ ム 鈴 酸化 物 (1 TSO) 、 酸 化 亜鉛 (Zn 
O) 、 酸 化 鍋 (SnO) 、 酸 化 鍋 カド ミウ ム (CTO) 、 ア ルミ ニウム ネオ ジム (AI - 
Nd ) 、 マ グ ネ シウム 銀 ( Mg - Ag ) 、 モ リブ デン ニオ ブ ( Mo- Nb ) な ど ) で 形成 
され る こと が 望ま し い 。 ま た は 、 配 線 、 電極 、 導 電 層 、 導 電 膜 、 端 子 な ど は 、 こ れ ら の 化 
合 物 を 組み 合わ せ た 物 質 な ど を 有 し て 形成 され る こと が 望ま し い 。 も し く は 、 前 記 群 か ら 
選ば れ た 一 つも し く は 複数 の 元素 と シリ コン の 化合 物 ( シリ サイ ド ) (例え ば 、 ア ルミ ニ 
ウム シリ コン 、 モ リブ デン シリ コン 、 ニ ッ ケ ル シ リ サイ ドド など) 、 前 記 群 か ら 選 ば れ た 一 
つも し く は 複数 の 元素 と 窒素 の 化合 物 ( 例え ば 、 窒 化 チ タン 、 窒 化 タ ンタ ル 、 窒 化 モ リブ 
デン 等 ) を 有 し て 形成 され る こと が 望ま し い 。 

【0150】 

な お 、 シ リコ ン ( Si ) に は 、n 型 不純 物 ( リ ン な ど ) また は p 型 不純 物 ( ボロ ン な ど 
) を 含ん で いて も よい 。 シ リコ ン が 不純 物 を 含む こと に より 、 導 電 率 が 向上 し 、 通 常 の 導 
体 と 同様 な 振る 舞い を する こと が 可能 と な る 。 従っ て 、 配 線 、 電 極 な ど と し て 利用 し や す 


く な る 。 
【0151 
な お 、 シ リコ ン は 、 単 結晶 、 多 結晶 ( ポリ シリ コン ) 、 微 結晶 ( マイ クロ クリ スタ ル シ 


人 ) な ど 、 様 々 な 結晶 性 を 有する シリ コン を 用 いる こと が 出来 る 。 あるいは 、 シ リコ 
ン は 非 唱 質 ( アモ ルフ ァ ス シリ コン ) な どの 結晶 性 を 有 さ な い シ リコ ン を 用 いる こと が 出 

来る 。 | また は 多 結 晶 シ リコ ン を 用 いる こと に より 、 配 線 、 電 極 、 導 電 層 、 

導電 膜 、 端 子 な どの 抵抗 を 小さ くす る こと が 出来 る 。 非 晶 質 シ リコ ン ま た は 微 結晶 シリ コ 
RS り 、 簡 単 な 工 程 で 配線 な ど を 形成 する こと が 出来 る 。 

【Oo152】 

な お 、 ア ルミ ニウム また は 銀 は 、 導 電 率 が 高い た め 、 信 号 遅 延 を 低減 する こと が で きる 

さら に 、 エ ッ チ ング し や すい の で 、 パ ター ニン グ し や すく 、 微 細 加 工 を 行う こと が 出来 

0153】 

な お 、 銅 は 、 導 電 率 が 高い た め 、 信 号 遅 延 を 低減 する こと が 出来 る 。 銅 を 用 いる 場合 は 

、 密着 性 を 向上 させ る た め 、 積層 構造 に する こと が 望ま し い 。 

【0154】 

な お 、 モ リブ デン また は チタ ン は 、 酸 化物 半導体 (1 TO、| ZO など ) また は シリ コ 

ン と 接触 し て も 、 不 良 を 起こ と こさ な い 、 エ ッ チ ング し や すい 、 耐 熱性 が 高い な どの 利点 を 有 
する た め 、 望ま し い 。 

【0155】 

な お 、 タ ング ステ ン は 、 面 熱性 が 高い な どの 利点 を 有する た め 、 望ま し い 。 
【0156】 

nn 、 望 まし い 。 特に 、 ネ オジ ム 
と アル ミニ ウム と の 合金 に する と 、 耐 熱性 が 向上 し 、 ア ルミ ニウム が ヒロ ッ ク を お こし に 
くく な る 。 

【0157】 

な お 、 シ リコ ン は 、 ト ラン ジス タ が 有する 半導体 層 と 同時 に 形成 で きる 、 耐 熱性 が 高い 
な どの 利点 を 有する た め 、 望 まし い 。 

【0158】 

な お 、| TO、1| ZO、I TSO、 酸 化 亜鉛 (ZnO) 、 シ リコ ン (Si ) 、 酸 化 鍋 ( 
SnO) 、 酸 化 鍋 カド ミウ ム ( CTO) は 、 透 光 性 を 有 し て いる た め 、 光 を 遂 過 さ 站 
分 に 用 いる こと が で きる 。 た と えば 、 画 素 電極 や 共通 電極 と し て 用 いる こと が で きる 。 
【0159】 

な お 、| ZO は 、 エ ッ チ ング し や すく 、 加 工 し や すい た め 、 望 まし い 。! ZO は 、 エ ッ 
チン グ し た と き に 、 残 済 が 残っ て し まう 、 と いう こと も 起こ り に くい 。 し た が っ て 、 画 素 
電極 と し て | ZZO を 用 いる と 、 液 晶 素子 や 発光 素子 に 不具 合 ( ショ ー ト 、 配向 乱れ な ど ) 
を も た ら す こと を 低減 出来 る 。 
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【0160】 

な お 、 配線 、 電極 、 導 電 層 、 導 電 膜 、 端 子 、 ビ ア 、 プ ラグ な ど は 、 単 層 構 造 で も よい し 

多層 構造 に な っ て いて も よい 。 単 層 構 造 に する こと に より 、 配 線 、 電 極 、 導 電 層 、 導 電 
膜 、 端 子 な どの 製造 工程 を 簡略 化す る こと が で き 、 工 程 日 数 を 少な く で き 、 コ スト を 低減 
する こと が 出来 る 。 あ る い は 、 多 層 構 造 に する こと に より 、 そ れ ぞ れ の 材料 の メリ ッ ト を 
生か し つつ 、 デ メリ ッ ト を 低減 させ 、 性能 の 良い 配線 、 電極 な ど を 形成 する こと が 出来 る 
。 た と えば 、 低 抵抗 材料 ( アル ミニ ウム な ど ) を 多層 構造 の 中 に 含む と と に より 、 配 線 の 
低 抵抗 化 を 図る こと が で きる 。 別 の 例 と し て 、 低 耐熱 性 の 材料 を 、 高 耐熱 性 の 材料 で 挟む 
積層 構造 に する こと に より 、 低 耐熱 性 の 材料 の 持つ メリ ッ ト を 生か し つつ 、 配 線 、 電 極 な 
どの 耐熱 性 を 高く する こと が 出来 る 。 例 えば 、 ア ルミ ニウム を 含む 層 を 、 モ リブ デン 、 チ 
タン 、 ネ オジ ム な ど を 含む 層 で 挟む 積層 構造 に する と 望ま し い 。 

【 1 6 1 】 
こ で 、 配 線 、 電極 な ど 同 士 が 直接 接する 場合 、 お 互い に 悪影響 を 及ぼ ば すこ と が ある 。 
例え ば 、 一 方 の 配線 、 電極 な どの 材料 が 他方 の 配線 、 電 極 な どの 中 に 入っ て いっ て 、 性 質 
を 変え て し まい 、 本 来 の 目的 を 果たせ な く な る 。 別 の 例 と し て 、 高 抵抗 な 部 分 を 形成 又は 
製造 する と き に 、 問題 が 生じ て 、 正 常に 製造 で き な い こと が ある 。 そ の よう な 場合 、 積 層 
構造 に より 反応 し や すい 材料 を 、 反 応 し に くい 材料 で 挟ん だ り 、 覆 っ た りす る と よい 。 例 
え 
タ 
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ば 、!| TO と アル ミニ ウム と を 接続 させ る 場合 は 、| TO と アル ミニ ウム と の 間 に 、 チ 
ン 、 モ リブ デン 、 ネ オジ ム 合 金 を 挟む こと が 望ま し い 。 別 の 例 と し て 、 シ リコ ン と アル 
ニウム と を 接続 させ る 場合 は 、 シ リコ ン と アル ミニ ウム と の 間 に 、 チ タン 、 モ リブ デ 
、 ネ オジ ム 合 金 を 挟む こと が 望ま し い 。 

【0162】 

な お 、 配 線 と は 、 導電 体 が 配置 され て いる も の を 言う 。 線 状 に 長く 設け られ て いて も 良 
いし 、 短 < 配 置 さ れ て いて も よい 。 し た が っ て 、 電 極 は 、 配 線 に 含ま れ て いる 。 
【0163】 

な お 、 配 線 、 電極 、 導 電 層 、 導 電 膜 、 端 子 、 ビ ア 、 プ ラグ な ど と し て 、 カ ー ボ ン ナ ノ チ 
ュー ブ を 用 いて も 良い 。 さ ら に 、 カ ー ボ ン ナ ノ チ ュー ブ は 、 舌 光 性 を 有 し て いる た め 、 光 
を 透過 させ る 部 分 に 用 いる こと が で きる 。 た と えば 、 画 素 電極 や 共通 電極 と し て 用 いる こ 
と が で きる 。 

1 6 4 】 

れ ま で は 、 断 面 図 を 示し た が 、 次 に 、 レ イア ウト 図 の 例 を 示す 。 ト ラン ジス タ 203 

つ 配 置 さ れ て いる レイ アウ ト 図 を 図 1 1 に 示す 。 半 導体 層 1 02AA、 半 導体 層 1 0 

B の 上 に ゲー ト 電 極 104AA が 配置 され 、 ト ラン ジス タ を 形成 する 。 第 1 電源 線 3 

AA と 半導体 層 1 02 AA と は 、 コ ンタ クト ホー ル を 介し て 、 導 電 層 601AA を 用 

ee A EC CC ES 

ホー ル を 介し て 、 導 電 層 601CC を 用 いて 接続 され て いる 。 出 力 配線 3 01 BB は 

ンタ クト ホー ル 50 1 AA お よび コン タク ト ホ ー ル 501 BB を 介し て 、 導 電 層 60 

B を 用 いて 、 半 導体 層 102AA 及 び 半 導 a 

1 65】 

お 、 図 1 1 に 示し た 回 路 は 、 イ ン バ ー タ 回 路 ま た は ソー ス フ ォ ロワ 回 路 と し て 動作 す 

と が 出来 る 。 

1 66】 

の よう に 、 ト ラン ジス タ 203 を 用 いて 構成 され る 回 路 は 、 ト ラン ジス タ の 移動 度 が 
電流 供給 能力 が 高い た め 、 駆動 回 路 と し て 用 いる こと が 望ま し い 。 一 方 、 ト ラン ジ 

スタ 303 は 、 和 移動 度 が 高く な く 、 ま た 、 大 きい 面積 で 製造 可能 で ある た め 、 画 素 回 路 と 

し て 用 いる こと が 望ま し い 。 

【0167】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 様 々 な 図 を 用 いて 述べ て きた が 、 各 々 の 図 で 述べ た 内 容 
( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) に 対し て 、 適 用 、 組 み 合 わせ 

又は 置き 換え な ど を 自由 に 行う こと が 出来 る 。 さら に 、 こ れ ま で に 述べ た 図 に お いて 、 
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各々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る 
こと が 出来 る 。 
【0168】 

同様 に 、 本 実施 の 形態 の 各々 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 実施 の 形態 の 
図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) 対し て 、 適 用 、 組 み 合わ せ 、 又 は 置き 換え な ど を 自由 に 
行う こと が 出来 る 。 さらに 、 本 実施 の 形態 の 図 に お いて 、 各 々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 実施 
の 形態 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る こと が 出来 る 。 
【0169】 

な お 、 本 実施 の 形態 は 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) 在 、 具 现 化 L 大 
場合 の 一 例 、 少 し 変形 し た 場合 の 一 例 、 一 部 を 変更 し た 場合 の 一 例 、 改 良し た 場合 の 一 例 

詳細 に 述べ た 場合 の 一 例 、 応 用 し た 場合 の 一 例 、 関 連 が ある 部 分 に つい て の 一 例 な ど を 
示し て いる 。 し た が っ て 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 は 、 本 実施 の 形態 へ の 適用 、 組 み 
合わ せ 、 又は 置き 換え を 自由 に 行う こと が で きる 。 

【0170】 
( 第 2 の 実施 の 形態 ) 

つぎ に 、 単 結晶 TFT で 用 いる 半導体 層 の 配置 方 法 に つい て 述べ る 。 
【0171】 

本 発明 に 係る SOI 基板 を 図 1 2 (A) (B) に 示す 。 図 1 2 (A) に お いて ベー ス 基 
板 9 2 00 は 絶縁 表面 を 有する 基板 若しくは 絶縁 基板 で あり 、 ア ルミ ノシ リ ケ ー ト ガラ ス 

アル ミノ ホウ ケイ 酸 ガ ラス 、 バ リウ ム ホ ウケ イ 酸 ガラ ス の よう な 電子 工業 用 に 使わ れる 
各種 ガラ ス 基 板 が 適用 され る 。 その他 に 石英 ガラ ス 、 シ リコ ン ウ エ ハ ー の よう な 半導体 基 
板 も 適用 可能 で ある 。SOI 層 9202 は 単 結晶 半導体 で あり 、 代 表 的 に は 単 結晶 シリ コ 
ン が 適用 され る 。 その他 に 、 水 素 イ オン 注入 剥離 法 を 用 いて シリ コン 又は ゲル マニ ウム の 
単 結 晶 半 導体 基板 又は 多 結 晶 半 導体 基板 か ら 分 離 可 能 さ れ た 半導体 層 を 適用 する こと が で 
きる 。 ま た 、 ガ リウ ム ヒ 素 や イン ジウ ムリ ン な どの 化合 物 半導体 を 用 いて 形成 し た 結晶 性 
半導体 層 を 適用 する こと も で きる 。 

【0172】 

この よう な ベー ス 基 板 9 200 と SOI 層 9202 の 間 に は 、 平 滑 面 を 有 し 親水 性 表面 
を 形成 する 接合 層 9 2 04 を 設け る 。 こ の 接合 層 9204 と し て 酸化 シリ コン 膜 が 適し て 
いる 。 特に 有機 シラ ン ガ ス を 用 いて 化学 気 相 成 長 法 に より 作製 され る 酸化 シリ コン 膜 が 好 
まし い 。 有機 シラ ン ガ ス と し で て は 、 手 本 エチ デル (TOS.: 花 単式 SYM (0C2Hs) 4 
) 。 テ トラ メチ ル シ ラ シン (TMS ) 。 テト ラメ チル シク ロロ テト ラ シ ロ キサ ン ( TMCTS 
TN TG CM TSR EN 
DS) 、 ト リエ トキ シシ ラン (SiH(O0C2Hs) 3) 、 ト リス ジメチル アミ ノシ ラ 
(SiH(N(CH3) ぅ 2) 3) 等 の シリ コン 含有 化合 物 を 用 いる こと が で きる 。 
0173】 

上 記 平 滑 面 を 有 し 親水 性 表面 を 形成 する 接合 層 9 2 0 4 は 5nm 乃 至 500nm の 厚 さ 
で 設け られ る 。 こ の 厚 さ で あれ ば 、 被 成 膜 表面 の 表面 荒れ を 平滑 化す る と 共に 、 当 該 膜 の 
成長 表面 の 平滑 性 を 確保 する こと が 可能 で ある 。 ま た 、 ベ ー ス 基板 9200 と SOI 層 9 
202 と の 歪み を 緩和 する こと が で きる 。 ベ ー ス 基板 9200 に も 同様 の 酸化 シリ コン 肛 
を 設け て お いて も 良い 。 す な わ ち 、 絶 縁 表 面 を 有する 基板 若しくは 絶縁 性 の ベー ス 基 板 9 
200 に SOI 層 9202 を 接合 する に 際 し 、 接 合 を 形成 する 面 の 一 方 若しくは 双方 に 、 
好ま し く は 有機 シラ ン を 原材料 と し て 成 膜 し た 酸化 シリ コン 膜 で な る 接合 層 9204 設 け 
る こと で 強固 な 接合 を 形成 する こと が で きる 。 

【0174】 

図 1 2 ( B) は ベー ス 基 板 9 2 00 に バリ ア 層 9205 と 接合 層 9204 を 設け た 構成 
を 示す 。SOI 層 9 2 02 を ベー ス 基 板 9200 に 接合 し た 場合 に 、 ベ ー ス 基板 9200 
RE ルカ リ 金 属 若 し く は アル カリ 土 類 金 属 の よう な 可動 イ 

ン 不 純 物 が 拡散 し て SOI 層 9202 が 汚染 され る こと を 防ぐ こと が で きる 。 ま た 、 ベ 
の HHN けれ ば 良い 。 
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【0175】 

図 1 3(A) は SOI 層 9202 と 接合 層 9204 の 間 に 窒 素 含有 絶縁 層 9220 を 設 
けた 構成 を 示す 。 窒素 含有 絶縁 層 92 20 は 窒化 シリ コン 膜 、 窒 化 酸 化 シ リコ ン 膜 若 し く 
は 酸化 窒化 シリ コン 膜 か ら 選 ば れ た 一 又は 複数 の 膜 を 積層 し て 形成 する 。 例 えば 、SOI 
層 9 202 側 か ら 酸 化 窒化 シリ コン 膜 、 窒 化 酸 化 シ リコ ン 膜 を 積層 し て 窒素 含有 絶縁 層 9 
2 2 0 と する こと が で きる 。 接 合 層 9204 が ベー ス 基 板 9200 と 接合 を 形成 する た め 
に 設け る の に 対し 、 窒 素 含 有 絶 縁 層 9 2 2 0 は 、 可 動 イ オン や 水分 等 の 不純 物 が SOI 層 
9202 に 拡散 し て 汚染 され る こと を 防ぐ た め に 設け る こと が 好ま し い 。 

【0176】 

な お 、 こ こ で 、 酸 化 窒化 シリ コン と は 、 そ の 組成 に お いて 、 窒 素 よ り も 酸素 の 含有 量 が 
多い も の を 示し 、 例 えば 、 酸 素 が 50 原 子 % 以 上 7 0 原子 % 以 下 、 窒 素 が 0. 5 原子 % 以 
上 1 5 原子 % 以下 、 斑 素 が 25 原子 % 以 上 35 原子 % 以 下 、 水 素 が 0. 1 原子 % 以 上 1 0 
原子 % 以 下 の 範 囲 で 含ま れる も の を いう 。 ま た 、 窒 化 酸 化 シ リコ ン と は 、 そ の 組成 に お い 
て 、 酸 素 よ り も 窒素 の 含有 量 が 多い も の を 示し 、 例 えば 、 酸 素 が 5 原子 % 以 上 3 0 原子 % 
以下 、 窒素 が 2 0 原子 % 以 上 5 5 原子 % 以 下 、 理 素 が 25 原子 % 以 上 35 原子 % 以 下 、 水 
素 が 1 0 原子 % 以 上 3 0 原子 % 以 下 の 範囲 で 含ま れる も の を いう 。 但し 、 上 記 範 囲 は 、 ラ 
ザ フ ォ ー ド 後方 散乱 法 ( RBS : Rutherford Backscatteri ng 

Spectrometry) や 、 水 素 前 方 散乱 法 (HFS:Hydrogen For 
war d Scattering) を 用 いて 測定 し た 場合 の も の で ある 。 ま た 、 構 成 元素 
の 含有 比率 の 合計 は 、1 00 原 子 % を 超え な い 。 

【0177】 

図 1 3 ( B) は ベー スラ 基板 9200 に 接合 層 9204 を 設け た 構成 で ある 。 ベース 基板 
9200 と 接合 層 9204 と の 間 に は バリ ア 層 9205 が 設け られ て いる こと が 好ま し い 
。 ベー ス 基板 9 2 00 と し て 用 いら れる ガラ ス 基 板 か ら ア ルカ リ 金 属 若しくは アル カリ 土 
類 金 属 の よう な 可動 イオ ン 不 純 物 が 拡散 し て SOI 層 9202 が 汚染 され る こと を 防ぐ た 
めで ある 。 ま た 、SOI 層 9202 に は 酸化 シリ コン 膜 9221 が 形成 され て いる 。 こ の 
酸化 シリ コン 膜 9221 が 接合 層 9204 と 接合 を 形成 し 、 ベ ー ス 基板 9200 上 に SO 
| 層 を 固定 する 。 酸化 シリ コン 膜 9 22 1 は 熱 酸化 に より 形成 され た も の が 好ま し い 。 ま 
た 、 接 合 層 9204 と 同様 に TEOS を 用 いて 化学 気 相 成 長 法 に より 成 膜 し た も の を 適用 
し て も 良い 。 ま た 、 酸 化 シ リコ ン 膜 9 2 2 1 と し て ケミ カル オキ サイ ド を 適用 する こと も 
で きる 。 ケ ミカ ルオ キサ イド は 、 例 えば オゾン 含有 水 で 半導体 基板 表面 を 処理 する こと で 
形成 する こと が で きる 。 ケ ミカ ルオ キサ イド は 半導体 基板 の 表面 の 平坦 性 を 反映 し て 形成 
され る の で 好ま し い 。 


【0178】 

この よう な SOI 基板 の 製造 方 法 に つい て 図 1 4(A) 乃至 (C) と 図 15 を 参照 し て 
説明 する 。 
【0179 


図 1 4 ( A) に 示す 半導体 基板 9 2 01 は 清浄 化 さ れ て お り 、 そ の 表面 か ら 電 界 で 加速 
され た イオ ン を 所 定 の 深 さ に 導入 し 、 脆 化 層 9203 を 形成 する 。 イ オン の 照射 及び 導入 
は ベー ス 基 板 に 形成 する SOIl 層 の 厚 さ を 考慮 し て 行わ れる 。 当該 8OIl 層 の 厚 さ は 5n 
m 乃 至 500nm、 好 まし く は 10nm 有 乃至 200nm の 厚 さ と する 。 イ オン を 導入 する 
際 の 加速 電圧 は この よう な 厚 さ を 考慮 し て 、 イ オン が 半導体 基板 9 2 0 1 に 導入 され る よ 
うに する 。 脆 化 層 は 水素 、 ヘ リウ ム 若 し く は フッ 素 に 代表 され る ハロ ゲン の イオ ン を 導入 
する こと で 形成 され る 。 こ の 場合 、 一 又は 複数 の 同一 の 原子 か ら 成 る 質量 の 異な る イオ ン 
を 用 いる こと が 好ま し い 。 水素 イオ ン を 照射 する 場合 に は 、H†T、H2stT、Hs+T イ オン 
を 含ま せる と 共に 、H3s†+ イ オン の 割合 を 高め て お く こ と が 好ま し い 。 日 a エ イオ ン の 割 
合 を 高め て お く と 照射 効率 を 高め る こと が で き 、 照 射 時 間 を 短縮 する こと が で きる 。 こ の 
よう な 構成 と する こと で 、 分 離 を 容易 に 行う こと が で きる 。 

【0180】 
イオ ン を 高 ド ー ズ 条件 で 照射 する 場合 に は 、 半 導体 基板 9201 の 表面 が 粗く な っ て し 
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まう 場合 が ある 。 そ の た め イ オン が 照射 され る 表面 に 窒化 シリ コン 膜 若しくは 窒化 酸化 シ 
リコ ン 膜 な ど に より イオ ン 照 射 に 対す る 保護 膜 を 50nm 乃 至 200nm の 厚 さ で 設け て 
お いて も 良い 。 

【0181】 

次 に 、 図 1 4 (B) で 示す よう に ベー ステ 基板 と 接合 を 形成 する 面 に 接合 層 9204 と し 
て 酸化 シリ コン 膜 を 形成 する 。 酸化 シリ コン 膜 と し て は 上 述 の よう に 有機 シラ ン ガ ス を 用 
いて 化学 気 相 成長 法 に より 作製 され る 酸化 シリ コン 膜 が 好ま し い 。 その他 に 、 シ ラン ガス 
を 用 いて 化学 気 相 成 長 法 に より 作製 され る 酸化 シリ コン 膜 を 適用 する こと も で きる 。 化 学 
気 相 成 長 法 に よる 成 膜 で は 、 単 結晶 半導体 基板 に 形成 し た 脆 化 層 9203 か ら 脱 ガス が 起 

こら な い 温 度 と し て 、 例 えば 350 で 以下 の 成 膜 温度 が 適用 され る 。 ま た 、 単 結晶 若 し く 
は 多 結晶 半導体 基板 か ら SOI 層 を 分 離す る 熱処理 は 、 成 膜 温度 より も 高い 熱処理 温度 が 
適用 され る 。 

【0182】 

図 1 4(C) は ベー スラ 基板 9200 と 半導体 基板 9201 の 接合 層 9204 が 形成 され 
た 面 と を 密接 させ 、 こ の 両者 を 接合 させ る 態様 を 示す 。 接合 を 形成 する 面 は 、 十 分 に 清浄 
化し て お く 。 そし て 、 ベ ー ス 基板 9200 と 接合 層 9204 を 密着 させ る こと に より 接合 
が 形成 され る 。 こ の 接合 は ファ ン ・ デ ル ・ ワ ー ル スカ が 作用 し て お り 、 ベ ー ス 基板 920 
0 と 半導体 基板 9 2 0 1 と を 圧接 する こと で 水素 結合 に より 強固 な 接合 を 形成 する こと が 
可能 で ある 。 

【0183】 

良好 な 接合 を 形成 する た め に 、 表面 を 活性 化し て お いて も 良い 。 例 えば 、 接 合 を 形成 す 
| は イオ ン ビ ー ム を 照射 する 。 原子 ビー ム 若 し く は イオ ン 和 
利用 する 場合 に は 、 ア ル ゴ ン 等 の 不 活性 ガス 中 性 原子 ビー ム 若 し く は 不 活性 ガス イオ ン 
0 I 
よう な 表面 処理 に より 200 で て 乃至 400 で C の 温度 で あっ て も 異種 材料 間 の 接合 を 形成 す 
る こと が 容易 と な る 。 

【0184】 

ベー ステ 基板 9 200 と 半導体 基板 9 201 を 接合 層 9204 を 介し て 貼り 合わ せ た 後 は 
、 加 熱処理 又は 加 圧 処理 を 行う こと が 好ま し い 。 加熱 処理 又は 加 圧 処理 を 行う こと で 接合 
強度 を 向上 させ る こと が 可能 と な る 。 加熱 処理 の 温度 は 、 ベ ー ス 基板 9 200 の 耐熱 温度 
以下 で ある こと が 好ま し い 。 加 圧 処理 に お いて は 、 接 合 面 に 垂直 な 方 向 に 圧力 が 加わ る よ 
うに 行い 、 ベ ー ス 基板 9 200 及 び 半 導体 基板 9201 の 耐圧 性 を 考慮 し て 行う 。 
【0185】 

図 1 5 に お いて 、 ベ ベース 基板 9200 と 半導体 基板 9201 を 貼り 合わ せ た 後 、 熱 処理 
を 行い 脆 化 層 9 2 0 3 に お いて 半導体 基板 9201 を 分 離す る 。 熱 処理 の 温度 は 接合 層 9 
204 の 成 膜 温度 以上 、 ベ ー ス 基板 9200 の 面 熱 温度 以下 で 行う こと が 好ま し い 。 例え 
ば 、400 で 乃至 600 で の 熱処理 を 行う こと に より 、 脆 化 層 9203 に 形成 され た 微小 
な 空洞 の 堆積 変化 が 起こ り 、 脆 化 層 9 203 に 沿っ て 分 離 ( 臣 開 ) する こと が 可能 と な る 
。 接合 層 9 2 0 4 は ベー ス 基板 9 200 と 接合 し て いる の で 、 ベ ー ス 基板 9 200 上 に は 
半導体 基板 9201 と 同じ 結晶 性 の SOI 層 9202 が 残存 する こと と な る 。 
【0186】 

図 1 6 は ベー ス 基 板 側 に 接合 層 を 設け て SOI 層 を 形成 する 工程 を 示す 。 図 1 6(A) 
は 酸化 シリ コン 膜 9 2 2 1 が 形成 され た 半導体 基板 9201 に 電界 で 加速 され た イオ ン を 
所 定 の 深 さ に 導入 し 、 脆 化 層 9203 を 形成 する 工程 を 示し て いる 。 水素 、 ヘ リウ ム 若 し 
く は フッ 素 に 代表 され る ハロ ゲン の イオ ン の 導入 は 図 1 4 (A) の 場合 と 同様 で ある 。 半 
導体 基板 9201 の 表面 に 酸化 シリ コン 膜 9221 を 形成 し て お く こ と で イオ ン 照 射 に よ 
っ て 表面 が ダメ ー ジ を 受け 、 平坦 性 が 損なわ れる の を 防ぐ こと が で きる 。 

【0187】 

図 1 6 (B) は 、 バ リア 層 9205 及 び 接 合 層 9204 が 形成 され た ベー ス 基 板 920 

0 と 半導体 基板 9201 の 酸化 シリ コン 膜 9221 が 形成 され た 面 を 密着 させ て 接合 を 形 
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成す る 工程 を 示し て いる 。 ベース 基板 9 200 上 の 接合 層 9 204 と 半導体 基板 9201 
の 酸化 シリ コン 膜 9 22 1 を 密着 させ る こと に より 接合 が 形成 され る 。 
【0188】 

その 後 、 図 1 6(C) で 示す よう に 半導体 基板 9201 を 分 離す る 。 半 導体 基板 を 分 離 
する 熱処理 は 図 1 5 の 場合 と 同様 に し て 行う 。 こ の よう に し て 図 1 3(B) で 示す SOI 
基板 を 得る こと が で きる 。 

【0189】 

この よう に 、 本 形態 に よれ ば 、 ガ ラス 基板 等 の 耐熱 温度 が 7 00 C 以 下 の ベ ー ス 基板 9 
2 00 で で あっ て も 接合 部 の 接着 力 が 強固 な SOI 層 9202 を 得る こと が で きる 。 ベー 
ス 基 板 9 2 00 と し て 、 ア ルミ ノシ リ ケ ー ト ガラ ス 、 ア ルミ ノ ホ ウケ イ 酸 ガラ ス 、 バ リウ 
ム ホ ウケ イ 酸 ガラ ス の 如き 無 ア ルカ リガ ラス と 呼ば れる 電子 工業 用 に 使わ れる 各種 ガラ ス 
基板 を 適用 する こと が 可能 と な る 。 すなわち 、 一 辺 が 1 メー トル を 超え る 基板 上 に 単 結晶 
半導体 層 を 形成 する こと が で きる 。 こ の よう な 大 面積 基板 を 使っ て 液晶 ディ スプ レイ の よ 
うな 表示 装置 の みな ら ず 、 半 導体 集積 回 路 を 製造 する こと が で きる 。 

【0190】 

な お 、 半 導体 層 の 製造 方 法 、 配 置 方 法 は 、 こ れ に 限定 され な い 。 ア モル ファ スシ リコ ン 
を CVD 法 な ど に よっ て 、 絶 縁 基板 に 成 膜 し 、 レ ー ザ ー( 線 状 レ レー ザー、 連続 固 体 発振 レ 
ー ザ ー な ど ) を 照射 する こと 、 ま た は 、 熱 を 加え る こと な ど に より 、 そ の アモ ルフ ァ ス シ 
リコ ン を 結晶 化す る こと に より 、 多 結晶 シリ コン や 往 結 晶 シ リコ ン を 製造 する こと も 可能 
で ある 。 

【0191 】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 様 々 な 図 を 用 いて 述べ て きた が 、 各 々 の 図 で 述べ た 内 容 
( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) に 対し て 、 適 用 、 組 み 合 わせ 

又は 置き 換え な ど を 自由 に 行う こと が 出来 る 。 さらに 、 こ れ ま で に 述べ た 図 に お いて 、 
各々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る 
こと が 出来 る 。 

【0192】 

同様 に 、 本 実施 の 形態 の 各々 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 実施 の 形態 の 
図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) に 対し て 、 適 用 、 組 み 合わ せ 、 又 は 置き 換え な ど を 自由 
に 行う こと が 出来 る 。 さ ら に 、 本 実施 の 形態 の 図 に お いて 、 各 々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 実 
施 の 形態 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る こと が 出来 る 。 
な お 、 本 実施 の 形態 は 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) を 、 具 現 化 し た 場 
合 の 一 例 、 少 し 変形 し た 場合 の 一 例 、 一 部 を 変更 し た 場合 の 一 例 、 改 良し た 場合 の 一 例 、 
詳細 に 述べ た 場合 の 一 例 、 応 用 し た 場合 の 一 例 、 関 連 が ある 部 分 に つい て の 一 例 な ど を 示 
し て いる 。 し た が っ て 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 は 、 本 実施 の 形態 へ の 適用 、 組 み 合 
わせ 、 又 は 置き 換え を 自由 に 行う こと が で きる 。 

【0193】 
( 第 3 の 実施 の 形態 ) 

本 実施 の 形態 に お いて は 、 液 晶 パ ネル の 周辺 部 に つい て 説明 する 。 
【0194】 

図 1 7 は 、 エ ッ ジ ライ ト 式 と 呼ば れる バッ クラ イト ユニ ッ ト 5201 と 、 液 晶 パ ネル 5 
207 と を 有 し て いる 液晶 表示 装置 の 一 例 を 示す 。 エ ッ ジ ライ ト 式 と は 、 バ ッ ク ラ イト っ ユ 
ッ ト の 端 部 に 光源 を 配置 し 、 そ の 光源 の 蛍光 を 発光 面 全 体 か ら 放 射す る 方 式 で ある 。 エ 
ジラ イト 式 の バッ クラ イト ユニ ッ ト は 、 薄 型 で 省 電 力 化 を 図る こと が で きる 。 
0195】 
バッ クラ イト ユニ ッ ト 5201 は 、 拡 散 板 5202、 導 光板 5203、 反 射 板 5204 
、 ラ ンプ リフ レク タ 5205 及 び 光 源 5206 に よっ て 構成 され る 。 

【0196】 

光源 5 2 0 6 は 必要 に 応じ て 発光 する 機能 を 有 し て いる 。 例え ば 、 光 源 5206 と し て 

は 冷 陰極 管 、 熱 際 極 管 、 発 光 ダ イオ ー ド 、 無 機 EL 又は 有機 EL な ど が 用 いら れる 。 
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【0197j 
図 18(A) 、(B) 、(C) 及び (D) は 、 エ ッッ ジラ イト 式 の バッ クラ イト ユニ ッ ト 


の 詳細 な 構成 を 示す 図 で ある 。 な お 、 拡 散 板 、 導 光板 及び 反射 板 な ど は その 説明 を 省略 す 
る 。 
【0198 


図 1 8(A) に 示す バッ クラ イト ユニ ッ ト 521 1 は 、 光 源 と し て 冷 陰 極 管 5213 を 


用 いた 構成 で ある 。 そし て 、 冷 陰極 管 52 1 3 か ら の 光 を 効率 よく 反射 させ る た め 、 ラ ン 
プリ フレ クタ 5212 が 設け られ て いる 。 こ の よう な 構成 は 、 冷 陰極 管 か ら の 輝度 の 強度 
の た め 、 大 型 表 示 装 置 に 用 いる こと が 多い 。 


【0199】 

図 1 8 ( B) に 示す バッ クラ イト ユニ ッ ト 5221 は 、 光 源 と し て 発光 ダイ オー ド (L 
ED) 5223 を 用 いた 構成 で ある 。 例 えば 、 白 色 に 発する 発光 ダイ オー ド (LED) 5 
223 は 所 定 の 間隔 に 配置 され る 。 そ し て 、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5223 か ら の 光 
を 効率 よく 反射 させ る た め 、 ラ ンプ リフ レク タ 5222 が 設け られ て いる 。 

【0200】 

図 1 8(C) に 示す バッ クラ イト ユニ ッ ト 5231 は 、 光 源 と し て 各色 RGB の 発光 ダ 
イオ ー ド (LED) 5233、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5234、 発 光 ダ イオ ー ド (し L 
ED) 5235 を 用 いた 構成 で ある 。 各 色 RGB の 発光 ダイ オー ド (LED) 5233、 
発光 ダイ オー ド (LED) 5234、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5235 は 、 そ れ ぞ れ 所 
定 の 間隔 に 配置 され る 。 各色 RGB の 発光 ダイ オー ド (LED) 5233、 発 光 ダ イオ ー 
ドド (LED) 5234、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5235 を 用 いる こと に よっ て 、 色 再 
現 性 を 高く する こと が で きる 。 そ し て 、 発 光 ダ イオ ー ド か ら の 光 を 効率 よく 反射 させ る た 
め 、 ラ ンプ リフ レク タ 5232 が 設け られ て いる 。 

【02011】 

図 1 8(D) に 示す バッ クラ イト ユニ ッ ト 5241 は 、 光 源 と し て 各色 RGB の 発光 ダ 
オー ド (LED) 5243、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5244、 発 光 ダ イオ ー ド (L 
D) 5245 を 用 いた 構成 で ある 。 例 えば 、 各 色 RGB の 発光 ダイ オー ド (LED) 5 
43、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5244、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5245 の うち 
発光 強度 の 低い 色 ( 例え ば 緑 ) は 複数 配置 され て いる 。 各色 RGB の 発光 ダイ オー ド (L 
ED) 5243、 発 光 ダ イオ ー ド (LED) 5244、 発 光 ダ イオ ー ド (LED)524 
5 を 用 いる こと に よっ て 、 色 再現 性 を 高く する こと が で きる 。 そ し て 、 発 光 ダ イオ ー ド か 
ら の 光 を 効率 よく 反射 させ る た め 、 ラ ンプ リフ レク タ 5242 が 設け られ て いる 。 
【0202】 

図 2 1 は 、 直 下 型 と 呼ば れる バッ クラ イト ユニ ッ ト と 、 液 晶 パ ネル と を 有する 液晶 表示 
装置 の 一 例 を 示す 。 直下 式 と は 、 発 光 面 の 直下 に 光源 を 配置 する こと で 、 そ の 光源 の 蛍光 
を 発光 面 生 体 か ら 放 射す る 方 式 で ある 。 直下 式 の バッ クラ イト ユニ ッ ト は 、 人 発光 光量 を 効 
率 よ く 利 用 する こと が で きる 。 

【0203】 

バッ クラ イト ユニ ッ ト 5290 は 、 拡 散 板 5291、 遮 光板 5292、 ラ ンプ リフ レク 
タ 5293、 光 源 5294 及 び 液 晶 パ ネル 5295 に よっ て 構成 され る 。 

【0204]】 

光源 5 2 9 4 は 、 必 要 に 応じ て 発光 する 機能 を 有 し て いる 。 例え ば 、 光 源 5 2 9 4 と し 
て は 、 冷 陰極 管 、 熱 陰極 管 、 発 光 ダ イオ ー ド 、 無 機 EL 又は 有機 EL な ど が 用 いら れる 。 
【0205】 

図 1 9 は 、 偏 光板 ( 偏光 フィ ルム と も いう ) の 構成 の 一 例 を 示す 図 で ある 。 
【0206】 

偏光 フィ ルム 5250 は 、 保 護 フ ィ ル ム 5251、 基 板 フ ィ ル ム 5252、PVA 偏 光 
フィ ルム 5253、 基 板 フ ィ ル ム 5254、 粘 着 剤 層 5255 及 び 離 型 フ ィ ル ム 5256 
を 有する 。 

【0207】 
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PVA 偏 光 フ ィ ルム 5253 は 、 両 側 を 基 材 と な る フィ ルム (基板 フィ ルム 5252 及 
び 基 板 フ ィ ル ム 5254) で 挟む こと で 、 信 頼 性 を 増す こと が で きる 。 な お 、PVA 偏 光 
フィ ルム 5253 は 、 高 透明 性 、 高 耐久 性 の トリ アセ チル ロー ス (TAC) フィ ルム に よ 
っ て 挟ま れ て いて も よい 。 な お 、 基 板 フ ィ ル ム 及 び TAC フ ィ ル ム は 、PVA 偏 光 フ ィ ル 
ム 5 25 3 が 有する 偏光 子 の 保護 層 と し て 機能 する 。 

【0208】 

一 方 の 基板 フィ ルム (基板 フィ ルム 5254) に は 、 液 晶 パ ネル の ガラ ス 基 板 に 貼る た 
め の 粘 着 剤 層 5 2 55 が 設け られ て いる 。 な お 、 粘 着 剤 層 5255 は 、 粘 着 剤 を 片側 の 基 
板 フ ィ ル ム ( 基板 フィ ルム 5254) に 塗布 する こと で 形成 され る 。 粘着 剤 層 5 255 に 
は 、 離 型 フ ィ ル ム 5256( セ パレ ー ト フィ ルム ) が 備え られ て いる 。 

【0209】 

他方 の 基板 フィ ルム (基板 フィ ルム 5252) に は 、 保 護 フ ィ ル ム 5251 が 備え られ 
て いる 。 

【0210】 

な お 、 偏 光 フ ィ ルム 5250 表 面 に 、 ハ ー ド コー ト 散 乱 層 ( アンチグレア 層 ) が 備え ら 
れ て いて も よい 。 ハー ドコ ー ト 散乱 層 は 、AG 処 理 に よっ て 表面 に 微細 な 凹凸 が 形成 され 
て お り 、 外 光 を 散乱 させ る 防 上 機能 を 有する た め 、 液 晶 パ ネル へ の 外 光 の 映り 込み を 防ぐ 
こと が で きる 。 表面 反射 を 防ぐ こと が で きる 。 

【0211】 

な お 、 人 偏光 フィ ルム 5250 表 面 に 、 複 数 の 屈折 率 の 異な る 光学 薄膜 層 を 多層 化 ( アン 
チリ フレ クシ ョ ン 処 理 、 若 し く は AR 処理 と も いう ) し て も よい 。 多層 化 さ れ た 複数 の 屈 
折 率 の こと な る 光学 薄膜 層 は 、 光 の 和 干渉 効果 に よっ て 表面 の 反射 率 を 低減 する こと が で き 
る 。 

【0212】 

図 2 0 は 、 液 晶 表示 装置 の シス テム ブロ ッ ク の 一 例 を 示す 図 で ある 。 
【0213】 

画素 部 5 2 6 5 に は 、 信 号線 5269 が 信号 線 駆動 回 路 5263 か ら 延 伸 し て 配置 され 
て いる 。 画素 部 52 6 5 に は 、 走 査 線 5 2 6 0 が 走査 線 駆動 回 路 5264 か ら 延 伸 し て 配 
置 さ れ て いる 。 そ し て 、 信 号線 5 269 と 走査 線 5260 と の 交差 領域 に 、 複 数 の 画素 が 
マト リク ス 状 に 配置 され て いる 。 な お 、 複 数 の 画素 それ ぞ れ は スイ ッ チ ング 素子 を 有 し て 
いる 。 し た が っ て 、 複 数 の 画素 それ ぞ れ に 液晶 分 子 の 傾き を 制御 する た め の 電 圧 を 独立 し 
て 入力 する こと が で きる 。 こ の よう に 各 交 差 領域 に スイ ッ チ ング 素子 が 設け られ た 構造 を 
アク ティ ブ マ トリ クス 型 と 呼ぶ 。 た だ し 、 こ の よう な アク ティ ブ マ トリ クス 型 に 限定 され 
、 パ ッ シ ブ マト リク ス 型 の 構成 で も よい 。 パッ シブ マト リク ス 型 は 、 各 画素 に スイ ッ チ 
グ 素 子 が な いた め 、 工 程 が 簡便 で ある 。 

021 4】 

駆動 回 路 部 5268 は 、 制 御 回 路 5262、 信 号線 駆動 回 路 5263 及 び 走 査 線 駆 動 回 
路 5 2 6 4 を 有する 。 制 御 回 路 5 2 6 2 に は 映像 信号 52 6 1 が 入力 され て いる 。 制御 回 
路 5 2 6 2 は 、 こ の 映像 信号 52 6 1 に 応じ て 、 信 号線 駆動 回 路 5263 及 び 走 査 線 駆動 
回 路 5264 を 制御 する 。 そ の た め 、 制 御 回 路 5262 は 、 信 号線 駆動 回 路 5263 及び 
走査 線 駆 動 回 路 5 2 6 4 に 、 そ れ ぞ れ 制 御 信号 を 入力 する 。 そ し て 、 こ の 制御 信号 に 応じ 
て 、 信 号線 駆動 回 路 5 2 6 3 は ビデ オ 信 号 を 信号 線 5 2 6 9 に 入力 し 、 走 査 線 駆 動 回 路 5 
2 6 4 は 走査 信号 を 走査 線 5260 に 入力 する 。 そ し て 、 画 素 が 有する スイ ッ チ ング 素子 
が 走査 信号 に 応じ て 選択 され 、 画 素 の 画素 電極 に ビデ オ 信 号 が 入力 され る 。 

【0215】 

な お 、 制 御 回 路 5 2 6 2 は 、 映 像 信号 5261 に 応じ て 電源 5267 も 制御 し て いる 。 
電源 5 2 6 7 は 、 照 明 手 段 5 ら 2 66 へ 電力 を 供給 する 手段 を 有 し て いる 。 照明 手段 526 
6 と し て は 、 エ ッ ジ ライ ト 式 の バッ クラ イト ユニ ッ ト 、 又 は 直下 型 の バッ クラ イト ユニ ッ 
ト を 用 いる こと が で きる 。 た だ し 、 照 明 手 段 5266 と し て は 、 フ ロン トラ イト を 用 いて 
も よい 。 フ ロン トラ イト と は 、 画 素 部 の 前 面 側 に 取り つけ 、 全 体 を 照ら す 発 光 体 及 び 導 光 


一 Vv 


10 


20 


30 


40 


50 


(33) JP 2023-123532A 2023.9.5 


体 で 構成 され た 板 状 の ライ ト ユ ニッ ト で ある 。 こ の よう な 照明 手段 に より 、 低 消費 電力 で 
均等 に 画素 部 を 照ら すこ と が で きる 。 
【0216】 

図 2 0 ( B ) に 示す よう に 走査 線 駆動 回 路 5264 は 、 シ フト レジ スタ 5271、 レ ベ 
ル シ フ タ 5272、 バ ッ フ ァ 5273 と し て 機能 する 回 路 を 有する 。 シ フト レジ スタ 5 2 
7 1 に は ゲー トス ター ト パ ル ス (GSP) 、 ゲ ー ト クロ ッ ク 信 号 (GCK) 等 の 信号 が 入 
力 さ れる 。 

【0217】 

図 2 0(C) に 示す よう に 信号 線 駆動 回 路 5263 は 、 シ フト レジ スタ 5281 、 第 1 
の ラッ チ 5282、 第 2 の ラッ チ 5283、 レ ベル シフ タ 5284、 バ ッ フ ァ 5285 と 
し て 機能 する 回 路 を 有する 。 バ ッ フ ァ 5285 と し て 機能 する 回 路 と は 、 弱 い 信 号 を 増幅 
させ る 機能 を 有する 回 路 で あり 、 オ ペア ンプ 等 を 有する 。 レ ベル シフ タ 5284 に は 、 ス 
ター ト パル ス (SSP) 等 の 信号 が 、 第 1 の ラッ チ 5282 に は ビデ オ 信 号 等 の デー タ ( 
DATA) が 入力 され る 。 第 2 の ラッ チ 5283 に は ラッ チ (LAT) 信号 を 一 時 保持 す 
る こと が で き 、 一 斉 に 画素 部 5265 へ 入力 させ る 。 こ れ を 線 順次 駆動 と 呼ぶ 。 そ の た め 

線 順次 駆動 で は な く 、 点 順次 駆動 を 行う 画素 で あれ ば 、 第 2 の ラッ チ は 不要 と する こと 
が で きる 。 

【0218】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 液 晶 パ ネル は 、 様 々 な も の を 用 いる こと が で きる 。 例え 
ば 、 液晶 パネ ル と し て 、2 つ の 基板 の 間 に 液 晶 層 が 封 止 さ れ た 構成 を 用 いる こと が で きる 
。 一 方 の 基板 上 に は 、 ト ラン ジス タ 、 容量 素子 、 画 素 電 極 又 は 配向 膜 な ど が 形成 され て い 
る 。 な お 、 一 方 の 基板 の 上 面 と 反対 側 に は 、 偏 光板 、 位 相差 板 又 は プリ ズム シー ト が 配置 
され て いて も よい 。 他 方 の 基板 上 に は 、 カ ラー フィ ル タ 、 ブ ラッ クマ トリ クス 、 対 向 電極 
又は 配向 膜 な ど が 形成 され て いる 。 な お 、 他 方 の 基板 の 上 面 と 反対 側 に は 、 偏 光板 又は 位 
相差 板 が 配置 され て いて も よい 。 な お 、 カ ラー フィ ル タ 及 び ブ ラッ クマ トリ クス は 、 一 方 
の 基板 の 上 面 に 形成 され て も よい 。 な お 、 一 方 の 基板 の 上 面 側 又は その 反対 側 に スリ ッ ト 
( 格子 ) を 配置 する こと で 、3 次元 表示 を 行う こと が で きる 。 

【0219】 

な お 、 偏 光板 、 位 相差 板 及 び プ リズ ムシ ー ト を それ ぞ で れ 、2 つ の 基板 の 間 に 配 置 す る こ 
と が 可能 で ある 。 あ る い は 、2 つ の 基板 の うち の いずれ か と 一 体 と する こと が 可能 で ある 
【0220】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 様 々 な 図 を 用 いて 述べ て きた が 、 各 々 の 図 で 述べ た 内 容 
( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) に 対し て 、 適 用 、 組 み 合 わせ 

又は 置き 換え な ど を 自由 に 行う こと が 出来 る 。 さらに 、 こ れ ま で に 述べ た 図 に お いて 、 
各々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る 
こと が 出来 る 。 

【0221】 

同様 に 、 本 実施 の 形態 の 各々 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 実施 の 形態 の 
で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) 対し て 、 適 用 、 組 み 合わ せ 、 又 は 置き 換え な ど を 自由 に 
うこ と が 出来 る 。 さ ら に 、 本 実施 の 形態 の 図 に お いて 、 各 々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 実施 
形態 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る こと が 出来 る 。 
0222】 

な お 、 本 実施 の 形態 は 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) を 、 具 現 化 し た 
場合 の 一 例 、 少 し 変形 し た 場合 の 一 例 、 一 部 を 変更 し た 場合 の 一 例 、 改 良し た 場合 の 一 例 

詳細 に 述べ た 場合 の 一 例 、 応 用 し た 場合 の 一 例 、 関 連 が ある 部 分 に つい て の 一 例 な ど を 
示し て いる 。 し た が っ て 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 は 、 本 実施 の 形態 へ の 適用 、 組 み 
合わ せ 、 又は 置き 換え を 自由 に 行う こと が で きる 。 

【0223】 
( 第 4 の 実施 の 形態 ) 
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本 実施 の 形態 に お いて は 、 液 晶 表示 装置 に 適用 で きる 画素 の 構成 及び 画素 の 動作 に つい 
て 説明 する 。 
【0224】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 液 晶 の 動作 モー ド と し て 、TN(Twi sted Ne 


mat ic ) モー ド 、| PS (|n-Pl ane-Swi tching) モ ー ド 、FFS 
(Fr inge Fi e | d Swi t chi ng ) モー ド 、MVA(Mul ti - do 
mai n Vertical Al i gnment ) モー ド 、PVA(Patterne 
d _ Ver ti cal Al i gnment ) モー ド 、ASM(Axial ly Sym 
metric al igned Miocro-cel | ) モー ド 、OCB(Opti ca 
| Compensated Birefringence) モー ド 、FLC(Ferr 
oel ectri c Li qui d _ Crystal ) モー ド 、AFLC(Anti Fe 
rroel ectri cc Ligqguid Crystal ) モー ド な ど を 用 いる こと が で 
きる 。 

【0225】 


図 2 2 ( A ) は 、 液 晶 表示 装置 に 適用 で きる 画素 構成 の 一 例 を 示す 図 で ある 。 
0226】 

画素 56 00 は 、 ト ラン ジス タ 5601 、 液 晶 素子 ほ 5602 及 び 容 量 素子 ほ 5603 を 有 
し て いる 。 ト ラン ジス タ 5601 の ゲー ト は 配線 5605 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス 
タ 5601 の 第 1 端子 は 配線 5604 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス タ 5601 の 第 2 端 
子 は 液晶 素子 5 6 0 2 の 第 1 電極 及び 容量 素子 ほ 5603 の 第 1 電極 に 接続 され る 。 液晶 素 
子 5602 の 第 2 電極 は 対向 電極 5607 に 相当 する 。 容量 素子 5603 の 第 2 の 電極 が 
配線 5606 に 接続 され て いる 。 

【0227】 

配線 5 6 04 は 、 信 号線 と し て 機能 する 。 配線 5 6 0 5 は 走査 線 と し て 機能 する 。 配線 
5606 は 容量 線 と し て 機能 する 。 ト ラン ジス タ 5601 は 、 ス イッ チ と し て 機能 する 。 
容量 素子 5603 は 、 保 持 容量 と し て 機能 する 。 

【0228】 

トラ ンジ スタ 5601 は スイ ッ チ と し て 機能 すれ ば よく 、 ト ラン ジス タ 5601 の 極性 
は P チ ャ ネル 型 で も よい し 、N チ ャ ネル 型 で も よい 。 

【0229】 

図 2 2 ( B) は 、 液 晶 表示 装置 に 適用 で きる 画素 構成 の 一 例 を 示す 図 で ある 。 特に 、 図 
22(B) は 、 横 電界 モー ド (1| PS モー ド 、FFS モ ー ド を 含む ) に 適し た 液晶 表示 装 
置 に 適用 で きる 画素 構成 の 一 例 を 示す 図 で ある 。 

【0230】 

画素 5 6 1 0 は 、 ト ラン ジス タ 561 1 、 液 晶 素子 56 1 2 及び 容量 素子 5613 を 有 
し て いる 。 ト ラン ジス タ 56 1 1 の ゲー ト は 配線 561 5 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス 
タ 561 1 の 第 1 端子 は 配線 56 1 4 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス タ 561 1 の 第 2 端 
子 は 液晶 素子 56 1 2 の 第 1 電極 及び 容量 素子 56 1 3 の 第 1 電極 に 接続 され る 。 液晶 素 
子 56 1 2 の 第 2 電極 は 配線 5 6 1 6 と 接続 され て いる 。 容量 素子 5613 の 第 2 の 電極 
が 配線 5 6 1 6 に 接続 され て いる 。 

【02311 

配線 5 6 1 4 は 、 信 号線 と し て 機能 する 。 配線 5 6 1 5 は 走査 線 と し て 機能 する 。 配線 
5616 は 容量 線 と し て 機能 する 。 ト ラン ジス タ 56 1 1 は 、 ス イッ チ と し て 機能 する 。 
容量 素子 56 1 3 は 、 保 持 容量 と し て 機能 する 。 

0232】 

トラ ンジ スタ 56 1 1 は スイ ッ チ と し て 機能 すれ ば よく 、 ト ラン ジス タ 561 1 の 極性 
P 

0 


と で 


チャ ネル 型 で も よい し 、N チ ャ ネル 型 で も よい 。 

233 

図 23 は 、 液 晶 表示 装置 に 適用 で きる 画素 構成 の 一 例 を 示す 図 で ある 。 特に 、 図 2 3 は 
配線 数 を 減ら し て 画素 の 開口 率 を 大 きく で きる 画素 構成 の 一 例 で ある 。 
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【0234】 

図 2 3 は 、 同 じ 列 方 向 に 配置 され た 二 つ の 画素 ( 画素 56 20 及 び 画 素 5630) を 示 
す 。 例え ば 、 画 素 5 6 20 が N 行 目 に 配置 され て いる 場合 、 画 素 5630 は N+1 行 目 に 
配置 され て いる 。 

【0235】 

画素 5 6 20 は 、 ト ラン ジス タ 5621 、 液 晶 素 子 ほ 5622 及 び 容 量 素 子 ほ 5623 を 有 
し て いる 。 ト ラン ジス タ 562 1 の ゲー ト は 配線 5625 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス 
タ 5621 の 第 1 端子 は 配線 5624 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス タ 5621 の 第 2 端 
子 は 液晶 素子 ほ 56 22 の 第 1 電極 及び 容量 素子 5623 の 第 1 電極 に 接続 され る 。 液晶 素 
子 5622 の 第 2 電極 は 対向 電極 5627 に 相当 する 。 容量 素子 5 ら 623 の 第 2 電極 は 、 
前 行 の トラ ンジ スタ の ゲー ト と 同じ 配線 に 接続 され て いる 。 

【0236】 

画素 5630 は 、 ト ラン ジス タ 5631 、 液 晶 素子 ほ 5632 及 び 容 量 素子 ほ 5633 を 有 
し て いる 。 ト ラン ジス タ 563 1 の ゲー ト は 配線 5635 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス 
タ 5631 の 第 1 端子 は 配線 5624 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス タ 563 1 の 第 2 端 
子 は 液晶 素子 ほ 5632 の 第 1 電極 及び 容量 素子 ほ 5633 の 第 1 電極 に 接続 され る 。 液晶 素 
子 5632 の 第 2 電極 は 対向 電極 5637 に 相当 する 。 容量 素子 5 ら 633 の 第 2 電極 は 、 
前 行 の トラ ンジ スタ の ゲー ト と 同じ 配線 (配線 5625) に 接続 され て いる 。 
【0237】 

配線 5 6 2 4 は 、 信 号線 と し て 機能 する 。 配線 56 25 は N 行 目 の 走 査 線 と し て 機能 
る 。 そ し て 、 配 線 5625 は N 十 1 段 目 の 容 量 線 と し て も 機能 する 。 ト ラン ジス タ 56 2 
1 は 、 ス イッ チ と し て 機能 する 。 容量 素子 5623 は 、 保 持 容量 と し て 機能 する 。 
【0238】 

配線 56 3 5 は N 十 1 行 目 の 走査 線 と し て 機能 する 。 そ し て 、 配 線 5635 は N 十 2 段 
目 の 容 量 線 と し て も 機能 する 。 ト ラン ジス タ 563 1 は 、 ス イッ チ と し て 機能 する 。 容量 
素子 5633 は 、 保 持 容量 と し て 機能 する 。 

【0239】 

トラ ンジ スタ 5621 及び トラ ンジ スタ 5631 は スイ ッ チ と し て 機能 すれ ば よく 、 ト 
ンジ スタ 5621 の 極性 及び トラ ンジ スタ 5631 の 極性 は P チ ャ ネル 型 で も よい し 、 
チャ ネル 型 で も よい 。 

0240】 

図 2 4 は 、 液晶 表示 装置 に 適用 で きる 画素 構成 の 一 例 を 示す 図 で ある 。 特に 、 図 2 4 は 
サブ 画素 を 用 いる こと で 視野 角 を 向上 で きる 画素 構成 の 一 例 で ある 。 

【0241】 

画素 56 5 9 は 、 サ ブ 画 素 5 6 4 0 と サブ 画素 5650 を 有 し て いる 。 画素 5 65 9 が 
2 つの サブ 画素 を 有 し て いる 場合 に つい て 説明 する が 、 画 素 5659 は 3 つ 以 上 の サブ 画 
素 を 有 し て いて も よい 。 

【0242】 

サブ 画素 56 4 0 は 、 ト ラン ジス タ 5641 、 液 晶 素子 5642 及 び 容 量 素子 564 
を 有 し て いる 。 ト ラン ジス タ 5641 の ゲー ト は 配線 5645 に 接続 され て いる 。 ト ラン 
ジス タ 5641 の 第 1 端子 は 配線 56 4 4 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス タ 5641 の 第 
2 端子 は 液晶 素子 56 4 2 の 第 1 電極 及び 容量 素子 ほ 5643 の 第 1 電極 に 接続 され る 。 液 
晶 素 子 5 6 4 2 の 第 2 電極 は 対向 電極 5647 に 相当 する 。 容量 素子 5643 の 第 2 の 電 
極 が 配線 56 4 6 に 接続 され て いる 。 

【0243】 

サブ 画素 56 50 は 、 ト ラン ジス タ 5651 、 液 晶 素子 5652 及 び 容 量 素子 5653 
を 有 し て いる 。 ト ラン ジス タ 56 51 の ゲー ト は 配線 5655 に 接続 され て いる 。 ト ラン 
ジス タ 5651 の 第 1 端子 は 配線 56 4 4 に 接続 され て いる 。 ト ラン ジス タ 5651 の 第 
2 端子 は 液晶 素子 5652 の 第 1 電極 及び 容量 素子 ほ 5653 の 第 1 電極 に 接続 され る 。 液 
唱 素 子 5 ら 6 52 の 第 2 電極 は 対向 電極 5657 に 相当 する 。 容量 素子 ほ 5653 の 第 2 の 電 
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極 が 配線 56 4 6 に 接続 され て いる 。 
【0244】 

配線 5 6 4 4 は 、 信 号線 と し て 機能 する 。 配線 5 6 4 5 は 走査 線 と し て 機能 する 。 配線 
5655 は 信号 線 と し て 機能 する 。 配線 56 4 6 は 容量 線 と し て 機能 する 。 ト ラン ジス タ 
564 1 は 、 ス イッ チ と し て 機能 する 。 ト ラン ジス タ 5651 は 、 ス イッ チ と し て 機能 
る 。 容量 素子 ほ 56 43 は 、 保 持 容量 と し て 機能 する 。 容量 素子 5653 は 、 保 持 容量 と し 
て 機能 する 。 

【0245】 

トラ ンジ スタ 564 1 は スイ ッ チ と し て 機能 すれ ば よく 、 ト ラン ジス タ 5641 の 極性 
は P チ ャ ネル 型 で も よい し 、N チ ャ ネル 型 で も よい 。 ト ラン ジス タ 5651 は スイ ッ チ と 
し て 機能 すれ ば よく 、 ト ラン ジス タ 5651 の 極性 は P チ ャ ネル 型 で も よい し 、N チ ャ ネ 
ル 型 で も よい 。 

【0246】 

サブ 画素 5 6 4 0 に 入力 する ビデ オ 信 号 は 、 サ プ 画 素 5 6 50 に 入力 する ビデ オ 信 号 と 
異な る 値 と し て も よい 。 こ の 場合 、 液 晶 素子 5642 の 液晶 分 子 の 配向 を 液晶 素子 56 5 
2 の 液晶 分 子 の 配向 と 異な ら せ る こと が で きる た め 、 視 野 角 を 広く する こと が で きる 。 
【0247】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 様 々 な 図 を 用 いて 述べ て きた が 、 各 々 の 図 で 述べ た 内 容 
( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) に 対し て 、 適 用 、 組 み 合 わせ 
、 又 は 置き 換え な ど を 自由 に 行う こと が 出来 る 。 さら に 、 こ れ ま で に 述べ た 図 に お いて 、 
各々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る 
こと が 出来 る 。 

【0248】 

同様 に 、 本 実施 の 形態 の 各々 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 実施 の 形態 の 
で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) 対し て 、 適 用 、 組 み 合わ せ 、 又 は 置き 換え な ど を 自由 に 
うこ と が 出来 る 。 さ ら に 、 本 実施 の 形態 の 図 に お いて 、 各 々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 実施 
形態 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る こと が 出来 る 。 
0249】 

な お 、 本 実施 の 形態 は 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) 在 、 具 现 化 L 大 
合 の 一 例 、 少 し 変形 し た 場合 の 一 例 、 一 部 を 変更 し た 場合 の 一 例 、 改 良し た 場合 の 一 例 
詳細 に 述べ た 場合 の 一 例 、 応 用 し た 場合 の 一 例 、 関 連 が ある 部 分 に つい て の 一 例 な ど を 
示し て いる 。 し た が っ て 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 は 、 本 実施 の 形態 へ の 適用 、 組 み 
合わ せ 、 又は 置き 換え を 自由 に 行う こと が で きる 。 

【0250】 

( 第 5 の 実施 の 形態 ) 

本 実施 の 形態 に お いて は 、 表 示 装 置 の 画素 構造 に つい て 説明 する 。 特に 、 有 機 EL 素子 
を 用 いた 表示 装置 の 画素 構造 に つい て 説明 する 。 

【0251】 

図 2 5 ( A) は 、1 つの 画素 に 2 つの ト 
図 ) の 一 例 で ある 。 図 2 5 (B) は 、 図 2 
で ある 。 

【0252】 

図 2 5 ( A) は 、 第 1 の トラ ンジ スタ 6005、 第 1 の 配線 6006、 第 2 の 配線 60 
07 、 第 2 の トラ ンジ スタ 6008、 第 3 の 配線 601 1 、 対 向 電極 601 2、 コ ン デ ン 
サ 6013 、 画 素 電極 6 015、 隔 壁 6016、 有 機 導 電 体 膜 6017、 有 機 薄膜 60O1 
8 及び 基板 6 01 9 を 示し て いる 。 な お 、 第 1 の トラ ンジ スタ 6005 は スイ ッ チ ング 用 
トラ ンジ スタ と し て 、 第 1 の 配線 6 006 は ゲー ト 信 号線 と し て 、 第 2 の 配線 6 007 は 
ソー ス 信 号線 と し て 、 第 2 の トラ ンジ スタ 6008 は 駆動 用 トラ ンジ スタ と し て 、 第 3 の 
配線 6 0 1 1 は 電流 供給 線 と し て 、 そ れ ぞ れ 用 いら れる の が 好適 で ある 。 

【0253】 


ズーS 営 図 
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第 1 の トラ ンジ スタ 6005 の ゲー ト 電 極 は 、 第 1 の 配線 6006 と 電気 的 に 接続 され 

第 1 の トラ ンジ スタ 6005 の ソー ス 電 極 及 び ド レイ ン 電 極 の 一 方 は 、 第 2 の 配線 6 0 
0 7 と 電気 的 に 接続 され 、 第 1 の トラ ンジ スタ 6005 の ソー ス 電 極 及 び ド レイ ン 電 極 の 
他方 は 、 第 2 の トラ ンジ スタ 6 008 の ゲー ト 電 極 及 び コ ン デ ン サ 601 3 の 一 方 の 電極 
と 電気 的 に 接続 され て いる 。 な お 、 1 の トラ ンジ スタ 6005 の ゲー ト 電 極 は 、 複 数 の 
ゲー ト 電極 に よっ て 構成 され て いる 。 こ うす る こと で 、 第 1 の トラ ンジ スタ 6005 の オ 
フ 状 態 に お ける リー ク 電 流 を 低減 する こと が で きる 。 
【0254】 

第 2 の トラ ンジ スタ 6008 の ソー ス 電 極 及 び ド レイ ン 電 極 の 一 方 は 、 第 3 の 配線 6 0 
1 1 と 電気 的 に 接続 され 、 第 2 の トラ ンジ スタ 6008 の ソー ス 電 極 及 び ド レイ ン 電 極 の 
他方 は 、 画 素 電極 601 5 と 電気 的 に 接続 され て いる 。 こ うす る こと で 、 画 素 電極 6 01 
5 に 流れ る 電流 を 、 第 2 の トラ ンジ スタ 6008 に よっ て 制御 する こと が で きる 。 
【0255】 

画素 電極 60 1 5 上 に は 、 有機 導 電 体 膜 601 7 が 設け られ 、 さ ら に 有機 薄膜 60O18 
( 有機 化合 物 層 ) が 設け られ て いる 。 有機 薄膜 6018( 有 機 化 合 物 層 ) 上 に は 、 対 向 電 
極 6 01 2 が 設け られ て いる 。 な お 、 対 向 電極 601 2 は 、 全 て の 画素 で 共通 に 接続 され 
る よう に 、 全 体 に 形成 され て いて も よく 、 シ ャ ドー マス ク な ど を 用 いて パタ ー ン 形成 され 
て いて も よい 。 

【0256】 

有機 薄膜 6018( 有機 化合 物 層 ) か ら 発 せら れ た 光 は 、 画 素 電 極 601 5 又は 対向 電 
極 6 01 2 の うち いずれ か を 透過 し て 発せ られ る 。 

【0257】 

図 2 5 ( B) に お いて 、 画 素 電極 側 、 す な わ ち トラ ンジ スタ 等 が 形成 され て いる 側 に 光 
が 発せ られ る 場合 を 下面 放射 、 対 向 電極 側 に 光 が 発 せら れる 場合 を 上 面 放射 と 呼ぶ 。 
【0258】 

下面 放射 の 場合 、 画 素 電極 6015 は 透明 導電 膜 に よっ て 形成 され る の が 好適 で ある 。 
逆 に 、 上 面 放射 の 場合 、 対 向 電極 6 0 1 2 は 透明 導電 膜 に よっ て 形成 され る の が 好適 で あ 
る 。 

【0259】 

カラ ー 表 示 の 発光 装置 に お いて は 、R, G, B そ れ ぞ れ の 発光 色 を 持つ EL 素子 を 塗り 
分 け て も 良い し 、 単 色 の EL 素子 を 全体 に 塗り 、 カ ラー フィ ル タ に よっ て R , G, B の 発 
光 を 得る よう に し て も 良い 。 

【0260】 

な お 、 図 2 5 に 示し た 構成 は あく まで 一 例 で あり 、 画 素 レ イア ウト 、 断面 構成 EL 素 
子 の 電極 の 積層 順 等 に 関し て 、 図 2 5 に 示し た 構成 以外 に も 、 様 々 な 構成 を と る こと が で 
きる 。 ま た 、 人 発光 層 は 、 図 示し た 有機 薄膜 で 構成 され る 素子 の 他 に 、L ED の よう な 結晶 
性 の 素子 、 無 機 薄膜 で 構成 され る 素子 な ど 、 様々 な 素子 を 用 いる こと が で きる 。 
【02611】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 様 々 な 図 を 用 いて 述べ て きた が 、 各 々 の 図 で 述べ た 内 容 

一 部 で も よい ) は 、 別 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) に 対し て 、 適 用 、 組 み 合わ せ 
又は 置き 換え な ど を 自由 に 行う こと が 出来 る 。 さらに 、 こ れ ま で に 述べ た 図 に お いて 、 
各々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る 
こと が 出来 る 。 

【0262】 

同様 に 、 本 実施 の 形態 の 各々 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 実施 の 形態 の 
図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) 対し て 、 適 用 、 組 み 合わ せ 、 又 は 置き 換え な ど を 自由 に 
行う こと が 出来 る 。 さらに 、 本 実施 の 形態 の 図 に お いて 、 各 々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 実施 
の 形態 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る こと が 出来 る 。 
【0263】 

な お 、 本 実施 の 形態 は 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) を 、 具 現 化し た 
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場合 の 一 例 、 少 し 変形 し た 場合 の 一 例 、 一 部 を 変更 し た 場合 の 一 例 、 改 良し た 場合 の 一 例 
詳細 に 述べ た 場合 の 一 例 、 応 用 し た 場合 の 一 例 、 関 連 が ある 部 分 に つい て の 一 例 な ど を 
示し て いる 。 し た が っ て 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 は 、 本 実施 の 形態 へ の 適用 、 組 み 
合わ せ 、 又は 置き 換え を 自由 に 行う こと が で きる 。 
【0264】 
( 第 6 の 実施 の 形態 ) 
本 実施 の 形態 に お いて は 、 電子 機器 の 例 に つい て 説明 する 。 
【0265】 

図 2 6 は 表示 パネ ル 9601 と 、 回 路 基 板 9605 を 組み 合わ せ た 表 示 パ ネル モジ ュー 
ル を 示し て いる 。 表示 パネ ル 9601 は 画素 部 9602、 走 査 線 駆動 回 路 9603 及び 信 
号線 駆動 回 路 9604 を 有 し て いる 。 回 路 基 板 9605 に は 、 例 えば 、 コ ント ロー ル 回 路 
9 606 及 び 信 号 分 割 回 路 9607 な ど が 形成 され て いる 。 表示 パネ ル 9601 と 回 路 基 
板 9 605 と は 接続 配線 9 608 に よっ て 接続 され て いる 。 接続 配線 に は FPC 等 を 用 い 
る こと が で きる 。 

【0266】 

図 2 7 は 、 テ レビ 受像 機 の 主要 な 構成 を 示す ブロ ッ ク 図 で ある 。 チ ュー ナ 9611 は 映 
像 信号 と 音声 信号 を 受信 する 。 映像 信号 は 、 映 像 信号 増幅 回 路 9612 と 、 映 像 信号 増幅 
回 路 9 6 1 2 か ら 出 力 さ れる 信号 を 赤 、 緑 、 青 の 各色 に 対応 し た 色 信 号 に 変換 する 映像 信 
号 処理 回 路 9 6 1 3 と 、 そ の 映像 信号 を 駆動 回 路 の 入力 仕様 に 変換 する た め の コ ント ロー 
ル 回 路 9 6 2 2 に より 処理 され る 。 コ ント ロー ル 回 路 9 622 は 、 走 査 線 駆動 回 路 962 
4 と 信号 線 駆動 回 路 9 6 1 4 に それ ぞ れ 信号 を 出力 する 。 そ し て 、 走 査 線 駆 動 回 路 962 
4 と 信号 線 駆動 回 路 9 6 1 4 が 表示 パネ ル 9621 を 駆動 する 。 デ ジタル 駆動 する 場合 に 
は 、 信 号線 側 に 信号 分 割 回 路 9 6 23 を 設け 、 入 力 デ ジタル 信号 を m 個 (m は 正 の 整数 ) 
に 分 割 し て 供給 する 構成 と し て も 良い 。 

【0267】 

チュ ー ナ 9 6 1 1 で 受信 し た 信号 
れ 、 そ の 出力 は 音声 信号 処理 回 路 9 
路 9 6 1 8 は 受信 局 ( 受信 周波 数 ) 
ー ナ 9 6 1 又は 音声 信号 処理 回 路 
【0268】 

図 2 7 と は 別 の 形態 の 表示 パネ ル モ ジ ュー ル を 組み 込ん だ テレ ビ 受 像 器 に つい て 図 28 
( A) に 示す 。 図 2 8 ( A) に お いて 、 人 筐 体 9 63 1 内 に 収め られ た 表示 画面 9 632 は 

表示 パネ ル モ ジ ュー ル で 形成 され る 。 な お 、 ス ピー カ 9633 、 入 力 手 段 ( 操 作 キ ー9 
全 接続 端子 9 635、 セ ン サ 9636( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 

回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 、 電 流 、 電 圧 、 
電力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) 

マイ クロ フォ ン 9637) な ど が 適宜 備え られ て いて も よい 。 
【0269】 

図 2 8 ( B) に 、 ワ イヤ レス で ディ スプ レイ の み を 持ち 運び 可能 な テレ ビ 受 像 器 を 示す 
。 この テレ ビ 受 像 器 に は 、 表 示 部 9 6 43 、 ス ピー カ 部 9647、 入 力 手段 (操作 キー9 
6 46、 接 続 端子 9648、 セ ン サ 9649( 有 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 
回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 、 電 流 、 電 圧 、 
電力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) 

マイ クロ フォ ン 964 1 ) な ど が 適宜 備え られ て いる 。 僅 体 96 4 2 に は バッ テリ ー 及 
VR その バッ テリ ー で 表示 部 9 643、 ス ピー カ 部 9647 

ン サ 9 6 49 及び マイ クロ フォ ン 9 6 41 を 駆動 させ る 。 バッ テリ ー は 充電 器 9 6 4 
5 で 計り 运 L 充电 基 可 E と な っ て いる 。 充 電器 9 6 40 は 映像 信号 を 送受 信 す る こと が 可 

E で 、 そ の 映像 信号 を ディ スプ レイ の 信号 受信 器 に 送信 する こと が で きる 。 図 28(B) 
本 置 は 、 操 作 キ ー96 246 に よっ て 制御 され る 。 あ る い は 、 RE 
置 は 、 操 作 キ ー9 6 4 6 を 操作 する こと に よっ て 、 充 電器 9 640 に 信 送る こと が 可 


の うち 、 音 声 信号 は 音声 信号 増幅 回 路 9 6 1 5 に 送ら 
6 1 6 を 経て スピ ー カ 9 61 7 に 供給 され る 。 制御 回 
及び 音量 の 制御 情報 を 入力 部 9 6 1 9 か ら 受 け 、 チ ュ 
9616 に 信号 を 送出 する 。 
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能 で ある 。 つ まり 、 映像 音声 双方 向 通 信 装 置 で あっ て も よい 。 あ る い は 、 i に 
示す 装置 は 、 操作 キー9 646 を 操作 する こと に よっ て 、 充電 器 9 6 4 0 に 信 送り 、 
さら に 充電 器 96 40 が 送信 で きる 信号 を 他 の 電子 機器 に 受 彰二 
電子 機器 の 通信 制御 も 可能 で ある 。 つ まり 、 汎 用 遠隔 制御 装置 で あっ て も よい 。 な お 、 本 
実施 の 形態 の 各々 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) を 表示 部 9 6 43 に 適用 する こと が 
で きる 。 


【0270j】 
次 に 、 図 29 を 参照 し て 、 携 帯電 話 の 構成 例 に つい て 説明 する 。 
【0271】 


表示 パネ ル 9 6 6 2 は ハウ ジン グ 9650 に 脱着 自在 に 組み 込ま れる 。 ee 
50 は 表示 パネ ル 9 6 62 の サイ ズ に 合わ せ て 、 形 状 又 は 寸法 を 適宜 変更 する こと が で 
る 。 表示 パネ ル 9 6 6 2 を 固定 し た ハウ ジン グ 9 6 5 0 は プリ ン 0 
れ モ ジュ ー ル と し て 組み 立て られ る 。 

【0272】 
Et に ト 基 板 9651 に 接続 され る 。 プ 
ント 基板 9 651 に は 、 ス ピー カ 9652、 マ イク ロフ ォ ン 9653 、 送 受信 回 路 9 6 
6 CPU、 コ ント ロー ラ な ど を 含む 信号 処理 回 路 9655 有 及び セン サ 9661( 力 、 
変位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 
声 、 時 間 、 硬度 、 電場 、 電 流 、 電圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 
は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) が 形成 され て いる 。 こ の よう な モジ ュー ル と 、 操 作 
キー9 6 56 、 バ ッ テ リ ー9657、 ア ン テ ナ 9660 を 組み 合わ せ 、 人 筐 体 9659 に 収 
納 す る 。 表示 パネ ル 9662 の 画素 部 は 人 筐 体 9659 に 形成 され た 開口 窓 か ら 視 認 で きよ 
うに 配置 する 。 
【0273】 

表示 パネ ル 9 6 62 は 、 画 素 部 と 一 部 の 周辺 駆動 回 路 (複数 の 駆動 回 路 の うち 動作 周波 
数 の 低い 駆動 回 路 ) を 基板 上 に トラ ンジ スタ を 用 いて 一 体形 成 し 、 一 部 の 周辺 駆動 回 路 ( 
複数 の 駆動 回 路 の うち 動作 周波 数 の 高い 駆動 回 路 ) を | C チ ッ プ 上 に 形成 し 、 そ の | C チ 
ッ プ を COG(Chi p On Glass ) で 表示 パネ ル 9662 に 実装 し て も 良い 。 
ある い は 、 そ の | C チ ッ プ を TAB(Tape Auto Bonding) 又は プリ ン 
ト 基 板 を 用 いて ガラ ス 基 板 と 接続 し て も よい 。 こ の よう な 構成 と する こと で 、 表 示 装 置 の 
低 消費 電力 化 を 図り 、 携 帯電 話 機 の 一 0 且 に よる 使用 時 間 を 長く する こと が で きる 。 
携帯 電話 機 の 低 コ スト 化 を 図る こと が で きる 。 

【0274】 

図 2 9 に 示し た 携帯 電話 は 、 様 々 な 情報 (静止 画 、 動 画 ・ テ キス ト 画 像 な ど ) を 表示 す 
る 機能 を 有する 。 カ レン ダー、 日付 又 は 時 刻 な ど を 表示 部 に 表示 する 機能 を 有する 。 表示 
部 に 表示 し た 情報 を 操作 又は 編集 する 機能 を 有する 。 様々 な ソフ トウ ェ ア ( プ ログ ラム ) 
に よっ て 処理 を 制御 する 機能 を 有する 。 無線 通 信 機 能 を 有する 。 無線 通 信 機 能 を 用 いて 他 
の 携帯 電話 、 固 定 電話 又は 音声 通信 機器 と 通話 する 機能 を 有する 。 無線 通 信 機 能 を 用 いて 
様々 な コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク に 接続 する 機能 を 有する 。 無線 通 信 機 能 を 用 いて 様々 な 
デー タ の 送信 又は 受信 を 行う 機能 を 有する 。 着信 、 デ ー タ の 受信 、 又 は アラ ー ム に 応じ て 
バイ ブレ ー タ が 動作 する 機能 を 有する 。 着信 、 データ の 受信 、 又 は アラ ー ム に 応じ て 音 が 
発生 する 機能 を 有する 。 な お 、 図 2 9 に 示し た 携帯 電話 が 有する 機能 は これ に 限定 され ず 

様々 な 機能 を 有する こと が で きる 。 
【0275】 

図 30 ( A) は ディ スプ レイ で あり 、 筐 体 9 6 7 1 、 支 持 台 9672、 表 示 部 9673 

スピ ー カ 9 6 7 7 、L ED ラン プ 9679、 入 力 手 段 (接続 端子 9 674、 セ ン サ 9 6 
75( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 
学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 、 電 流 、 電 圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 

に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) 、 マ イク ロフ ォ ン 9676、 操 作 キ ー9 
678) 等 を 含む 。 図 3 0 ( A) に 示す ディ スプ レイ は 、 様 々 な 情報 (静止 画 、 動 画 、 テ 
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キス ト 画像 な ど ) を 表示 部 に 表示 する 機能 を 有する 。 な お 、 図 3 0(A) に 示す ディ スプ 
レイ が 有する 機能 は これ に 限定 され ず 、 様 々 な 機能 を 有する こと が で きる 。 
【0276】 

図 3 0 ( B) は カメ ラ で あり 、 本 体 9 691 、 表 示 部 9692、 シ ャ ッ タ ー ボ タン 9 6 
9 6 、 ス ピー カ 9700、LED ラ ンプ 9701 、 入 力 手段 (受像 部 9693、 操 作 キ ー 
9694、 人 外部 接続 ポー ト 9695、 接 続 端子 9697、 セ ン サ 9698( 力 、 変 位 、 位 
置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 
、 人 硬度 、 電場 、 電 流 、 電 圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 
を 測定 する 機能 を 含む も の ) 、 マ イク ロフ ォ ン 9699) 等 を 含む 。 図 30(B) に 示す 
カメ ラ は 、 静 止 画 を 撮影 する 機能 を 有する 。 動画 を 撮影 する 機能 を 有する 。 撮影 し た 画像 
( 静止 画 、 動 画 ) を 自動 で 補正 する 機能 を 有する 。 撮 影 し た 画像 を 記録 媒体 ( 外部 又は デ 
ジタル カメ ラ に 内 蔵 ) に 保存 する 機能 を 有する 。 撮影 し た 画像 を 表示 部 に 表示 する 機能 を 
有する 。 な お 、 図 3 0(B) に 示す カメ ラ が 有する 機能 は これ に 限定 され ず 、 様 々 な 機能 
を 有する こと が で きる 。 

[0277)】 

図 30(C) は コン ピュ ー タ で あり 、 本 体 97 1 1 、 人 筐 体 9712、 表 示 部 9713、 
スピ ー カ 9 7 20 、LED ラ ンプ 9721、 リ ー ダ グラ イタ 9 7 22、 入 力 手 段 ( キー ボ 
ー ド 9714、 外 部 接続 ポー ト 9715、 ポ イン ティ ング デバ イス 9716 、 接 続 端子 9 
717 、 セ ン サ 9718( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 
液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 、 電 流 、 電 圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 

湿度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) 、 マ イク ロフ ォ ン 9 
7 19) 等 を 含む 。 図 3 0 (C) に 示す コン ピュ ー タ は 、 様 々 な 情報 (静止 画 、 動 画 、 テ 
キス ト 画像 な ど ) を 表示 部 に 表示 する 機能 を 有する 。 様々 な ソフ トウ ェ ア ( プ ログ ラム ) 
に よっ て 処理 を 制御 する 機能 を 有する 。 無線 通 信 又 は 有線 通信 な どの 通信 機能 を 有する 。 
通信 機能 を 用 いて 様々 な コン ピュ ー タ ネッ トワ ー ク に 接続 する 機能 を 有する 。 通信 機能 
用 いて 様々 な デー タ の 送信 又は 受信 を 行う 機能 を 有する 。 な お 、 図 30(C) に 示す コン 
ピュ ー タ が 有する 機能 は これ に 限定 され ず 、 様々 な 機能 を 有する こと が で きる 。 
【0278】 

図 3 7 ( A) は モバ イル コン ピュ ー タ で あり 、 本 体 9791 、 表 示 部 9792、 ス イッ 
チ 9 793、 ス ピー カ 9799、LED ラ ンプ 9800、 入 力 手段 (操作 キー9794、 
赤外線 ポー ト 9795、 接 続 端 子 9796、 セ ン サ 9797( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 
速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 

電流 、 電圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機 
能 を 含む も の ) 、 マ イク ロフ ォ ン 9798) 等 を 含む 。 図 37(A) に 示す モバ イル コン 
ピュ ー タ は 、 様 々 な 情報 (静止 画 、 動 画 、 テ キス ト 画 像 な ど ) を 表示 部 に 表示 する 機能 を 
有する 。 表示 部 に タッ チ パ ネル の 機能 を 有する 。 カ レン ダー、 日 付 又 は 時 刻 な ど を 表示 す 
る 機能 を 表示 部 に 有する 。 様々 な ソフ トウ ェ ア ( プ ログ ラム ) に よっ て 処理 を 制御 する 機 
能 を 有する 。 無線 通信 機能 を 有する 。 無線 通信 機能 を 用 いて 様々 な コン ピュ ー タ ネッ トワ 
ー ク に 接続 する 機能 を 有する 。 無線 通信 機能 を 用 いて 様々 な デー タ の 送信 又は 受信 を 行う 
機能 を 有する 。 な お 、 図 3 7 (A) に 示す モバ イル コン ピュ ー タ が 有する 機能 は これ に 限 
定 さ れず 、 様々 な 機能 を 有する こと が で きる 。 

【0279】 

図 3 7 ( B) は 記録 媒体 を 備え た 携帯 型 の 画像 再生 装置 ( た と えば 、DVD 再 生 装 置 ) 
で あり 、 本 体 981 1 、 筐 体 9 812、 表 示 部 A9813、 表 示 部 B9814、 ス ピー カ 
部 9 81 7 、LED ラ ンプ 9821 、 入 力 手段 (記録 媒体 (DVD 等 ) 読み 込み 部 981 
5、 操 作 キ ー9816、 接 続 端 子 9818、 セ ン サ 9819( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 
速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 
、 電 流 、 電圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機 
能 を 含む も の ) 、 マ イク ロフ ォ ン 9820) 等 を 含む 。 表示 部 A981 3 は 主として 画像 
情報 を 表示 し 、 表 示 部 B 9 8 1 4 は 主として 文字 情報 を 表示 する こと が で きる 。 
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【0280】 

図 3 7 (C) は ゴー グル 型 デ ィ ス プレ イ で あり 、 本 体 903 1 、 表 示 部 9032、 イ ヤ 
ホン 9033、 支 持 部 9034、LED ラ ンプ 9039、 ス ピー カ 9038、 入 力 手段 ( 
接続 端子 9035 、 セ ン サ 9036( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 
距離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 、 電 流 、 電 圧 、 電 力 、 放 
射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) 、 マ イク 
ロフ ォ ン 9037) 等 を 含む 。 図 37 (C) に 示す ゴー グル 型 デ ィ ス プレ イ は 、 外 部 か ら 
取得 し た 画像 (静止 画 、 動 画 テキ スト 画像 な ど ) を 表示 部 に 表示 する 機能 を 有する 。 な 
お 、 図 3 7 (C) に 示す ゴー グル 型 デ ィ ス プレ イ が 有する 機能 は これ に 限定 され ず 、 様々 
な 機能 を 有する こと が で きる 。 

【02817】 

図 3 8 ( A) は 携帯 型 遊 技 機 で あり 、 人 筐 体 9851 、 表 示 部 9852、 ス ピー カ 部 98 
5 3 、 記 憶 媒体 挿 入部 9855、LED ラ ンプ 9859、 和 入力 手段 (操作 キー9854、 
接続 端子 9 85 6 、 セ ン サ 9857( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 
距離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 、 電 流 、 電 圧 、 電 力 、 放 
射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) 、 マ イク 
ロフ ォ ン 9858) 等 を 含む 。 図 3 8 ( A ) に 示す 携帯 型 遊 技 機 は 、 記 録 媒体 に 記録 され 
て いる プロ グラ ム 又 は デー タ を 読み 出し て 表示 部 に 表示 する 機能 を 有する 。 他 の 携帯 型 遊 
技 機 と 無線 通信 を 行っ て 情報 を 共有 する 機能 を 有する 。 な お 、 図 38(A) に 示す 携帯 型 
遊技 機 が 有する 機能 は これ に 限定 され ず 、 様 々 な 機能 を 有する こと が で きる 。 
【0282】 

図 3 8 ( B ) は テレ ビ 受 像 機能 付き デジ タル カメ ラ で あり 、 本 体 9861 、 表 示 部 98 
6 2、 ス ピー カ 9864、 シ ャ ッ タ ー ボ タン 9865、LED ラ ンプ 9871 、 入 力 手 段 
(操作 キー9863、 有 受像 部 9866、 ア ン テ ナ 9867、 接 続 端子 9868、 セ ン サ 9 
869( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 、 角 速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 
化学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電場 、 電 流 、 電 圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 
動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 含む も の ) 、 マ イク ロフ ォ ン 9870) 等 を 含む 
。 図 3 8 ( B ) に 示す テレ ビ 受 像 機 付 は き デジ タル カメ ラ は 、 静 止 画 を 撮影 する 機能 を 有 す 
る 。 動画 を 撮影 する 機能 を 有する 。 撮影 し た 画像 を 自動 で 補正 する 機能 を 有する 。 ア ン テ 
ナ か ら 様 々 な 情報 を 取得 する 機能 を 有する 。 撮影 し た 画像 、 又 は アン テ ナ か ら 取 得 し た 情 
報 を 保存 する 機能 を 有する 。 撮 影 し た 画像 、 又 は アン テ ナ か ら 取 得 し た 情報 を 表示 部 に 表 
示す る 機能 を 有する 。 な お 、 図 38( B) に 示す テレ ビ 受 像 機 付 き 3 デ ジタル カメ ラ が 有 す 
る 機能 は これ に 限定 され ず 、 様 々 な 機能 を 有する こと が で きる 。 

【0283】 

図 3 9 は 携帯 型 遊技 機 で あり 、 人 筐 体 9 88 1 、 第 1 表示 部 9882、 第 2 表示 部 988 
3 、 ス ピー カ 部 9 884 、 記 録 媒体 挿入 部 9886、LED ラ ンプ 9890、 入 力 手段 ( 
隊 作 キー9885、 接 続 端 子 9887、 セ ン サ 9888( 力 、 変 位 、 位 置 、 速 度 、 加 速度 

角速度 、 回 転 数 、 距 離 、 光 、 液 、 磁 気 、 温 度 、 化 学 物質 、 音 声 、 時 間 、 硬 度 、 電 場 、 電 
流 、 電圧 、 電 力 、 放 射線 、 流 量 、 湿 度 、 傾 度 、 振 動 、 に お い 又 は 赤外線 を 測定 する 機能 を 
含む も の ) 、 マ イク ロフ ォ ン 9889) 等 を 含む 。 図 3 9 に 示す 携帯 型 遊 技 機 は 、 記 録 媒 
体 に 記録 され て いる プロ グラ ム 又 は デー タ を 読み 出し て 表示 部 に 表示 する 機能 を 有する 。 
他 の 携帯 型 和 遊技 機 と 無線 通信 を 行っ て 情報 を 共有 する 機能 を 有する 。 な お 、 図 3 9 に 示す 
箕 帯 型 遊 技 機 が 有する 機能 は これ に 限定 され ず 、 様 々 な 機能 を 有する こと が で きる 。 
【0284】 

図 30(A) 乃至 (C) 、 図 37(A) 乃至 (C) 、 図 38(A) 乃至 (C) 、 及 び 図 
3 9 に 示し た よう に 、 電子 機器 は 、 何 ら か の 情報 を 表示 する た め の 表 示 部 を 有する こと を 
特徴 と する 。 電子 機器 は 、 消 費 電力 が 小さ く 、 長 時 間 の 電池 駆動 が 可能 で ある 。 ま た は 、 
作製 方 法 が 簡便 で あり 、 製 造 コ スト を 低く 抑え る こと が で きる 。 

【0285】 
次 に 、 半 導体 装置 の 応用 例 を 説明 する 。 
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【0286】 

図 3 1 に 、 半 導体 装置 を 、 建 造物 と 一 体 に し て 設け た 例 に つい て 示す 。 図 3 1 は 、 筐 体 
9730、 表 示 部 9731 、 操 作 部 で ある リモ コン 装置 9732、 ス ピー カ 部 9733 等 
を 含む 。 半導体 装置 は 、 壁 か け 型 と し て 建物 と 一 体 と な っ て お り 、 設 置 す る スペ ー ス を 広 
く 必 要 と する こと な く 設 置 可 能 で ある 。 

【0287】 

図 3 2 に 、 建 造物 内 に 半導体 装置 を 、 建 造物 と 一 体 に し て 設け た 別 の 例 に つい て 示す 。 
表示 パネ ル 9 7 4 1 は 、 ユ ニッ トバ ス 9742 と 一 体 に 取り 付け られ て お り 、 和 人 入浴 者 は 表 
示 パ ネル 9 7 4 1 の 視聴 が 可能 に な る 。 表示 パネ ル 974 1 は 入浴 者 が 操作 する こと で 情 
報 を 表示 する 機能 を 有する 。 広 告 又は 娯楽 手段 と し て 利用 で きる 機能 を 有する 。 
【0288】 

な お 、 半 導体 装置 は 、 図 3 2 で 示し た ユニ ッ ト バ ス 9742 の 側壁 だ け で は な く 、 様 々 
な 場所 に 設置 する こと が で きる 。 た と えば 、 鏡 面 の 一 部 又は 浴槽 自体 と 一 体 に する な ど と 
し て も よい 。 こ の と き 、 表 示 パ ネル 9 7 4 1 の 形状 は 、 鏡 面 又 は 浴槽 の 形状 に 合わ せ た も 
の と な っ て いて も よい 。 

【0289】 

図 3 3 に 、 半 導体 装置 を 、 建 造物 と 一 体 に し て 設け た 別 の 例 に つい て 示す 。 表示 パネ ル 
9752 は 、 柱 状 体 9751 の 曲面 に 合わ せ て 湾曲 させ て 取り 付け られ て いる 。 な お 、 こ 
こ で は 柱状 体 97 5 1 を 電柱 と し て 説明 する 。 

【0290】 

図 3 3 に 示す 表示 パネ ル 9 7 52 は 、 人 間 の 視点 より 高い 位置 に 設け られ て いる 。 電柱 
の よう に 屋外 で 林立 し て いる 建造 物 に 表示 パネ ル 9752 を 設置 する こと で 、 不 特定 多数 
の 視認 者 に 広告 を 行なう こと が で きる 。 こ こ で 、 表 示 パ ネル 9752 は 、 外 部 か ら の 制御 
に より 、 同 じ 画 像 を 表示 させ る こと 、 及 び 瞬 時 に 画像 を 切替 える こと が 容易 で ある た め 、 
極め て 効率 的 な 情報 表示 、 及び 広 告 効果 が 期待 で きる 。 表示 パネ ル 9752 に 自発 光 型 の 
表示 素子 を 設け る こと で 、 夜 間 で あっ て も 、 視 認 性 の 高い 表示 媒体 と し て 有用 で ある と い 
える 。 電柱 に 設置 する こと で 、 表 示 パ ネル 9752 の 電力 供給 手段 の 確保 が 容易 で ある 。 
災害 発生 時 な どの 非常 事態 の 際 に は 、 被 災 者 に 素早 く 正 確 な 情報 を 伝達 する 手段 と も な り 
得る 。 

【0291】 

な お 、 表 示 パ ネル 9 752 と し て は 、 た と えば 、 フ ィ ル ム 状 の 基板 に 有機 トラ ンジ スタ 
な どの スイ ッ チ ング 素子 を 設け て 表示 素子 を 駆動 する こと に より 画像 の 表示 を 行なう 表示 
パネ ル を 用 いる こと が で きる 。 

【0292】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 建 造物 と し て 壁 、 柱 状 体 、 ユ ニッ トバ ス を 例 と し た が 、 

本 実施 の 形態 は これ に 限定 され ず 、 様々 な 建造 物 に 半導体 装置 を 設置 する こと が で きる 。 


【02931 
次 に 、 半 導体 装置 を 、 移 動体 と 一 体 に し て 設け た 例 に つい て 示す 。 
【0294j 


図 3 4 は 、 半 導体 装置 を 、 自 動車 と 一 体 に し て 設け た 例 に つい て 示し た 図 で ある 。 表示 
パネ ル 9 7 62 は 、 自 動車 の 車体 9 7 6 1 と 一 体 に 取り 付け られ て お り 、 車 体 の 動作 又は 
車体 内 外 か ら 入 力 さ れる 情報 を オン デマ ンド に 表示 する こと が で きる 。 な お 、 ナ ビ ゲ ー シ 
ョ ン 機 能 を 有 し て いて も よい 。 

【0295】 

な お 、 半 導体 装置 は 、 図 3 4 で 示し た 車体 97 6 1 だ け で は な く 、 様 々 な 場所 に 設置 す 
る こと が で きる 。 た と えば 、 ガ ラス 窓 、 ド ア 、 ハ ンド ル 、 シ フト レバ ー、 座席 シ ー ト 、 ル 
ー ム ミラ ー 等 と 一 体 に し て も よい 。 こ の と き 、 表 示 パ ネル 9762 の 形状 は 、 設 置 す る も 
の の 形状 に 合わ せ た も の と な っ て いて も よい 。 

【0296】 
図 3 5 は 、 半 導体 装置 を 、 列 車 車両 と 一 体 に し て 設け た 例 に つい て 示し た 図 で ある 。 
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【0297】 

図 3 5 ( a ) は 、 列 車 車両 の ドア 9 7 7 1 の ガラ ス に 表示 パネ ル 9 772 を 設け た 例 に 
つい て 示し た 図 で ある 。 従来 の 紙 に よる 広告 に 比べ て 、 広 告 切替 え の 際 に 必要 と な る 人 件 
費 が か か ら な いと いう 利点 が ある 。 表示 パネ ル 9772 は 、 外 部 か ら の 信号 に より 表示 部 
で 表示 され る 画像 の 切り 替え を 瞬時 に 行なう こと が 可能 で ある た め 、 た と えば 、 電車 の 乗 
降 客 の 客層 が 入れ 替わる 時 間 帯 ご と に 表示 パネ ル の 画像 を 切り 替え る こと が で き 、 よ り 効 
果 的 な 広告 効果 が 期待 で きる 。 

【0298】 

図 3 5 ( b ) は 、 列 車 車両 の ドア 9 7 7 1 の ガラ ス の 他 に 、 ガ ラス 窓 9 7 7 3 、 及 び 天 
井 97 7 4 に 表示 パネ ル 9772 を 設け た 例 に つい て 示し た 図 で ある 。 こ の よう に 、 半 導 
体 装置 は 、 従来 で は 設置 が 困難 で あっ た 場所 に 容易 に 設置 する こと が 可能 で ある た め 、 交 効 
果 的 な 広告 効果 を 得る こと が で きる 。 半 導体 装置 は 、 外 部 か ら の 信号 に より 表示 部 で 表示 
され る 画像 の 切り 替え を 瞬時 に 行なう こと が 可能 で ある た め 、 広 告 切 替え 時 の コス ト 及び 
時 間 が 削減 で き 、 よ り 和 柔軟 な 広告 の 運用 及び 情報 伝達 が 可能 と な る 。 

【0299】 

な お 、 半 導体 装置 は 、 図 3 5 で 示し た ドア 9771 、 ガ ラス 窓 9773 、 及 び 天 井 97 
7 4 だ け で は な く 、 様々 な 場所 に 設置 する こと が で きる 。 た と えば 、 つ り 革 、 座 席 シ ー ト 
、 て すり 、 床 等 と 一 体 に に て も よい 。 こ の と き 、 表 示 パ ネル 9772 の 形状 は 、 設 置 する 
も の の 形状 に 合わ せ た も の と な っ て いて も よい 。 

【0300 
図 3 6 は 、 半 導体 装置 を 、 旅 客 用 飛行 機 と 一 体 に し て 設け た 例 に つい て 示し た 図 で ある 


【0301】 

図 3 6 (a ) は 、 旅 客 用 飛行 機 の 座席 上 部 の 天井 9781 に 表示 パネ ル 9782 を 設け 
た と き の 、 使 用 時 の 形状 に つい て 示し た 図 で ある 。 表示 パネ ル 9 7 8 2 は 、 天 井 9 7 81 
と ヒン ジ 部 9 7 83 を 介し て 一 体 に 取り 付け られ て お り 、 ヒ ンジ 部 9783 の 伸縮 に よ 
乗客 は 表示 パネ ル 9782 の 視聴 が 可能 に な る 。 表示 パ ネル 9782 は 乗客 が 操作 する 
と で 情報 を 表示 する 機能 を 有する 。 広 告 又は 娯楽 手段 と し て 利用 で きる 機能 を 有する 。 
36( b ) に 示す よう に 、 ヒ ンジ 部 を 折り 曲げ て 天井 9781 に 格納 する こと に より 、 
着陸 時 の 安全 に 配慮 する こと が で きる 。 な お 、 緊 急 時 に 表示 パネ ル の 表示 素子 を 点灯 させ 
る こと で 、 情 報 伝達 手段 及び 誘導 灯 と し て も 利用 可能 で ある 。 

【0302】 

な お 、 半 導体 装置 は 、 図 3 6 で 示し た 天井 9 7 8 1 だ け で は な く 、 様 々 な 場所 に 設置 す 
る こと が で きる 。 た と えば 、 座 席 シ ー ト 、 座 席 テ ー ブ プル 、 肘 掛 、 窓 等 と 一 体 に し て も よい 
。 多数 の 人 が 同時 に 視聴 で きる 大 型 の 表示 パネ ル を 、 機 体 の 壁 に 設置 し て も よい 。 こ の と 
き 、 表 示 パ ネル 9782 の 形状 は 、 設 置 す る も の の 形状 に 合わ せ た も の と な っ て いて も よ 
い 。 

【0303】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 移 動体 と し て は 電車 車両 本 体 、 自 動車 車体 、 飛 行 機 車体 
に つい て 例示 し た が これ に 限定 され ず 、 自 動 二輪 車 、 自 動 四 輪 車 ( 自 動車 、 バ ス 等 を 含む 
) 、 電 車 ( モノ レー ル 、 鉄道 等 を 含む ) 、 船 舶 等 、 様 々 な も の に 設置 する こと が で きる 。 
半導体 装置 は 、 外 部 か ら の 信号 に より 、 和 移動 体内 に お ける 表示 パネ ル の 表示 を 瞬時 に 切り 
替え る こと が 可能 で ある た め 、 移 動体 に 半導体 装置 を 設置 する こと に より 、 和 移動 体 を 不 特 
定 多 数 の 顧客 を 対象 と し た 広告 表示 板 、 災 害 発生 時 の 情報 表示 板 、 等 の 用 途 に 用 いる こと 
が 可能 と な る 。 

【0304】 

な お 、 本 実施 の 形態 に お いて 、 様 々 な 図 を 用 いて 述べ て きた が 、 各 々 の 図 で 述べ た 内 容 
( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) に 対し て 、 適 用 、 組 み 合 わせ 
、 又 は 置き 換え な ど を 自由 に 行う こと が 出来 る 。 さら に 、 こ れ ま で に 述べ た 図 に お いて 、 
各々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る 
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こと が 出来 る 。 

0305】 

同様 に 、 本 実施 の 形態 の 各々 の 図 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) は 、 別 の 実施 の 形態 の 
で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) 対し て 、 適 用 、 組 み 合わ せ 、 又 は 置き 換え な ど を 自由 に 
こと が 出来 る 。 さ ら に 、 本 実施 の 形態 の 図 に お いて 、 各 々 の 部 分 に 関し て 、 別 の 実施 
形態 の 部 分 を 組み 合わ せる こと に より 、 さ ら に 多く の 図 を 構成 させ る こと が 出来 る 。 
306】 

な お 、 本 実施 の 形態 は 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 ( 一 部 で も よい ) を 、 具 現 化 し た 
例 、 少 し 変形 し た 場合 の 一 例 、 一 部 を 変更 し た 場合 の 一 例 、 改 良し た 場合 の 一 例 
詳細 に 述べ た 場合 の 一 例 、 応 用 し た 場合 の 一 例 、 関 連 が ある 部 分 に つい て の 一 例 な ど を 10 
し て いる 。 し た が っ て 、 他 の 実施 の 形態 で 述べ た 内 容 は 、 本 実施 の 形態 へ の 適用 、 組 み 
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合わ せ 、 又 は 置き 換え を 自由 に 行う こと が で きる 。 

【 符号 の 説明 】 
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